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議長（岡村統正君）

おはようございます。ただいまの出席議員数は 13 人です。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開きます。

なお、邑田昌平議員から欠席の届けがまいっておりますので、報

告しておきます。

本日の日程は、お手元に配付のとおりです。

日程第１、一般質問を行います。

一般質問は、通告順とします。

９番、松浦隆起君の発言を許します。

９番（松浦隆起君）

おはようございます。９番、松浦隆起でございます。通告に従い

まして一般質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。

本日も３点、お伺いをさせていただきますので、よろしくお願いを

いたします。

１点目に、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の本

町の取り組みについてお伺いいたします。昨年の２月 29 日に高知県

において、初めての感染者が確認をされてから１年がたちました。

この間、全国一斉休校や緊急事態宣言の発令、自粛要請など、今ま

での暮らしとは 180 度違う暮らしに変えざるを得ない１年となりま

した。そしてそれは残念ながら、まだ終わってはおらず、ウィズコ

ロナと言われるように、コロナとどう向き合い乗り越えていくのか

が大きな課題となっております。その乗り越える一つの切り札と言

われているのがワクチン接種であります。本日は、このワクチン接

種について、本町の取り組み方についてお聞きをしていきたいと思

います。町長の行政報告でも報告をしていただきましたので、重複

する部分も出てまいりますが、確認の意味でもお聞きをいたします

ので、御答弁いただければと思います。

２月 17 日には、医療関係者に向けて、日本において初となる新型

コロナワクチンの先行接種が東京医療センターにおいて行われ、高

知県においても 19 日に先行接種が行われました。厚生労働省により

ますと、接種は医療従事者向け先行接種、そして医療従事者向け優

先接種、その後 65 歳以上の高齢者向け優先接種、そして持病のある

人などを優先にその他の一般の方という順で行われると言われてお

ります。接種回数は２回となる見通しで、ファイザー製の場合、３

週間の間隔を空け、接種対象は当面 16 歳以上になる見込みでござい
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ます。

医療従事者向け優先接種は、県が実施をし、高齢者向けの優先接

種以降は、実施主体が市町村ということになり、本町も実施主体と

して町民のワクチン接種を進めていくこととなります。政府の計画

では、高齢者の優先接種は４月 12 日から順次開始され、全ての市区

町村にワクチンが行き渡り、町長の報告にもございましたが、接種

が本格化するのは 26 日の週になる見通しでありまして、５日の時点

で厚生労働省のホームページで発表された情報によりますと 26 日

の週に全ての市区町村に１箱届くというふうにされておりますので、

時間的には非常にタイトなスケジュールの中で行わなければならな

い。そこで提案も含めて、７点についてお聞きをしていきたいと思

います。

まず１点目に、町民に対する今後のワクチン接種の進め方に関し

て、短期、中期、長期の接種率も含めた進捗目標とスケジュールを

お示しをいただければと思います。ただ、国からの情報がまだまだ

未確定のものが多く、ワクチンの本町への供給量、また、時期も確

定するまでには至っておらず、担当課の方も大変ご苦労されている

と思いますので、現段階で把握できている情報をもとにしたもので

結構でございます。また、本町における接種対象者の人員を、わか

るようであれば優先接種、そして高齢者の方、優先順位の高い方、

一般の方と分けて、わかればお示しいただければと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

おはようございます。松浦議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。

まず、佐川町におけますこの高齢者等以降の住民の方への接種の

見込み、計画ということでございますけれども、まずは、短期的に

はまず国が示しているとおりに高齢者のほうから始めることになり

ます。高齢者への接種につきまして、現時点ではいつから始めるか

というところについては、まだ確定はできておりませんけれども、

４月 26 日の週には１つは届くということでございます。

ただ、その１箱という単位の中で、これがワクチンの接種回数で

換算しますと１千回程度ということになります。ファイザー社の接

種は２回しなければならないということですので、これが人数分に

なおすと 500 人分という形になります。国のほうからはその１箱届

きますけれども、これを２回分をまとめて送るという方針になって
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おりますので、佐川町としても仮に１箱届くということになると、

500 人分の計画をまず立てなければならないと考えてます。

現時点ではまだ確定はできておりませんけれども、高齢者の方で

も特に入院をされている方とか、高齢者の施設に入られてる方、こ

ういった方々をまず優先するべきではないかというふうには考えて

おります。その中で、これはファイザー社のワクチンのしっかりし

た管理が必要になってきますので、その管理ができる医療機関と連

携させていただいて、そちらの方を優先してまずはやっていくのが

まず今のところの考え方です。順次ワクチンが届き次第、一般の方

への高齢者へも接種をしていくという形になります。

で、佐川町としては接種については各医療機関、行政報告でも申

し上げましたが、町内の各６つの医療機関に協力をしていただいて、

個別接種を中心にやろうというふうに考えております。それプラス

集団接種を組み合わせて体制を整えていくと。まずこれを高齢者を

まず先、計画を進めていく中で、あと中長期的と言いますか、その

部分、高齢者以外の接種については、これはまだ全然国のほうから

情報が届いておりません。一部には７月以降ということも聞いては

おりますけれども、国からの情報が出次第、どういうふうに接種を

していくということはまた改めて検討していくということになりま

す。

対象者につきましてですけれども、佐川町での 16 歳以上の人口、

それから医療従事者関係と言いますか、施設で働いている方、こう

いった方々も一定を含めますと約１万１千人程度おいでるかなと、

全体で、考えております。その中で、高齢者 65 歳以上につきまして

は、令和３年度に 65 歳以上になる方が優先接種の対象になりますの

で、約 5,200 人程度おいでるというふうに考えております。対象者

としては以上になります。

９番（松浦隆起君）

それでは、２点目の接種体制についてお聞きをしたいと思います。

今、課長からも答弁をいただきましたが、ワクチンがいつ届くのか

ということによって非常に左右される状況でございますので、なか

なか不確定が多くて大変だと思いますが、少し、答弁をしていただ

いた、先に答弁していたところもありますので、少し重なりますが、

あわせて答弁していただきたいと思います。

このワクチン接種については、原則、住民票がある市区町村の医
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療機関や市町村が設ける会場で実施をされると。で、市区町村から

接種券が届き、そして電話やインターネットで予約をし、接種券と

本人確認書類を持って会場へという流れになると聞いております。

接種方式としては、先ほど課長からもありましたが、受託医療機関

で接種する個別接種と、集団接種の２つの方式となります。県によ

りますと、ワクチンは複数回分が１バイアルとして提供される。多

分１バイアル、今言われているのは５回程度と言われておりますが、

そういうことから、受託医療機関や接種会場ごとの接種可能人数を

可能な限り多くする必要があるということが県から出されておりま

す。その意味では、自治体がしっかりとハンドリングをしていく、

個別接種で医療機関に受託をするとしてもそのあたりのことは必要

ではないかと思っております。そういった点を踏まえた上で、本町

ではどのような体制で行うのかお聞きしたいと思います。また、接

種会場として、どの医療機関で行うのか、また、集団接種としての

会場はどの施設を予定をされておられるのか改めてお聞きしたいと

思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えいたします。佐川町におきましては先ほども少し申し上げ

ましたけれども、方針としては医療機関、各医療機関で個別接種を

していただくということを中心にして集団接種も組み合わせていく

というやり方を取りたいと考えております。

なぜ、こういう考え方になったかということでございますけれど

も、やはり、この新しいワクチンにつきましては副反応、アレルギ

ー反応、そういったものを心配される方が多いというふうに考えて

おります。そういった御心配を少しでも取り除くと言いますか、和

らげるために、普段かかりつけでかかられている医療機関、主治医

の方に接種をしていただければ、そういった心配も少しは和らげる

のかなというふうにも考えております。そういった個別接種をでき

る体制を整えながら、ただ、佐川町の個別接種ができる医療機関、

これ６つと言いましたけれども、申し上げますと、高北病院、それ

から清和病院、西森医院、森耳鼻咽喉科、藤井医院、くぼたこどもク

リニックとこの６つの医療機関と今話をさせていただいておりまし

て、個別接種に御協力いただくと、いただけるという意向を示して

いただいております。

で、この６つは普段インフルエンザ等の予防接種をやっていただ
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いているということもありますので、御協力いただくんですけれど

も、ただ、接種の能力といいますか、その部分では基本的には通常

の診療時間内にやっていただくということで基本的にお願いをして

おります。ですので、１日に接種できる人数が限りがありますので、

現在のところこの６つの医療機関で１週間で約 500 人程度の接種が

できるんではないかということで、個別に話をさせていただいた積

み上げがその 500 人程度となります。それプラス、それではなかな

かカバーしきれないので、集団接種という形で、これは場所は今の

ところ健康福祉センターかわせみ、こちらのほうで平日以外の土曜

日もしくは日曜日に何回か集団接種をしながら、全体でカバーして

いこうというふうに今現時点では考えております。以上でございま

す。

９番（松浦隆起君）

はい、６つの医療機関と集団接種会場でということでございます。

行政報告においても、町長から医療機関を補完する形で集団接種を

行うと言われておりましたし、今、課長からの答弁でも個別接種を

中心に補完する形でというお話でした。

ただ、仕事をされておられる方やそれから 16 歳以上ですから学生

さんたちも対象になるわけで、平日になかなか接種に行けない方も

おられると思います。で、特に高齢者の方は平日等でも対応できる

でしょうが、特に現役世代の方はやはり休日という形にならざるを

得ない部分が多いのではないかと。その意味では集団接種の受け入

れ人数を増やしていくということも必要であろうと思いますし、病

院において、特に、民間の病院の方には難しいかも分かりませんが、

高北病院等では、例えば、日曜日に接種を行うということなど、そ

ういう計画的な体制が必要だと思われます。その点についてもう一

度お答えをいただきたいのと、この集団接種と個別接種の、個別接

種を主にということでしたが、具体的に比率をどのように今考えて

おられるのか、その点についてお聞きしたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この集団接種、特別会場での接種

ということで、かわせみをと、今、対応させていただいております。

このキャパといいますか、人数の計画につきましては現在のところ

高齢者、まず、高齢者 5,200 人対象という形で考えておりますけれ

ども、その中には施設、それから医療機関等でされる方もおいでま
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す。それを除いて、約７割、70％の接種率ということで今計画を立

てております。

その 70％の接種率をかけ算いたしますと、高齢者に関しましては

3,400 人程度が個別接種あるいは集団接種でカバーしていくと、カ

バーしていかなければならないということになっています。で、先

ほど申しました個別接種、医療機関での個別接種が１週間あたり 500

人程度の計画を立てておりますので、それを全体で今計画を立てて

いるのは高齢者の計画になっておりますけれども、接種開始から 12

週間、12 週間で終了させていくという考え方のもとにはじきますと、

集団接種をやっていく日数としては６日程度は必要であると。

１日あたりの集団接種の人数といたしましてはこれは２つの診療

といいますか、２つのレーンを構えて、お医者さんをお２人、なん

とか計画を開始してやっていくということでいきますと約 170 人カ

バーができると。そういった計画を立てまして、６日間程度で、あ

とはその接種率が上がっていくとかいうことになってくると少しか

わせみのほうの日数を増やしていかないかんとかいうこともあり得

ます。これは柔軟に対応していくという形にさせていただいており

ます。以上のような考え方です。

９番（松浦隆起君）

やはり、課長言われたように、高齢者の方は普段から病院に行か

れてる方も多くて、かかりつけという形が考えられますが、現役世

代の方、私もそうですが、かかりつけというのがあまりありません

ので、どうしても集団接種のほうに流れていくのではないかなと考

えておりますので、集団接種にもある一定、容量が出てくるという

ことは想定して進めていただいたほうがいいのではないかなと思い

ます。

先ほども申し上げましたが、このワクチン接種は、原則、住民票

所在地での接種とされておりますが、やむを得ない事情がある場合、

これ、いくつか例も県から出ておりますが、住民票所在地以外でも

受けられるということで、例えば、先ほど課長からもありましたが、

入院や高齢者の施設などに長期滞在している場合は、申請書なしで、

住民票所在地以外で接種することができるとされております。こう

いった方たちは、具体的にどういった形で接種を行っていくのか、

その点をお伺いしたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）
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お答えをさせていただきます。この原則としてはコロナウイルス

の予防接種、ワクチンの接種につきましては、住民票がある市町村

で行ってくださいという基本的な国の考え方があります。ただ、先

ほど松浦議員がおっしゃったように、入院をされている方とか、あ

るいはその学生さんで住民票を置かれて、下宿とかしている方とか

さまざまございます。そういった方々に対してどうするかというこ

とで、国のほうが考え方、例外の取り扱いということで示しており

ます。

まずは、入院をされている方とか、高齢者の施設に入所されてい

る方、それから基礎疾患がお持ちで主治医が例えば佐川町外の方、

佐川町外の医療機関にかかっている方、そういった方については、

接種をするときに施設であれば施設のとりまとめ役といいますか、

そういった方に申し出ていただく。それから町外の医療機関にかか

られている方はその接種をするときに主治医にお話をするというこ

とで例外的にそれでできるというふうになっております。

で、それ以外の現在ですね、例えば出産のために里帰りしている

妊産婦であるとか、あるいは下宿している学生さんとかっていう方

については、住民票がある市町村に申し出をしていただいた上で届

け出が必要になっております。で、その届け出をして、届け出済み

証というものを佐川町の住民さんであれば、健康福祉課になると思

いますけれども、発行させていただいた上で、住所地外で接種がで

きるという取り扱いになっております。以上です。

９番（松浦隆起君）

その入院や施設等の高齢者の方は具体的にどういう手続きをとっ

てどこで接種をされるのか、その点についてお聞きしたいです。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この高齢者の施設の入所者につき

ましては、町内では高齢者施設 11 カ所あるというふうに把握をして

おります。現時点で佐川町の健康福祉課のほうでそれぞれの施設の

代表者、とりまとめ役の方にどういう接種の仕方を施設がするかと

いうことで、照会をかけさせていただいております。

普段インフルエンザの予防接種等をするときには嘱託医、協力医

療機関といいますか、そういった主治医がおられて、接種をしてい

ただいていると思います。そういうことも踏まえて各施設、それか

ら嘱託医がある医療機関と話をされて、例えば施設のほうにお医者
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さんが出向いて接種をする仕方、それから逆に医療機関等のほうに

送迎をして高齢者等を接種をする仕方と、この２通りが恐らく考え

られると思うんですけれども、それを施設ごとに医療機関と調整を

させていただいて、今、健康福祉課のほうがとりまとめをさせてい

ただいてるという段階でございます。以上です。

９番（松浦隆起君）

はい、わかりました。それぞれの施設で健康福祉課と連携を取り

ながらどういった対応をするかということでございますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

今、課長からも送迎という話もありましたが、この高齢者向けの

優先接種で課題となってくるのが、１つが足の確保でございまして、

これは障害者の方も含まれる課題であると思います。１人では接種

になかなか行けない方、また、接種会場への移動手段を持たない方

たちをどう接種へと結びつけていくのかも重要な課題でございます。

送迎バス、また、ぐるぐるバスの利用など、何らかの手立てを考え

る必要があるのではないかというふうに思います。また、自宅から

なかなか出られない、移動できない、そういう方もいらっしゃると

思いますが、こういった方たちへの対応をどう考えておられるのか

お聞きをしたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この接種会場への足の確保という

ことでございますが、これについても大きな課題があるというふう

に認識をしております。特に高齢者の方、それから足が不自由な方

についてはなかなか自力でという方も難しい方もおいでると思いま

す。

現時点で佐川町の接種が始まるのが早くて４月下旬以降になると

いうことで、それまでの間には個別に接種券を送る必要があります。

今のところ、現時点でそういった方々へ対しては、まだ検討中では

ありますけれども、例えばタクシーを使ってですね、タクシーを御

利用、町内のタクシー、それから介護タクシーもありますので、そ

ういったものを使っていただいて、接種の予約をしている医療機関

へ行ってもらう等の対応できないかということで、今検討し始めた

ところでございます。以上でございます。

９番（松浦隆起君）

個別で対応されるということですが、タクシー等で自分で行ける
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方は行けると思いますが、その、介助が必要であるとか、それから

先ほど言いましたように家からなかなか外へ出られない、そういっ

た方はこれからの検討になるのかもわかりませんが、今の時点では

どのように考えておられますか。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。現時点ではまだ細かく検討はこれ

からということでございますが、まずは先ほど言ったタクシーの利

用を、これはタクシー会社の協力が必要になりますけれども、そう

いったところ、それから平日におきましてはぐるぐるバスが走って

おりますので、そういったところを活用していただく、あるいは高

齢者の中でですね、普段、見守りといいますか、訪問等していただ

いておりますが、あったかふれあいセンター、こういったところの

送迎の活用ができないかということで、検討はしてみたいというふ

うに考えてます。

そういったところを全体的に含めてですね、出られない方といい

ますか、そういう方ができるだけ少なくなるように対応していきた

いと考えています。

町長（堀見和道君）

御質問いただきましてありがとうございます。課長の回答に少し

補足をさせていただきますが、日ごろ、介助を必要とされてる方は

できるだけ日ごろの形で介助者についていただいた上で移動、接種

可能な医療機関に、もしくは集団接種の会場においでいただいてワ

クチン接種をうけていただくということがいいのではないかなとい

うふうに思っております。

ただ、家を出られないという方はいらっしゃいますので、その方

には日ごろ、かかりつけ医がいる場合もあると思います。往診をし

た上でワクチン接種をするということも今検討の中には入っており

ますので、ありとあらゆる高齢者、住民の皆様の要望に細かく答え

られるように対策をしていきたいというふうに考えております。以

上です。

９番（松浦隆起君）

はい、今、町長から御答弁いただいたように、この接種はあくま

でも本人が希望する方が接種を受けるわけですが、今、希望される

方が皆さんが受けられるように今町長がそういう答弁をいただきま

したんで、ぜひその方向で、これなかなか人員が多いので、対応す
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る行政側も本当に大変だと思いますが、御尽力いただければと思い

ます。

で、もう１点、確認をさせていただきたいと思いますが、これは、

危機管理という点で想定をしておかなければならないことだと思い

ますので、お聞きをしたいと思います。

副反応等における例えば不測の事態が起きた場合、万が一にでも

発生した場合の対応について、どのような準備をされておられるの

かお聞きをしたいと思います。

３月５日の時点で約４万６千件、４万７千件弱の接種で副反応が

４件程度出ているということでありまして、今朝の時点で言います

と、そのうち３件、アナフィラキシーが出ていると。で、１人の方

は、３人とも投薬をして状態が落ち着いて、１人の方は今、経過観

察で入院をされているというようなこともありましたが、こういう

事態が起こらないとは言えない。で、町長の行政報告や、先ほどの

御答弁でもあったように、接種会場は集団接種会場とそれからそれ

ぞれの医療機関であるということでありますので、おのずと対応は

それぞれの現場に任せられるというふうに思います。それだけに、

こういった事態が起きたときの事前の対応について想定をしておく

必要があると思われますが、この点についてはどのような検討をさ

れているのかお聞きしたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この副反応についての現場での対

応ということになろうかと思います。この点につきましてはまず個

別接種をしていただく医療機関につきましては、副反応の対応の現

場での対応ということについては、今後、情報も共有させていただ

くということにはなりますけれども、基本的にはインフルエンザの

予防接種をしていただいている医療機関になりますので、現場での

対応、例えばアナフィラキシーの反応が出た場合の救急措置という

ものは対応をしていただけるというふうに考えております。

問題なのは集団接種、特別会場での、今かわせみでと考えており

ますが、その体制につきましても、これについては特に高北病院、

高北病院での、会場はかわせみで行いますけれども、形としては高

北病院の巡回の接種をする、で、会場をかわせみで行うという考え

方を今、基本的な考え方をしております。で、その中で、当然必要な

物品、それから経過観察をしていただく看護師さん等の配置、それ
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から応急措置の体制というものをその会場でつくりあげて、対応し

ていくという形をとると考えてます。

あとは、救急搬送が必要になることも可能性としてはあるという

ことで、特に、集団接種をする日程については高吾北消防さんのほ

うに情報提供をさせていただいて、すぐに対応ができるような形の

情報提供もさせていただこうというふうに考えております。以上で

す。

９番（松浦隆起君）

今、課長から答弁いただきましたように、実際は現場の対応とい

うことになりますが、考え得る想定等含めて、事前に医療機関の方、

また、集団接種についても準備をしておくということが必要だと思

います。

この危機管理の点で関連してもうひとつお聞きをしますが、今、

各自治体では、この、特に集団接種に向けて訓練を行っているとい

う自治体が増えてきております。内容としては受付、それから検温・

予診票の記入、そして医師による問診、そして接種、接種済み証の

交付、それから最後に体調に変化がないか 15 分から 30 分の経過観

察を行うというのが一連の流れと聞いております。

で、実際に厚労省と連携をしながらこの訓練を行っている自治体

の例では、受付から接種済み証の交付までの所要時間が一人当たり

約 13 分から 26 分。問診の際に、「腰が痛い」であるとか、「アレル

ギー反応が心配です」といった健康上の相談が長引いて目詰まりが

起きる場面があったということで、問診とは別にこういったさまざ

まな質問に対応する相談コーナーを別に設けておく必要があるので

はないかという課題も見つかったようであります。

また、会場の感染防止対策については、この訓練を行った自治体

では、アクリル板など大がかりな設備は使用せずに窓を開け放ち、

椅子の間隔を 1.5 メートルに保つことで対応し、体温計や椅子、筆

記具などは接種希望者が使い終わる度にスタッフが消毒したという

ことであります。こういったことからも本町においても、特にこの

集団接種の会場における訓練というのが必要になってくると思いま

すが、この点についてはどう御検討されているのかお聞きします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この集団接種の訓練につきまして

は、現時点では高北病院の担当者と図面上でこういう体制をとった
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らいいという話をさせてはいただいております。その中で、先ほど

おっしゃいました、相談コーナーを設けるであるとか、その換気の

仕方、それから消毒の関係いうことも話をさせていただいています。

今後、３月に入りましたので、早いうちに現場でどういう流れにな

っていくかというところは現場でデモをやりながら、再度検証をし

ながら体制を整えていくということを考えております。以上です。

９番（松浦隆起君）

今、図面上で行っていただいておりまして、後にデモを行うとい

うことでございました。まあ、図上訓練と実際に現場で動きを確認

しながらというのは全く違う問題点等も見つかってくる、先ほどの

目詰まりが起きたとかいうこともそうでありますので、実際に接種

をするという想定でシミュレーションをしっかりしていただければ、

当日、特にスタッフの方等も慌てがなくなるというふうに思います

し、円滑な接種につながると思いますので、ぜひよろしくお願いし

ます。

３点目に相談窓口についてお伺いをいたします。全国の自治体で

は、このワクチン接種に向けて、早くからコールセンターや相談窓

口を設置し、住民の皆さんの不安や疑問点等についてお答えする体

制を整えているところが多くございます。

先日、高知市においてもコールセンターが開設をされたという報

道もございました。事前にお聞きをしたところ、相談窓口としての

設置や、専用ダイヤルの開設は考えていないというお話でした。し

かし、今回のワクチン接種は国の一大事業と国家事業とも言われて

いる事業でありまして、言い換えれば本町にとってもこれだけの規

模の接種を行うというのは一大事業と言えると思います。そういっ

た取り組みを行う時には、やはり町民の皆さんの不安・疑問という

のを解消することに努めていくというのが大事な点であるというふ

うに思います。そういった点から、相談窓口の設置というのは、窓

口、それから電話の開設というのは大事な点ではないかと思います

が、ぜひ取り組んでいただきたいと思いますが、御答弁いただきた

いと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この接種に関しましての住民の相

談窓口ということでございますけれども、現時点では佐川町の健康

福祉課の中での電話対応、通常の電話対応という形になっています。
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体制としては兼任ですけれども、私含めて７名の体制を組んで対応

しておりますけれども、今後、さまざまな情報が流れていく中で、

住民の方々の相談も増えていくだろうというふうに思います。

それから、予約が始まりますと、当然、予約に関する相談という

ものについては市町村が受けなければならないと考えておりますの

で、これについては専用のダイヤルをですね、早ければ３月下旬、

少し遅くなっても４月の初めには設置をさせていただいた上で、専

用ダイヤルを構えて相談体制にあたっていくと。それからその職員

以外にも専用の会計年度任用職員を雇うなどして対応をするという

ことでも今のところ考えております。以上です。

９番（松浦隆起君）

はい、その会計年度任用職員さんを雇ってというのはそれは窓口

を構えるという意味ですか。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。この会計年度任用職員については

窓口プラス、あとワクチン接種のさまざまな業務もありますので、

それに対応していただく予定でございます。

９番（松浦隆起君）

はい、専用ダイヤル、またその窓口等主な事務をしていただける

ということですので、よろしくお願いをしたいと思います。

で、先ほど課長からも予約ということがありましたが、４点目に

その予約体制についてお伺いしたいと思います。

冒頭でも申し上げましたが、今回のワクチン接種については事前

にインターネットや電話で予約をし、接種を受けるという形になっ

ております。ここで、各自治体で懸念されていることは、予約の電

話等が集中したときに対応しきれないという点であります。こうい

ったことを受けて、コールセンターを開設する自治体も多く出てき

ております。また、ＬＩＮＥで予約を受け付けるシステム構築を準

備している自治体も増えてきております。ＬＩＮＥで予約を受け付

け、各医療機関で接種を受けるというシステムを構築を目指してい

るようであります。ですから、個別に予約をするのではなくて、一

括で予約を受けて、それを各医療機関それぞれ予約を受けたところ

へ連携をとっていくというシステムで行うということのようであり

ます。

今回のワクチン接種の事業は、本町でも今まで経験したことのな
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い規模のものであります。そういった点からもこの不測の事態を十

分に想定したうえで、あらゆる準備、周到な準備を行っておく事が

重要だと思います。本町においては、この１月から公式のＬＩＮＥ

アカウントも開設をしたところでありますので、このアカウントを

活用し、予約システムを構築することもひとつの方法だと思います。

準備をしている多くの自治体ではインターネットを利用した予約体

制をとっているようであります。

このインターネットやＬＩＮＥの場合は電話の受付と違って聞き

間違え、写し間違え、記入間違えというのがないというところが大

事な点でありまして、そういった理由でインターネット等を利用す

るところが増えてきてるということでございます。

以上を踏まえた上で、本町においてはどういった予約体制をとっ

ていくのか、お聞きをしたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。佐川町におけます予約の体制につ

きましては現時点では個別接種、医療機関への個別接種につきまし

ては、それぞれの医療機関さんに直接電話、もしくは診療されたと

きの直接窓口で予約をしていただくということを考えております。

で、集団接種につきましては健康福祉センターかわせみで先ほど申

しました専用ダイヤルにかけていただく、もしくは代表に、かわせ

みの代表にかけていただくという形で考えております。以上でござ

います。

９番（松浦隆起君）

ワクチンが届く時期、それから届き方にもよると思いますが、こ

の電話予約、ウェブじゃない、この専用ダイヤルの回線を何回線考

えておられるのか。集中するとなかなかつながらないっていう事情

が、そういう点が電話であると、それから聞き間違えというデメリ

ットもあると思いますが、このインターネット等を活用するという

のは非常に利点があると思いますが、その電話、どのぐらいの回線

数を考えておられるのか、もう一度お聞きしたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えさせていただきます。現時点での専用ダイヤルの回線は２

回線を予定をしております。以上です。

９番（松浦隆起君）

ま、電話の予約で２回線で対応ということですが、これ非常に個
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人的には懸念をします。やはり、それには人がついて対応をしなけ

ればならない。インターネット等、ＬＩＮＥ等で、当然受付ってい

うのは処理はしないといけませんが、一方的に向こうから入って来

るわけで、それを振り分けていける、文書で届くわけですから、イ

ンターネットの中で。ですから、人員の点であるとか、時間的なこ

とであるとか考えると、そういった点も再度検討する必要があるの

ではないかなというふうには思いますが、検討の余地はあるかない

か、お答えしてもらいたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。現時点ではですね、インターネッ

トあるいはＬＩＮＥを活用しての予約を直接受けるということは考

えておりません。以上です。

９番（松浦隆起君）

まあ、考えていないということですので、しっかり電話で対応し

ていただければと思いますが、高齢者の方の優先接種の場合はそん

なにこのインターネットやＬＩＮＥというのは逆に少ないかもしれ

ませんが、現役世代になってきた場合に、こういったもので予約を

すると。また、まあ大事なワクチンですから気軽にという言い方は

おかしいかもわかりませんが、そんなにわざわざ電話してという重

い感じじゃなくて、スマートフォン等で予約をできるということで

接種率を上げていくという考え方もできるのではないかというふう

に思いますので、わかりましたとは言いませんので、再度検討をし

ていただければと、総合的に判断していただいてと思いますので、

よろしくお願いします。

５点目にワクチンの管理についてお聞きをしたいと思います。

ファイザー製のこのワクチンは零下 75 度で保管する必要がある

と言われておりまして、政府が超低温冷凍庫約１万台の確保にめど

をつけたということであります。本町においても、この低温冷凍庫

が必要になると思いますが、何台確保する、設置する予定になって

いるのかお聞きしたいと思います。

また、各医療機関、６つの医療機関ということでしたが、集団接

種会場、それらへの運搬、それから管理が１バイアルいくらという

ことで、それは予約と関連してくると思いますが、そういう運搬方

法でありますとか、管理をどういうふうに行っていくのかお聞きし

たいと思います。
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健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えさせていただきます。今、承認をされておりますファイザ

ー社製のワクチンにつきましては、零下 75 度前後での超低温の管理

が必要ということで、これについては国から、超低温冷凍庫ディー

プフリーザーといわれるものが国から無償譲渡、市町村に無償譲渡

をされるという形になってます。

佐川町におきましては今確保する予定の台数としては１台が高北

病院に設置をする予定です。これは３月中に設置をされる予定にな

ってます。で、もう１台ありまして、２台目については確保する予

定にはなっておりますけれども、この接種の状況に応じてどこに設

置をしていくかと。もしくはこの１台で足りる場合は２台目は必要

ないかなというふうには考えておりますけれども、これは状況に応

じて今後検討していくという形になります。

このワクチンの管理の方法でありますけれども、この流通の単価

が１箱、バイアル数にしますと 195 やったと思いますけれど、１バ

イアルあたり今のところ普通の注射器でいきますと５回接種をする

という形になっておりますので、約１千回分となります。で、ひと

つのバイアル、瓶といいますか、それに入っているのが５回分とい

うことになりますので、それを解凍するとですね、その日のうちに

接種を行う必要があって、いうことになります。で、そういうこと

も含めて、例えば個別の病院のほうには予約の仕方、５回単位での

予約を受け付ける。５の倍数で予約を受け付けるというふうな話を

させていただいてますけれども、その高北病院に国から譲与された

ディープフリーザーがありますが、そこへは国から直接１箱、冷凍

状態に入ったワクチンが１千回分が来ます。それをまず高北病院が

受け取った中で、それぞれの各医療機関、これはサテライト施設と

いうふうに呼んでますけれども、町内では６つ、高北病院以外では

５つの病院、それから集団接種会場としてはかわせみがあるので、

それを含めてになりますけど、そこへの配送については一定、例え

ばですけども、１週間に１回、配送をしていく。何回もなかなか開

けられないというような条件があるようで、そういった回数を定め

て各医療機関へ配送する仕組みが必要になってきます。

その配送をするときにも取り扱いにはなかなか注意がいってです

ね、当然その冷凍状態を保つということもありますが、振動に弱い

という話もありえますので、ここ佐川町においては配送業者に委託
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をする形で契約を結んで定期的に各医療機関のほうに配送していた

だくということで今協議を進めております。そういった形で配送シ

ステムといいますか、配送の仕組みを佐川町では取りたいというふ

うに考えております。以上です。

９番（松浦隆起君）

はい。このワクチンは先ほど課長から答弁があったように冷凍で

の保管ということなので、その１バイアルの５回分を時間がたって

無駄になるということになってもだめですから、非常に難しい管理

になってくると思いますが、今お聞きしますと業者の方に、ですか

ら委託をして行うと。で、接種の日を決めて、その日に各施設に同

じ日にまわるということになりますか。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えさせていただきます。このワクチンの管理についてはです

ね、そのディープフリーザーから取り出して冷凍状態で配送して、

医療機関、各医療機関には超冷凍ではないですけども、冷凍状態で

保存をするということになりますと、最長 10 日間保存が可能という

かたちの取り扱いに今現時点ではなっております。

当然、溶解して、液を溶かすとその日のうちに、接種して、溶かし

て瓶を開けますとその日のうちに接種をしなければならないんです

けれども、例えば 10 日間保存が必要ということであれば、１週間単

位、もしくはもう少し定期的に、毎日配送するという必要はなくな

るというふうに考えております。以上です。

９番（松浦隆起君）

はい、わかりました。そのあたりしっかり医療機関と連携をとっ

ていただけるものだと思いますので、お願いしたいと思います。

それでは、次に６点目にワクチン接種の記録についてお伺いをし

たいと思います。

今回の接種にとどまらず、現行においても予防接種台帳というも

ので各種予防接種は管理されているものと思われます。当然、今回

のワクチン接種についても、そういった台帳によって管理をするも

のだと思いますが、一方で、今回、国が懸念をしているのは、従来の

予防接種台帳に入力という手法ではデータ化するまでに二、三カ月

かかると。そうなれば複数回接種のタイミングに対する住民からの

問い合わせ、それから転居してきた住民への対応が困難になるので

はないかというものであります。そこで、国は「ワクチン接種記録
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システム」というものを構築し、タブレットを貸し出しをして、そ

れを活用して全国で展開する意向を示しております。これは接種状

況を迅速に把握することを目的とするもので、５日付で「ワクチン

接種記録システムへのご協力のお願い」と題する文書が各自治体へ

送付される予定だと聞いておりましたが、事前に課長にお聞きしま

すと、まだ、その文書届いていないということでありました。

この記録システムの導入に際しての費用として、ワクチン接種体

制確保事業補助金というものに 100 万円を上乗せをし、入力作業に

係る人件費については、別途、令和３年度予算で対応するというふ

うに予定をしているようであります。４月 12 日からの高齢者の接種

会場から実運用開始を目指しているとのことで、こういった国の動

きを踏まえた上で、自治体によっては独自のシステムで対応しよう

としているところもあるようですが、基本的に国は統一した形で全

国の自治体にお願いしたいということですが、本町ではこの点につ

いてこの導入も含めてどういった形で管理をしていくのかお聞きし

たいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。このワクチンの接種記録システム

につきましては、従前は各市町村が独自で接種、予防接種の記録シ

ステムとして登録をしているものを、佐川町としてはこういう国の

動きが出る前ですけれども、独自の予防接種システムを改修をして、

このワクチン、コロナワクチンの接種にも対応できるように改修を

しております。

ただ、国のほうからはその後、先ほどもおっしゃいましたように

国の全国的な統一的な管理が必要であると。特に２回接種、それが

短期間、３週間程度で２回を接種せないかんという中で、それぞれ

の自治体がバラバラのシステムを組んでいては国全体といいますか、

例えば転出の方であるとか、そういう方の情報がタイムリーに出せ

ないという問題があって、このシステムを構築をするという考え方

になってると思います。

で、佐川町におきましてはこの５日付の文書、まだ、私ちょっと

目にしておりませんけれども、事前に調査がございまして、このワ

クチンシステムを構築するにあたって、それぞれの自治体が保有し

ている住民記録台帳システム、それから予防接種台帳システム、こ

れの情報の取り出しが可能かどうか、この国のワクチンのシステム
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へ入れ込むには住民の基本的な情報等が必要になってきますので、

そういう抜き出し作業ができるかどうかという調査がありました。

で、佐川町としては今その基幹システムとしてＲＫＫシステムとい

うのを入れてますけれども、それの情報を抜き出すということは可

能ではあります。ただ、費用がかかりますので、そういった費用は

かかりますけれども、対応はできるということでお答えをしてます

けれど。

あと、今後の運用に関しましては具体的に概要の説明はあってお

りますけれども、具体にどういう作業が必要になってくる、先ほど

おっしゃいましたそのタブレットを接種会場に配付をして接種券が

そのバーコード付きの接種券を読み込んで、その記録システムに入

力といいますか、そういう作業が必要であるとかいうこともありま

す。ただ、その流れがどういったことになるのかっていうのが今週

説明会があるようですので、そういう説明会を通じた上で佐川町と

してはこれを導入するということになれば、それに対応していくと。

まあ、基本的にはですね、導入ができればいいというふうには考え

ておりますが、ちょっと具体の説明を待ってからという形にしたい

と思います。以上です。

９番（松浦隆起君）

そしたらまあ、基本的にはこの国の接種記録システムを導入して

ということの理解でいいですかね。まあ、独自のそれぞれ市町村の

ところからデータ等の移行についても費用の負担等も国は検討して

いるようでありますので、先ほど課長からもありましたが、ただ、

この非常にスケジュール的に、今週説明会があって、３月下旬にタ

ブレットの端末の配付を予定していると。で、４月５日までに初回

登録もできるだけしてもらうということで、現場の方が非常にこれ

から大変になるのではないかと思います。で、ここでこういうワク

チンの接種記録システムの導入ということを言うのは簡単ですが、

実際にこれから現場で行う職員の方を考えると本当に大変な、また、

動かしてみて、タブレットが動かないであるとか、つながらないで

あるとかいろんな問題が出てくると思いますので、そういう場合は

遠慮なく県や国等を突き上げていただければと思いますので、また、

何かあれば言っていただいたら、またつないでいきたいと思います。

それでは最後に７点目として情報発信についてお伺いをいたしま

す。
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今、１番求められているのがこの正確な情報発信であると言えま

す。今日、るる細かくお聞きをしたのは、ある意味、ここでお聞きを

してそういう情報を発信をすることができるという点もあって、課

長には少し大変であったかも分かりませんが、細かくお聞きをさせ

ていただきました。

連日、新聞やテレビの報道等でこのワクチンについてさまざま報

道されておりますが、しかし、いつからワクチン接種が始まるのか。

大体ワクチンがどれぐらい、いつ届くのかということが国でさえ今

手探りの状態で、現役世代がいつになるのかということもまだ全く

見えてない状態でありますので、手探り状態と言えると思います。

ただ、私のもとにも少しずつ、「佐川町ではいつごろになるろう」

「自分らあはいつごろ接種ができるろう」というような問い合わせ

も来始めておりまして、その意味からも現段階で分かっている情報、

それから本町におけるワクチン接種の全体的な、細かい、いつから

というのはあれですが、全体的なスケジュール感についての情報発

信というのは、一度、このタイミングで行うべきではないかなとい

うふうに思います。町民の不安を払拭し、円滑なワクチン接種を実

施するためにも大事な視点であると思いますので、町広報やＬＩＮ

Ｅなどを通じて情報の発信を行うべきと思いますが、お考えをお伺

いしたいと思います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

住民への広報、周知につきましては、広報におきましてはこの４

月に概要、接種の佐川町の概要を載せるように今考えてます。で、

５月号においては具体的にもう少し接種のスケジュール等々その時

点で確定しておれば、掲載をすると。ただ、どうしても広報誌にお

きましてはタイムリー性がなかなか欠けるということがありますの

で、あわせてホームページはもちろんですけれども、町の公式のＬ

ＩＮＥ、これを通じての通知をさせていただきます。

それから、接種が近づきますと当然予約の方法であるとかですね、

どういった副反応であるとかいうことも心配があると思いますので、

可能な限り、３月４月にはいろいろ団体とか集会でありますとか、

そういったものがございますので、そういったところを活用させて

いただいて、直接住民の方々への説明もできる限りさせていただき

たいと考えてます。以上です。

９番（松浦隆起君）
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わかりました。ぜひ、広く周知をしていただければと思います。

今の状態は先ほども言いましたが、本当に先の見えない、なかな

かどう、いつどういうふうにワクチンが届くのかということが見え

ない中を走りながら考えていくという、その中で行動していくとい

うことで、職員の皆さんにとっては本当に大変な労力を要する事業

であると思います。この議場で私が言ってるようなことが、現場で

は通用しないことはたくさんあると思いますので、まさにこの事業

は町民の命を守る一大事業でありまして、職員の皆さんには大変な

ご苦労をおかけをすると思いますが、町民の命を守るために、ぜひ

この大きな山を乗り越えていただきたいということを、これは、お

願いを職員の方にしまして、この質問は終わらせていただきたいと

思います。

２点目に、ごみ出し支援の取り組みについてお伺いいたします。

この質問につきましては、一昨年の６月定例会、昨年の３月定例

会においてお聞きをしております。ごみ出し支援について簡単に申

し上げますと、ごみ出しが困難な高齢の方、障害者の方のお宅まで

伺い、戸別に収集するというものです。

昨年３月定例会において、担当課長より、「自治体を単位とした地

域内での共助を基本とした取り組みをモデル的に行うことを目指し、

令和２年度中にモデル事業としてスタートができるよう取り組んで

まいりたい」という答弁をいただいておりました。その後、年度途

中からではありましたが、事業をスタートしていただきました。

そこで、まず担当課長にお聞きをしたいと思いますが、年度途中

からではありますが、今年度の実施の実績とごみ出し支援事業の概

要を改めてお示しいただければと思います。

町民課長（和田強君）

松浦議員の御質問にお答えさせていただきます。まず、ごみ出し

支援事業の概要についてでございますけども、これにつきましては、

ごみの、ごみ出しが困難になっている高齢者等の世帯について、自

治会の中で協力員を構えていただいて、その協力員の方に玄関先か

らゴミステーションまでのごみ出しを支援していただくと。

で、それをしていただくことでその協力金として自治会のほうに

ひと月あたりひとりあたり千円を支給するというものでございます

が、目的としましては、このごみ出し支援を通じまして、自治会間

の住民間のつながりを醸成していただくということを大きな目的と



96

しまして、事業を展開しております。で、昨年度、年度途中からには

なりますけども、この制度につきまして、自治会長さん宛てに文書

をお送りしまして、御案内させていただいたんですけども、問い合

わせ等は何自治体かございましたけども、現在のところ、残念なが

ら取り組みを行っていただいている自治体というのはない状態であ

ります。以上です。

９番（松浦隆起君）

はい、今概要をお示しをいただきましたが、各自治会で協力員の

方を協力していただいて、協力金を自治会に支払いをするというこ

とのようであります。

一昨年、最初、質問した折にお聞きをしたときに、町長からは「ま

ず基本となる部分で自助があって、お互い様の共助があって、共助

でもできない部分をしっかり公助する、役場として役割を果たす。

そういうことが大切だというふうに思っております。」という答弁を

いただきました。で、それを受ける形で３月定例会では課長から地

域全体の取り組みとして位置づけ、考えるべきとの指示も受けてお

りますという答弁をいただいておりまして、今、課長から御答弁い

ただきましたように自治会の中で支援を行い、役場から自治会に支

援の費用として、協力金として支給するという仕組みになっており

ます。

私は、この町長と課長の基本的な考え方自体を否定をするつもり

もありませんし、これは大切な、まちづくりにとって、視点である

というふうには思っております。ただ、残念ながら、今、地域の実情

というのは少し違っているというふうに思っておりまして、ある意

味その答えが先ほど課長からいただいたように実績が今のところな

いと。ゼロという結果にあらわれているのではないかなというふう

に思います。当初課長から、この事業を始めるにあたって、事前に

報告をいただきました。その折に、この仕組みでは利用がしにくい

し、各地域の現状に合っていないので成功するとは思えないと、個

人的にはこれはもう賛成できないという意見を言わせていただいて

おりました。ただ、その時点でもう自治会長会への説明が終わった

後での御報告でしたので、それでスタートするしかないという状態

でありました。

で、昨年、この事業を始めていただいて以降、いろんな方からこ

の事業についての問い合わせや御意見を伺いました。どの方も、「い
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い事業を町長は始めてくれたね」と「町はいい事業をスタートして

いただいた」という御評価をいただいておりました。ただ、どうし

たらそういうふうにごみを集めてもらえるのということについて、

今、課長からお答えいただいた仕組みをお話をすると、ほとんどの

方が二の足を踏まれます。その要因はこの高齢化が進む各自治会の

現状の中で、支援をし合うという仕組みがなかなか難しいという点

でありました。現役世代の方は仕事がありますから、なかなかこの

ごみを集めるっていう協力はできないという中で、また、自治会の

方同士なので気を使って頼みにくいという声もございました。そし

て、自治会に加入していない方はどう支援するのかという課題もご

ざいます。

先ほども申し上げましたが、この自助共助公助という考え方自体

は必要なものであります。しかし、各地域の実情が高齢化によって

自助共助したくてもできない状態になりつつあるという現状を、執

行部の方は理解をすることも必要であると思いますし、その中でど

う行政サービスを充実させていくのかということが大事な点である

というふうに思います。

数年前から建設課の方に要望したりいろんな場面で私は職員の方

にお話をしてきましたが、自分の地域の側溝の水を上げることさえ

もなかなかできなくなっている地域もある。高齢化をしてきて材料

を支給するので地元でしていただければと。その地元がなかなかで

きない、マンパワーになってきつつあるので、そこを行政が今後ど

うするのかを今から考えておく必要があるんじゃないろうかねとい

う話は何度かさせていただいたことがあります。ぜひ、こういった

点を御理解をいただいて、検討していただきたいと思います。

で、これは大事な取り組みとしてせっかく町長初め担当課長がこ

の事業の実施を決めていただきましたから、ぜひ実効性のある事業

にしていただきたいと思います。そういった点からも、私が最初か

ら申し上げているように、行政が業者等に委託をして、ある意味直

接実施するということに変えていくべきだというふうに思っており

ます。

先日、高知新聞にいの町が家庭ごみを集積所まで持ち出せない高

齢者らに、令和３年度から週１回訪問して収集するととの記事が出

ておりました。いの町に公明党の同僚議員がおりますので、資料を

少しいただきましたが、その資料によりますと、この４月から高齢
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者等ごみ出し支援事業「ふれあい収集」として、ごみ出し支援を開

始をするということであります。支援の内容としては集積所までご

みを持っていくことが困難な方で、いの町の場合は原則、要介護、

または要支援の認定を受けている、または身体障害者手帳等の交付

を受けている方のみの世帯が対象のようであります。これはこれで

少し検討しなければいけない部分があるのではないかなと、本町で

例えば行うとすれば、っていうふうに感じてお聞きをしましたが、

で、事前に利用申請書を出していただいて、週１回玄関口に置かれ

たふた付きのごみ箱、ペールの中のごみを収集するようです。で、

このごみ収集はいの町の場合は業者の方に委託するのではなくて、

職員の方が手分けをして自ら行うと。いの町内、それから吾北、そ

の３つの地域で支所の職員も含めて自分たちで手分けをして行うと

いうことのようであります。

また、ごみが出ていない場合は、声がけや緊急連絡先への通知な

ど、見守りにも活用するということのようでありまして、先日、い

の町の議会の町長の行政報告において、この点について詳しく説明

があって、実際に申請書等ももうできあがって準備をしているとい

う段階のようであります。

ぜひ、このいの町の取り組みも参考にしていただいて、事業の中

身を見直して、この行政側が収集をする、まあ、いの町のように直

接は、まあいの町よく決断したなと思いますが、職員の方がするな

り、委託をするなり、行政側が公助という形でその仕組みに変えて

いただきたいと思いますが、この点についてお考えをお伺いしたい

と思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。先ほどのワクチン接種の業務

につきましては職員に本当に配慮をいただいた言葉、いただきまし

て本当にありがとうございました。

松浦議員の質問にお答えさせていただきます。松浦議員おっしゃ

いますように自治会の中には、本当に人数も少なくて少し距離も離

れてて、とても自治会内での助けあいができないという自治会があ

るということは認識をしておりまして、そういう自治会から相談が

あった場合には、公助という視点で、いろんな団体にお願いをして、

委託をして対応していただくということも考えております。

ただ、松浦議員おっしゃいますように町から住民の皆さんに対し
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て、また、自治会に対して、やはり周知が十分できていないという

ところを反省をしております。やはり、ごみ出し支援お願いをした

いと言ってもなかなかやっぱり頼みづらいとかですね、自治会と支

援をしていただきたい人をどういうふうに結びつけるかという部分

も自治会に任せるのだけではなくてですね、町としてもしっかりと

声を拾い上げて自治会につなげるということもしていかなければい

けないと。これは今年の大いなる反省でございますので、そこはし

っかりと対応していきたいというふうに思っております。

松浦議員おっしゃいますように、まずは町としましては、今進め

ている制度をベースとしながら柔軟に今後対応を進めていきたいと

いうふうに思っております。ただ、今町が決めた制度はですね、な

かなか浸透していくまでには時間のかかる制度でありまして、やは

り徹底をして周知をして、繰り返し繰り返しお伝えをして、広げて

いくということが大事かなというふうに思っています。

佐川町がこの制度をつくるにあたって、新潟市、あとその他もう

一つ事例を参考にさせていただきました。新潟市の取り組みは大変

今すばらしい取り組みになっているんではないかなというふうに思

っています。じわじわ協力員も増えていって、地域で支えあう、ご

み出し支援という形にもなっております。その中で、中学生がごみ

出し支援に関わってくれるようになって、すごくいい形になってい

ると。ＰＴＡも理解をしていただいて、子供たちにも協力をしてい

ただいて、お互い様で助け合う、そういうまちづくりが少しずつで

きているという話も聞いております。町としましてはチーム佐川と

いう言葉をずっと投げかけ続けてですね、皆さんでお互い様で支え

あおうと、助け合おうと。福祉のほうも我が事・丸ごとみんなで福

祉を支えあおうという方針にもなってますので、なかなか人にお願

いをする、手伝って言うのは言いづらいっていうこともよく分かり

ますが、そういうのが言いやすいような町、言いやすいような地域

に少しずつなっていってくれたらいいなという思いも込めて、この

制度の周知、この制度が行き渡るようにしっかりと努力をしていき

たい。その中で、松浦議員おっしゃいますように柔軟な対応はあわ

せて考えていきたいというふうに思っております。以上です。

９番（松浦隆起君）

この仕組みが行き渡るには時間がかかるというお話もありました

が、高齢者にとってはその時間がないんですね。行き渡るほど。で、
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自治会の中で対応できないところは支援をしますよというスタンス

であれば、全てそういう形で行っていくべきだと私は思います。で、

この実績がゼロというのは単純なこの時間の中でなかなかできない

というだけではなくて、町長が言われたように周知が、自治会長だ

けにお手紙が行って、町民に広く行き渡っていない。これを町長が

言われる部分も当てはまると思いますが、本当に必要な方を支援を

してくということの視点で考えれば、当然、健康福祉課とも連携を

しながら、民生委員さんとの協力をいただきながら申請をしていた

だく、協力をしていただく。困ってる人をサーチを当てながら探し

出していくっていう作業も当然出てくると思います。そういったこ

とも理由にはあると思いますが、やはり根本にはなかなか自治会の

中で自治会長にはお手紙を出して、自治会長からそういう形の動き

が積極的にないということは、なかなかそういうことができる状態

に、全てとは言いませんが、当てはまる自治会が多いのではないか

というふうに思います。町長が言われることはそれは非常に理想で

あります。そうあればいいです。だけど、今現状はそうではないと

いうことも、やはりしっかり見つめて、私は施策を打つべきだと思

います。

この仕組みが浸透するまでに時間がかかっている間に困っている

高齢者の方はそのままなわけです。で、最初から課長にも私はお話

をしてましたが、自治会でできないところはあったかであるとかそ

れから集落活動センターであるとか、そういった外部のところに委

託すると、それは分かりにくいと。じゃあ、それをどういうふうに

線引きをしていくのであるとか、それから各自治会が、いや、それ

は自治会の中では厳しいからうちもやってよということが、例えば

多くの、半数以上のとこから出てくると当然そういう仕組みに変え

たほうがいいわけで、で、最初から全体的にそういう仕組みに変え

ることを私は検討していくべきだと思います。町長の言われること

はよく理解できます。否定するつもりはありませんが、現状は違う

ということをよく見ていただきたいと思います。

それぞれ、中にはできる自治会があるかもわかりません。だけど

も、平均してみると本当に高齢化が進んで、高齢者の方が引きずり

ながらごみを持っていっているという現状があるわけです。それを

例えば、私の地元で考えると、本当に高齢化率が上がってきて、じ

ゃあ高齢者の方が高齢者のごみを持って行けるかというと、それは
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難しい実態があるわけです。それをいちいち拾い上げるのではなく

て、しっかり仕組みをつくって、幅広く町民の方にお知らせをして、

健康福祉課と連携をとって、このいの町のような最初からこういう

仕組みで走り出すほうが、早く困っている方を助けてあげることが

できるというふうに思いますので、再度、もう一度検討していただ

きたいということを申し上げます。答弁はいりません。もう一度検

討してください。今すぐ答弁があっても、多分同じような答弁を町

長からまた説得するような答弁が出てくると思いますので、答弁は

求めませんので、これは変えていただくまで私は質問します。この

仕組みでは高齢者の方がごみ出しに困っておりますから、その点を

できれば朝、ずっと町長に各地域を回って見ていただくとか、そう

いう現状を見ていただいた上で、判断をしていただきたいと思いま

す。

それでは、３点目に自治会等への情報発信についてお伺いをした

いと思います。

今、佐川町では第５次佐川町総合計画の「チームさかわ、まじめ

に、おもしろく。」というビジョンのもと、まちづくりが進められて

おります。そのまちづくりの中で、自助共助の中心的な役割を担っ

ていただいているのが、まさに先ほども出ておりましたが、自治会

の皆さんであります。各地域において自治会の皆さんが自らの地域

の向上に向けて、さまざまと取り組んでいただいております。私も、

日ごろ、各地域の方から多くの御要望や御相談をいただきます。そ

ういった中で感じていることは、町が行っている補助事業というも

のを知らない地域の方が多くいらっしゃるということであります。

今、町には防犯灯設置に対する補助金や、今年度年度途中からであ

りますが、始めていただきましたごみ集積所の改修に対する補助金、

また、建設課等のがんばる補助事業、自主防災組織に対するもの、

コミュニティーの公民館等への補助など、数多くございます。こう

いった町の補助金事業を各地域の自治会の方に広く知っていただく

ことで、さらに町づくりが進んでいくものと考えております。

そこで、こういった自治会が行う事業への補助金の一覧や自治会

運営に関する情報などを、小冊子や一覧表にして各自治会に配布を

してはどうかと考えております。

県内でもこういった性格のものを配布をしている自治体がござい

まして、土佐市では地域における防災やコミュニティー活動を推進



102

する対策の一貫として、各自治会が使える補助金事業の一覧表を作

成し、広報とともに配布をしております。土佐市においても自治会

関連の補助金が、防犯灯の設置やゴミステーション、集会所の改修、

コミュニティーの活性化、自主防災活動などへのものがあり、自治

会に加入していない市民が多い実態を踏まえ、災害発生時の地域防

災力を高める観点などから、自治会の活性化に役立つ補助金事業の

一覧を作成し、配布することに決めたようであります。

ぜひ、本町においても、こういったものを作成し、配布をしてい

ただければと思っております。

あわせて、付け加えて申し上げれば、自治会長に向けた自治会運

営のハンドブック的な性格も持ち合わせたものをつくっていただけ

ればとも思っております。自治会によっては毎年会長が変わってい

る自治会もございまして、そういった点からも、各自治会で共通し

て行う事や、自治会長にしていただく手続き等も合わせて記載する

ことで、自治会活動を支援することにもつながるというふうに思い

ます。

ぜひ、チーム佐川のまちづくりに向けて取り組んでいただければ

と思いますが、以上についてお考えをお伺いいたします。

チーム佐川推進課長（田村正和君）

松浦議員の御質問にお答えをさせていただきます。松浦議員おっ

しゃられたとおり、いろんな情報を皆さんにお知らせするというこ

とは非常に重要なことであろうと思っております。役場としまして

は、毎年度、当初、年度当初に自治会と町政報告会をしてございま

す。これまでは、職員配置表、４月ですので職員配置表でありまし

たり、当初予算の説明資料など、それから各事業で注目をしてもら

いたいところなどを、自治会それから自治会さんのほうにお願いを

したいところなどを資料として配布をしておりました。で、町政報

告会、年度当初にやってございますけども、住民の皆さんにとって、

役立つ情報を役場から発信できる重要な機会だと考えております。

今回、御提案いただきました補助金の一覧表、配布するという取

り組みは意義のあるものだと考えております。そういうことですの

で、今後、各課に補助金の調査を協力を要請をして作成をしたいと

考えております。松浦議員からもございましたけれども、土佐市の

ほうにも聞き取りをいたしました。土佐市のほうは既に自治会のほ

うに配布をしているということですので、その補助金の一覧表、実
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際につくっている一覧表も資料としていただいておりますので、こ

の資料を参考にまずは取り組みを始めたいと考えております。

予定につきましては、年度明け、４月に、４月の末ですけども、町

政報告会と自治会長会総会ございますので、これまで配布をしてき

ました資料も含めてですね、提案をいただきました一覧表、これも

準備をしたいと考えております。それから自治会に対してお願い、

ハンドブックということもございましたけども、これについては今

後、検討もせないかんですけんど、各自治会長の皆さんに可能な範

囲で活性化も支援を継続してまいりたいと考えております。以上で

ございます。

９番（松浦隆起君）

早速取り組んでいただけるということで、まずはその一覧表から

スタートしていただいて、自治会の活動というのがまちづくりにお

いても非常に大きなものでありますし、協力していただけるような

体制をとっていくことも必要でありますので、よろしくお願いした

いと思います。

今日、るる、３点に渡り質問させていただきましたが、できるも

のはしっかりと早期に対応いただきながら、取り組んでいただきた

いことをお願いをしまして、質問を終わらせていただきます。あり

がとうございました。

議長（岡村統正君）

以上で、９番、松浦隆起君の一般質問を終わります。

ここで、10 時 45 分まで休憩します。

休憩 午前 10 時 35 分

再開 午前 10 時 45 分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、３番、西森勝仁君の発言を許します。

３番（西森勝仁君）

おはようございます。３番、西森勝仁です。通告に従いまして一

般質問を行います。

私はなぜかときどき町民から予想もしないことを聞かれて戸惑う

ことも多々あるわけでありますが、今回もあるところで「西森さん
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よ、ちょっと前のことやけんど、議会懇談会で議員の給料を上げる

という話がありよったが、あれはどうなったがよ、上がったかよ」

と、まあ、こういうことでありました。私は「まあ、まだそのままで

すけんど」と言うと「まあ、今の議員は昔の議員と違うき、家族が生

活できるばあの給料は払うちゃってもえいと思うけんど、けんどぜ

よ、どうも見てみゆに、町長もそうじゃけんど議会言うたちなんぜ

よ。まあ言うたら酢のきかん寿司飯のようなもんじゃないかよ」と、

こういうようなことでありまして。私は一瞬どきっとして戸惑った

ことでしたが、町長、この人の言った言葉の意味、こういうのはち

ょっとわかりますか。また、どういうふうに解釈をされるのかお尋

ねをしてみたいと思います。

町長（堀見和道君）

難しい質問をいただきましてありがとうございます。全くわかり

ません。

３番（西森勝仁君）

まあ、古い言葉であろうかと思いますけど、私も一瞬、まあ私も

若いですので、戸惑ったわけでありますが、これ、町長難しい、私も

ちょっと一瞬どまくれたわけですけど、この人が言うにはですね、

その雰囲気からして、議会いうてもほんの茶番劇のようなもんじゃ

ないかよと、まあこういうふうな感じでありました。これはね、私

の町民の大変厳しい重い意見だと思うわけであります。「町長も議員

ももっと責任をもってしっかり議論してやれ」こういうことの意思

であります。こうした声が町長の耳にも届いているかと思っていま

したら、まあ、難しいことやしわからん。届いていないようであり

ます。

そして、この人は別れ際にこう言ったわけでありますが、「議会が

しっかり仕事をしてくれたら私はなんぼ給料上げてもえいと思うが

よ」とこう言って去っていきました。この人がどこの誰だったか、

顔には見覚えがあるようなものの、どこの誰だったかわかりません。

しかし、言われたことはしっかりと受け止めなければならないと思

っています。

そして、今議会に上程されております議案にしても、予算案にし

ても、大変重要な案件がたくさんあります。しっかり審議しなけれ

ばこの人が言うように住民の不信が募るばかりであります。

それでは、一般質問に入りますが、これも非常に町長にとっては
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耳の痛い話であろうかと思いますが、恐縮ですけれども、町民いわ

く、「町長は町政を公私混同、あるいは私物化しやせんかよ」とこう

いうことでありますが、町長にはこうした声が届いていないのか、

まずお尋ねします。

町長（堀見和道君）

はい。お答えさせていただきます。全く届いておりません。以上

です。

３番（西森勝仁君）

全く届いていないと。その気もないよというような答弁でありま

すが、それはそれとして、町長の２期目も間もなく終わろうとして

いるところでありますが、こんな言いにくいことを耳に入れるよう

な者が周囲にはいない、いなくなっているんじゃないかとこういう

ふうに思うところであります。

私が平成 31 年３月議会でも町長が裸の王様になったらいかんぜ

よと。そして、職員もそんたくしすぎて茶坊主の館になったらいか

んぜよとこういうふうに忠告をしてきたところがあります。

また、昨年の 12 月議会でも坂本議員が、「嫌口を言ってくれる人

を大切にできる町長になれば、町政はずっとよくなると思います」

とこういうふうに言っていますが、まさにそのとおりだと思います。

まあ、全く耳にはいらんなったとこういうことのようでありますが、

今、話しましたこの私物化、公私混同、このことを具体的に言いま

すと、昨年の広報９月号に掲載したチーム佐川監督メッセージ、ナ

ンバー68、このことであります。まあ、とりあえずこのことから始

めます。

これはある人物の死去に伴いそのお悔やみとその故人の功績を讃

えているものでありますが、町民が言うには「この故人は町長の後

援会幹部であり、まあ、そういった実績もあることはみんな知って

いる。町長はこの功績を讃えているわけでありますが、佐川町の発

展に寄与した方はこの人だけではない。ほかにもたくさんいるのに、

この人だけ広報で特別扱いするのは公私混同、これにもほどがある」

こう言って私のところにコピーをつけて文書で抗議をしてきたわけ

であります。また、あるところでは、これは町長シンパの方であり

ますが、「あの広報は私も見たけんど、あれは私もいかんと思う」こ

う言っています。

これ、私から聞いたものでは全くありませんが、町長はこのこと
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をどのように認識されているのか。全くないと、公私混同全くない、

私物化がないと言っていますが、まずこの広報でお悔やみ、あるい

はその人の功績を讃えたことについて、町民からの聞き合わせであ

りますので、まずお尋ねします。

町長（堀見和道君）

はい。お答えさせていただきます。全くの私物化、公私混同だと

は思っておりません。坂本議員からも嫌口はしっかり聞かないとい

けないよと、いろんな方からもおっしゃっていただきます。ただ、

私は西森議員からだけは言われたくありません。もしあまり、この

場で私の名誉を傷つけるようなことをたくさん今後、並べるようで

したら、私が西森議員が副町長時代にどれだけ業務で公私混同して

たのか、私物化をしてたのか、その話を私もこの場でとうとうと述

べさせていただきます。私は事実をしっかりつかんでますので、後

でさせていただきます。以上です。

３番（西森勝仁君）

何か答弁が売り言葉に買い言葉のようになりよりますけども、ま

あ、公私混同はしちゃあせんよと。じゃあ続けていきます。町長は

以前、高北病院の医師住宅に入居していたことがあると思いますが、

町長が入居するためにはあの規則も改正する必要があったのではな

いかと。なぜならば、以前私が現職の時に住宅火災で焼け出された

人をこの空いている部屋に、まあ、医師住宅でありますが、ここに

仮住まいさせてもらえないかと、こう問い合わせたところ、それも

病院側のほうから目的が全く違うので絶対できないよとこういうこ

とでありました。医療関係者でない町長がどうやって入居できたの

か、このことも当時から不思議なものであった。これは永田議員か

らも指摘があったと思います。まあ、こういうことが積もり積もっ

てこういう町民の声になっちゅうと思います。

また、職員の募集にしましてもですね、ここにこの間、ここでい

っぱいこうずっとあるわけですが、この募集に際してもこうして１

ページを開いてみますと、まず町長が仁王立ちになってガッツポー

ズをとっている写真から始まります。これは地方公共団体の職員募

集の案内にふさわしいものか思うところでありますが、最近はさら

にこれに牧野富太郎さんの墓前で墓参りをするような写真をつけて

いるわけですが、同じようにこんな写真をですね、ガッツポーズを

とった写真を堀見和道まちづくり研究所、このパンフレットでも見
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たことがあります。こうなると職員募集に際して、まず町長、堀見

和道を強くインプットさせる狙いがあったのではないか、こういう

ふうにも勘ぐるわけでありますが、こんなことだから公私混同、今

も言いましたが、私物化、あるいはブラック役場、こういうふうに

言われているんじゃないかと思いますが、そんな答弁はせんよって

言うかもわかりませんが、ちょっと責任のある答弁をしてもらいた

いと思います。

町長（堀見和道君）

はい。お答えさせていただきます。全くブラック役場だとは思っ

ておりません。以上です。

３番（西森勝仁君）

ブラック役場とは思ってないと、まあ言うたらそんなことには答

弁せんよという裏返しでありますが、それは町長の認識と住民の

方々の認識の違いになるかもわかりませんが、しかしですね、今も

言いましたように町長にはものすごい権限が与えられているわけで

あります。一口に言うたら町長には何でもできる、こういうことで

あります。医師住宅へ入ったのも恐らく規則を改正したかしないか

知りませんけんど、入ったのは事実であります。ですからですね、

そういうことだからそんたくする職員とか側の周りの人も多く出て

くると、こう思います。

しかし、職員人事にしても何にしても権力の乱用、こういうよう

にならないようにしていただきたいと思います。このことについて

は以前も何回も一般質問でも質問しておったとおりであります。こ

こに先ほど言いました職員募集がありますが、こうして第１面に町

長の写真をクローズアップして突然職員を募集し始めたわけであり

ますが、昨年の 12 月議会、３カ月前のことであります。橋元議員が

「職員を増やしたらどうか」こういう質問をしておったわけであり

ますが、そのときの町長答弁は「今は定数満杯の 104 人いる。ここ

数年は増やさなくてもいい」こういうふうに言っておきながらたっ

た 19 日後の 12 月 25 日、この日が受け付け開始でありますが、は

や、職員採用試験の受け付けを始めた。これは、町長は「こことうぶ

ん、数年増やさんでもえい」とこういうふうに答弁をしておったが、

もうそのときには人事計画採用募集の案ができていたのじゃないか

と。これはね、職員がね、こんなものを町長、副町長をさておいてで

きるはずがないと思います。
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町長は以前にも「自分も会社を経営していたので、一人一人雇う

ということは、人一人を雇うということはどれだけ重要なことか分

かっているので、人事計画を立ててしっかりやる、行き当たりばっ

たりでやっているのではない」こう言っていましたが、またここで

も言うこととすることが違う。これは行き当たりばったりにしても

それは度が過ぎるというものじゃないですか。たったの２週間程度

で。

いろいろあるわけですが、ちょっと昔のことですが、佐川に嘘と

ベーの町長と異名をとった町長もおりました。しかし、これほど変

わり身の早いことは言わざった。私はそういうふうに思っています。

これも橋元議員の質問に対しても、議会軽視、こういうものだけで

なく、もうこれは議員を愚弄しているんじゃないかと。こういうふ

うに思うところですが、この点についても答弁はできるのかできな

いのかお尋ねをいたします。

議長（岡村統正君）

休憩します。

休憩 午前 11 時５分

再開 午前 11 時６分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

町長（堀見和道君）

はい。お答えさせていただきます。西森議員の話を聞いてるとな

んだか煙に包まれたような気分になるんですけども、私は町長にな

ったから自分の思い通りに全部何でもしたいとか、権力の乱用をし

たいとか思ったことは１回もないんですね。これっぽっちもないん

ですね。やったこともありません。そういう話をする西森議員は恐

らく自分が町長になったらこういう町長をやるんだという思いがあ

って、イメージがあって、町長とはこんなもんだろうと、権力を乱

用するもんだろうという思いがあって何か言われているんじゃない

かなと思いますが、人それぞれでありまして、私は町長になったか

ら思い通り何でもやりたいなんて思ったことありません。もういい

加減にしてもらいたいぐらいです。

採用に関しては行き当たりばったりではないという事実に関して、
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総務課長の麻田から答弁をさせます。以上です。

３番（西森勝仁君）

権力の乱用ではないと、なんだかんだ言って問題のすり替えをす

る。私が町長になったらそんなことイメージしちょったとかなんだ

かんだ、町長のその高北病院の入居はどうなっているのかの説明も

ないままですが、これやっぱり権力の乱用ということですか。なけ

れば権力の乱用としか思えない。みんな町民はそう思っています。

町長（堀見和道君）

はい。お答えさせていただきます。永田議員から以前にも御質問

がありましたので、そのときにしっかりと答弁をさせていただいて

おりますが、私が権力の乱用をしたと思われないように、職員に丁

寧に丁寧に確認をしながら、県にも確認をしていただいて、私が医

師住宅に入るということに関して問題ありませんよと、家賃をしっ

かり払えば空き室がたくさんある中で町長が入ることは問題ありま

せんという確認を、全て丁寧に丁寧に丁寧にして私の権力乱用と思

われないように確認をした上で入居をさせていただきました。

先ほどの人事に関する答弁につきましては麻田課長から答弁させ

ますのでよろしくお願いします。

総務課長（麻田正志君）

それでは私のほうから、御質問にありました職員の採用試験の件

について御説明をさせていただきます。

12 月の定例議会におきまして、橋元議員の御質問への町長答弁の

中でちょっと一部抜粋をさせていただきますけど、今、西森議員が

おっしゃられましたとおり、職員数がちょっと足りないのではない

かということで、町長部局につきまして、特に定数いっぱいまで職

員の実情を聞きながら要望を踏まえながら正職員の採用人数を増や

してきましたと。ただ、町長部局の 104 人の定数になりましたので

というような答弁内容がありました。

その後ですね、２年度末をもって退職したいという旨の職員から

の退職願いのほうを 12 月の定例会終了後に受理をいたしました。

現在、育児休業等を取得している職員も非常に多くなっておりま

す。また、来年度からは管理型産業廃棄物最終処分場建設に伴う地

域振興策、そして今回の一般質問にもいろいろ出ております新型コ

ロナウイルス感染対策等、そのような多くの事業が重なるというこ

ともありまして、この職員の退職者の欠員の補充をしたいというこ
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とで採用試験を実施することとしました。

あと、この 12 月の定例会後ということでありまして、総務課とし

ては４月の１日から採用したいということで募集期間等も考慮すれ

ば、12 月中に早期に応募、募集の案内を出さんと間に合わんという

ことで、12 月 21 日の月曜日ぐらいから至急準備しまして、大急ぎ

で、先ほどありましたように 12 月 25 日に採用試験の御案内の配布

を行ったというような実情でございます。以上でございます。

３番（西森勝仁君）

町長の補助職員の総務課長から実態に見合うような答弁があった

わけですが、こんなことだから先ほど言った茶番劇のように皆さん

思うわけでありますよ。今、総務課長が言ったように定例議会が終

わってから退職届がすぐに出たということですけど、それもとって

つけた理屈のような部分かもわかりません。実態はあるかもわかり

ません。しかし、聞いてみますとちょっと信憑性がなかったなこり

ゃと。そういうことがあったらもっと早くに退職願いが出ちょった

がじゃないかと。そういうふうに思います。受理した日がその日じ

ゃなかったのかと。まあ、これは想定するだけです。

で、この募集要項、募集要項じゃない、募集案内とありますが、こ

れを見てみますと採用人数が若干名とこうなっているわけですが、

まあ、若干名というのは１人ではない複数人のことであって、通常

２、３名を予想しているところだと思いますが、今年の１月 25 日の

掲示板を見てみますと４名の合格者が発表されています。しかも、

今回から受験資格の年齢を一気に 10 歳も引き上げて採用したわけ

でありますが、なぜ、４人も一挙に採用することになったのか。４

人退職者が出てきたのか。まあ、産休のこともあるらしいですけど

も、定数を超えないかと思うところでありますが。そして、10 歳も

年齢を引き上げた理由は何か。これをお尋ねします。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。今回の採用試験につきましては募集要件とし

まして民間企業等で３年以上の職務経験がありと、あと昭和 56 年４

月２日以降に生まれたものとしております。この採用試験を実施す

るにあたりましていろいろと検討しまして、民間でのさまざまな経

験を生かして職員として即戦力となる人材を広く募集したいという

ことで、年齢とか要件のほうを考えさせてもらいまして、それで募

集をさせてもらったというような内容になっております。
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あと、合格者の発表の４人につきましてですけれど、これは先ほ

ど御説明いたしました退職願を受理したこの職員、それよりあとに

ですね、さらに退職の予定者が２名生じたということがあります。

それプラス、現在、農業委員会、こちらのほうは選任の定数２に

つきまして、現在選任１というところで配置の職員をやっておりま

すので、こちらのほうも選任の職員を２にしようという考えもござ

いまして、先ほども言いました退職者の補充３と、それと、現在選

任定数２に達していない農業委員会、こちらのほうに１名配置して

はどうかということで採用人数のほうを４人とさせていただいてお

るところでございます。以上です。

３番（西森勝仁君）

今の総務課長の説明によりますと、退職される方が、３月末で退

職される方が３人になったよと。そして、その他の執行機関として

の農業委員会が欠員があると。その他の執行機関にしてはいっぱい

欠員があるわけですけれども、まあ町長部局が満杯やけ雇えないと

こういうふうになっちゅうと思います。

そして、今回３年以上の民間経験者を雇ったということでありま

すが、それは人物本位の採用試験をすると言うて町長がやりゆわけ

ですから、前から町長が龍馬マラソンをどれ位の何時間で走ったじ

ゃ、虎杖野へかなをふる問題じゃあ、町民の間でも大変ないかがわ

しい話が持ち上がったわけでありますが、町長のこうして、町長の

眼鏡にかなった優秀な人材が採用できたとは思うわけであります。

年齢はいくつの人を採用したかはわかりませんが、しかし、40 歳ま

で可能ということでありますので、仮に 40 歳くらい、40 に近い人

がいたとしましたら、そういう優秀な人材であったら民間でも管理

職のポストに就いていたんじゃないかということも想定されるわけ

でありますが、そうした人の場合、任用及び格付けはどういうふう

にされるつもりか、具体的に言えば、課長や課長補佐あるいは係長

に張り付けるつもりか、このあたりをお尋ねします。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。採用者の位置づけにつきましては、全員の方

を主事として行政職給料表の１級に位置づけすることとしておりま

す。これは社会人経験は即戦力として期待できるというふうには思

ってはおりますけれど、行政の事務職としては初めてのことも多く、

町民の方々との窓口の対応や地域に出て町民の皆様に接することで
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そのような多くの経験を経て、行政職員として必要な知識を得てい

く必要性から、ほかの職員と同じようにそのような経験に応じた職

務級に位置づけることというふうに考えております。

従いまして、御質問にありました課長でありますとか、課長補佐

でありますとか係長とかそういう役職に任用するということは考え

ておりません。以上でございます。

３番（西森勝仁君）

総務課長の説明によりわかりました。いくら 40 歳で優秀な人材で

あっても、30 歳くらいの係長の下におくとこういうことになろうか

と思います。初任給の決定については１級に格付けするということ

でありますので、しかし、もう合格発表から 10 日余りたっているの

で職歴計算なんかはとうからできちゃあせんかと。そうするとです

ね、今言った、私が言った 40 歳近い人であれば経験年数を大幅に切

り捨てられる部分が出てくる。１級に格付けということは。そうい

うことで間違いないと思いますが、まあ、間違っちょったらまた訂

正してもうたらと思います。

で、そうした場合、この募集要項によりますと、高卒の給料が１

級の５、15 万 600 円、大卒が同じく１級の 21、17 万 1,700 円という

ことはこういうことになろうと思います。募集要領、募集案内を見

る限りですね、こういうことになろうと思いますが、今の新採の中

で１番高い格付けができるのはどこまでか。で、その今の佐川の、

町の、佐川町の例規集に照らした場合、最高どこまで張り付けれる。

今１級と言いましたので、１級の何号まで格付けすることができる

のかお尋ねをいたします。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。例規集で１級の何号級までということですか

ね。すいません、これは現在の先ほど言いました４名につきまして

はこの号級の計算する上に必要な在職証明書などがまだ届いており

ませんので、こちらの計算のほう自体まだしておりません。

あと、この号級の決定にあたりましては例規集のほうの職員の初

任給、昇格昇給等の基準に関する規則というものがございまして、

この中で職務の級の決定でありますとか、就学年数の調整、学歴で

ありますけど、そういうものとか経験年数の調整、これは国であり

ますとか民間でありますとかそういうところでの職務の経験年数と

いうことになりますけれど、これに応じて計算していくということ
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ですので、それぞれ採用するそのときのその方によって年数によっ

て変わりますので、どこまでというのはちょっと計算したことがあ

りませんのでこの場でお答えすることができません。以上でござい

ます。

３番（西森勝仁君）

まだ職歴計算ができてない、その証明書が届いていないと、それ

はそれでわかりましたが、じゃあこの規則で何号まで張り付けるこ

とが可能なのか。筒いっぱいとったときにどこへ張り付けができる

のか、それをお聞きします。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。１級を例にとりますと、経験年数によります

ので、その方の計算上の学歴でありますとか経験年数によって１級

に張り付けるのであれば、経験年数がずっとあるとすれば、１級の

最後の端の号級までいくとは思います。

ただ、ちょっとその年数が人によって全く異なりますので、何歳

とかっていうがで計算したことがありませんのでちょっとそのこと

はお答えすることはできませんが、経験年数が相当あって、１番み

ていけるとするならばその１級の最後のところまで。ただ、そこま

での経験年数があればの話ですけれど、経験年数があれば１級の最

後の号級までいくということになろうかとは思います。以上です。

３番（西森勝仁君）

今、１級の最後までいくと言いましたけど、１級の最後までいく

と 93 号になります。

休憩願います。

議長（岡村統正君）

休憩します。

休憩 午前 11 時 24 分

再開 午前 11 時 25 分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

３番（西森勝仁君）

今の問題はちょっとあとで報告を願うといたしまして、大体は理

解できました。



114

そこで気になるのがラスパイレス指数の問題であります。今回、

どんな年齢の人をどんな給料で雇うとはまだ格付けしていないとい

うことでありますが、こういう雇い方をするとラスパイレス指数に

大きく変動する要因にもなると思うが、町長はこのあたりは認識し

ているのかどうかお尋ねします。

町長（堀見和道君）

はい。お答えさせていただきます。ラスパイレス指数の問題は私

が町長になる前から、ずっと佐川町は特殊な採用を続けています。

それは西森議員がよくわかっているはずです。副町長も８年間もや

ってこられましたから、だから佐川町はラスパイレス指数が低いん

です。私は何度も今まではそうだったかもしれないけども、採用の

仕方を変えたらどうですかねということは職員にずっと言い続けて

ます。ただ、ずっと長年にわたり、どの町長のときからその採用を

してるのかまでさかのぼって突き詰めたことはありませんが、長く

わたって佐川町はちょっとイレギュラーな採用をしてきてます。そ

れが原因でほかの市町村と比べると指数が低いです。それを改善す

るためには採用方法を変えるしかありませんが、これまでずっと何

十年もやってきた採用方法から変えるということはなかなか難しく

てですね、組合も含めて職員が納得をして同意をした場合に採用方

法を変えましょうということはずっとこの７年間言い続けています。

ただ、まだそこまで至っておりません。結論が出ておりません。た

だこれは、役場として、佐川町役場としてやっぱり職員みんなで協

議をして、組合のみんなも納得をした上で変える場合は変える、変

えない場合は変えない、それを決めないといけないなというふうに

思ってます。以上です。

３番（西森勝仁君）

町長が言うようにこの何十年もやってきたことであります。この

ラスパイレス指数が改善されるのはこれは学校卒、高校卒、あるい

は大学卒、この直採を国みたいに雇っていけば安定してくるわけで

す。そうですよ。だから中途採用すると経験年数が切り捨てられる。

だから一定の枠におる職員、ラスパイレス指数というのは一定の枠

の欄で変動していくわけですから、それが一個上のグループに入っ

たりすると全て変わっていく、変動していくわけです。

で、その新採で、今まで例えば、例えばですよ、25 万の給料もら

っている人が佐川へ来たら 18 万くらいになる。ほんでほかの同僚職
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員は 25 万くらいで、そこへ安い給料の人、１級に格付けされた人が

入っていくので全体のラスパイレス指数が下がるという構造になる

わけですよ。そこのあたりが町長、認識しちゅうのかと私は聞いて

いるところであります。それがなかったらまたまたどーんと下がる。

ほんで下がったらラスパイレスが低い低い言う。低いのはね、みん

な認識しちゅうがですよ。要因があるから、そういう。だから採用

される人も給料下がりますよと言って採用しちゅうと思います。

100％で経験年数が算定された人も下がります。

例えば県庁の職員でも、どこぞの同等の保育士にしても佐川へ来

ると給与の決定では下がる。大幅に下がる。それを承知して佐川の

職員になっているわけですから、それは町長の言う問題とは違う。

ただ、私が今言ったのはラスパイレス指数が全体で下がってくるの

が認識しちゅうかしてないか、それだけを聞いているところです。

町長（堀見和道君）

ラスパイレス指数が佐川町が低いということはよくわかってます。

要因もわかってます。西森議員が 30 何年も役場職員で働いていると

きに、問題提起をして採用方法を変えようというような動きになっ

てれば、こんなことにはなってません。

私が町長になるまでは 34 歳までを新規職員として採用してきて

るんです。社会人経験がどれだけあったとしても新規採用で低い給

料からスタートしてるんです。そこが根本の問題なんです。

私は、私になってから新規採用職員は 29 歳までにしました。年齢

を下げることによって少しでもラスパイレス指数が上向くように配

慮もしました。今回は社会人として経験があるということで、３年

以上の経験がある。こういう条件にして採用することによって社会

人としての経験をしっかりと計算をして初任給を決めてあげられる

ということで今回は社会人枠ということにしました。今回のこの採

用の決断も全体として見ればラスパイレス指数が上がるという決断

をしています。

もし、私の言っていることに間違いがあれば、西森議員が指摘を

していただきたいと思いますが、これまでずっと何十年にもわたっ

て佐川町役場はこういう採用の仕方をしてきたんです。全国、数多

くの市町村ありますが、佐川町みたいな採用をしてきたところは本

当に一握りです。そろそろ変えないといけないですが、これを変え

るためには職員みんなの納得が必要なんです。時間をかけてしっか
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りと協議をして結論を出していきたいというふうに思っています。

以上です。

３番（西森勝仁君）

まあ、町長の考えがわかるにはわかったわけですけれども、なぜ、

佐川町が直採、高卒者、大卒者の直採だけを採用してこなかったか、

できてなかったか、それは佐川町の独自の、やっぱり地域性という

か、地元の方を今ほとんど新卒の方を採用していないようでありま

すが、その点いろいろな事情があって 30 歳までに１回はしていまし

た。ほんで８年くらい前には 34 歳までにしたと思います。これは

ね、職員がね、どうしましょう、こうしましょうとか言えるような

もんじゃないですよ。これはもう町長が決めたらこれでいくと言う

たら、それ鶴の一声。

これはね、副町長もよくわかっていますがね、それはね、職員で

１番身分の弱いっていうのはこれは副町長ですよ。職員はいろんな

法律で、公務員法とかいろいろ守られるけど、副町長は何の法律で

も守られん。地公法も適用にならん。これはね、町長がもうおまん

はね、ちょっと方向性が違うけ、明日から来んでええと、明日から

来るようばんと言うたらそれで解任ですよ。任用するときは議会の

同意がいるわけですがやめてもらうときは「はい、明日からもうえ

いけね」って一言。だから非常に弱い立場。だから副町長の立場は

よく分かります。

けど、ちったあ言いにくいことも言うてもらわなね、こりゃいか

んと思います。ちっと言いにくいことも明日から言わないかん。こ

ういうふうに思うわけでありますが、まあ、次にいきます。

どこまで言うたかようわからんなったけんど。まあ、こういうこ

とにつきましては平成 30 年の６月議会でも職場環境の改善、あるい

は職員の指導育成方針について質問したところでありますが、その

際、町長は「職員が気持ちよく休みが取れて、気持ちよく仕事がで

き、みんなが支えあう役場をつくる」とこういうふうに答弁をして

いますが、今、これに恥じることはないのか。今一度胸に手を当て

てもらいたいと。これ全く逆になっちゃあせんろうか。これほど多

くの、今、総務課長からも次々退職者が申し出てきた。まあ、毎年の

ようにこんなに次々職員が辞めていかないかん事情があるという事

は、通常あんまり考えられん。以前にもなぜ辞めていくのかと聞い

たところ、町長初め執行部の答弁は「人それぞれで辞めるのは勝手
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じゃし、第２の人生がある」こういうつれない答弁があっておりま

す。まあ、そんなような答弁を聞いておったところでありますが、

最近漏れ聞こえてくるわけでありますが、聞くところによりますと、

町長初め幹部の強い指導というか、押しつけというか、またパワハ

ラに似たようなもんじゃないかと、こういうような声も聞こえてく

るわけでありますが、これは町長もこのあたり多分耳に入っちゃあ

せんと思いますけんど、町長か副町長、答弁ができる方から答弁を

していただきたい。職員が辞める理由は本当は何か。押しつぶされ

て辞めざるを得んような状況になっていないのかお尋ねをするとこ

ろです。

副町長（中澤一眞君）

お答えを申し上げます。職員が退職をするというのはこれまでも

何度かこの場で、私なりに答弁を申し上げてきておろうかと思いま

すけれども、これまさに、一言で言えばやはり人それぞれというこ

とになろうかと思います。

最近の傾向で、以前にも議場で御質問がございました。若手の職

員の退職が多いのではないかと。私がこちらで３年ほど前からお世

話になってからも、年度末、３回目の年度末を迎えようとしており

ますけれども、その間にも数人若い職員がやめるという残念な事実

があったこと、これも御案内のとおりであります。で、そういった

若い方にはですね、一つには大別しますと、一言で言うともう人そ

れぞれという事を申し上げましたけれども、大別しますと、一つに

は家庭の事情、それぞれの介護であったりあるいは家族の関係、そ

ういったものであったり、それからやはりこれは最近の若者の一般

的な傾向というかですね、３年もたずに転職をするというのは以前

と比べると、西森議員あるいは私が就職したころから比べると、一

回就職すれば大体一生その会社あるいは組織に身を置くというのが

普通であったわけですけれども、最近の傾向として、やはり自分の

やりたいこと、自分の思い、そういうものが実現できる組織である

かどうかということを判断をする若者が増えていっている。それが

２つ目の理由としてあろうかと思います。

で、大きく分けるとその２つの事情、若い人の場合はあろうかと

いうふうに思います。

で、年齢で一概にこれを分けるわけにはいけない、いかん、まさ

に人それぞれであろうかと思いますけれども、年齢がわりといって
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からの退職っていうのは、私も数年前そういう立場におりまして、

そういうことを考えたこともございます。正直ありました。で、そ

の中に先ほど質問がございましたけれども、上司からのパワハラと

か、職場のきつさとかそういうことが影響しているかということの

お尋ねがありましたので、その点に関して申し上げれば、佐川町役

場、先ほど町長がこういう役場にしていきたいんだ、こういう佐川

町にしていきたいんだということを体現をしていると思います。で、

私３年前こちらにおじゃました当時、その様子を側で見ておりまし

て、町長には申し上げました。町長には厳しさが足らないんですよ

と正直申し上げました、私。優しすぎますというふうに申し上げた

こともございます。ただ、それを聞かれてるかどうかわかりません

けども、こと仕事に関して、やはり私ども給料をいただいて仕事を

しております。プロでございますから、何にしても結果を出さなけ

ればいけない。必ずしもそれ 100％成功するかどうかわかりません。

ただ、今日もそうですけれども、皆様からいただいたさまざまな御

意見、それを受け止めて、それをどういう形で表現して実行してい

ってその結果をどうする。その結果を見てまた次どうするって考え

る。そういうことをやっていくっていうのは、もうこれは当然やっ

ていかなければならないことだと思っております。そういったこと

を町長も職員に対して、私も申し上げますけども、それは常日ごろ

言っております。それがときに口調が強くなったり、やっぱりどう

してもできないことに対してやはり強い指導があったり、というこ

とは日常当然これは同組織でもあろうことかと思います。それをど

のように受け取るかどうか、これは申し訳ありませんが、人それぞ

れの認識、判断ということになろうかと思います。ただ、それで退

職に結びついたかどうか、そういう事例は私は承知はしておりませ

ん。以上でございます。

３番（西森勝仁君）

ただいま副町長からそつのない答弁を聞いたわけでありますが、

そのお言葉の中に厳しさが足りないという言葉がありましたが、そ

れはそういうこともあろうかと思います。ですから、町長が前に答

弁したように、職員が気持ちよく休みがとれ、また気持ちよく仕事

ができ、みんなが支えあう役場をつくる、こう言っておきながらそ

の厳しさが足りないとかいうようなことで片付くのかなと。これは

町長の答弁ももらいたいところですが、しそうにもありませんので、
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後で、まあえいです。そういうことで承っておきます。

実はですね、私がこのちょっと前、仁淀川町役場に用事がありま

して 10 年ぶりくらいに行ったわけでありますが、まあ、あそこの仁

淀川町役場というのは庁舎もすごく新しくなっておりまして、エン

トランスホールにしましてもただただ広くて私もびっくりしてウロ

ウロ、キョロキョロしながら奥のほうに進んで行ったわけでありま

すが、そうすると、中のカウンターのほうにおった女性の職員が目

ざとく私を見つけまして、すぐにカウンターから出てきてくれまし

て、今日は何の用ですかということだったので、私は「佐川町の西

森と申しますけどこういう用でと言いましたらすぐに電話でアポを

取ってくれまして、その件でしたら２階ですよということで、２階

へ上がって行ったわけでありますが、これまた２階の職場の雰囲気、

こういうもの、そして職員の顔色、これが佐川の職員と今のところ

ちょっと違う。まあ、生き生きとしてにこにこしている。こういっ

たことは外回りをする業者の方々から佐川の役場の空気とよそは全

然違う。梼原へも行ってみいやという。梼原ら行くことはめったに

ないし、行ったこともこの何年間、７、８年ありませんが、まあこう

いうことを聞くには聞いておったわけであります。そして、私が話

が終わりまして帰り際に、「おまんくの職員はみなすごいね。よく教

育しちゅうね」とこう言うとですね、「ありがとう。けんどみんなあ

こんなもんじゃないかよ」とまあさらりとこういうふうに、こんな

言葉が返ってきたわけでありますが、今度は私が帰り際に１階のロ

ビーのカウンターのほうに向かってちょっと近寄って行きますと、

またその女性の職員とちょっと目が合いましたので、そしたらその

女性職員が自席で立ち上がってくれましたので、私はずいぶんと遠

くからではありましたけども、ありがとうと言って会釈して帰って

きたわけでありますが、こうしたことは一朝一夕にできるようなこ

とじゃないと思います。

佐川の場合ですね、私も町民からいろんなことを頼まれごとをし

て最近頻繁によく役場にくるわけでありますが、そのときにね、ま

あ８時 40 分前後、そのときに町長も登庁してくる。そんなときにも

よく行き会うわけでありますが、町長も町長室に行くまで、今は２

階にあるようですけれども、私が後ろからずっと見ゆう限りですね、

町長は誰にも挨拶せんし、職員も後ろから見る限り無視しゆう、こ

ういうふうに見えるわけであります。これは先ほども言いましたよ
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うに、町長が気持ちよく仕事ができ、みんなで支え合えるような役

場にする。これはちょっとほど遠いのが現実やないかと、こういう

ふうに思うところであります。副町長の先ほどの答弁には厳しさが

足りないと言われるもんやからキョロキョロ脇見をするわけにはい

かんと感じる人もおるかも分かりませんけれども、見る限りそんな

ような雰囲気じゃない。どうもね、職員がピリピリして気持ちよく、

気持ちにも余裕がない、こういうような状況になっているのではな

いかと思いますけれども、これは町長は自分で感じることはないの

か、お尋ねしてみたいと思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。あくまでも推察、推測ではあ

りますが、私の後ろに西森議員がいらっしゃったのでピリピリした

のかもしれないなというふうに感じております。そうでないときは

普通に挨拶もしますし、気持ちよくコミュニケーションもとります。

西森議員おっしゃいましたように人は一朝一夕にしては育たない

と言いましたが、西森議員が在職中の 30 何年間、どういう人づくり

をされてきたのか、役場の中でということを後で教えていただけれ

ばありがたいですけども、私が教育というか、人づくり、職場の人

づくり、すごくよくできてるかどうか、それはわかりません。ただ、

意識をしてどうすれば一人一人が仕事が楽しくなるだろうかとか、

仕事に集中してできるようになるだろうかとか、責任感もって仕事

ができるだろうかといろいろ私も勉強してきましたので、コーチン

グという視点も入れながら取り組んできたという自負はあります。

ただ、すぐに結果は出ません。粘り強くやり続けなければいけませ

ん。

ただ、私に直接伝えてくれる方もいらっしゃいますけども、私以

外の役場の職員に結構多くの町民の方々が、「ああ、役場よくなった

ね。明るくなったね」「声をかけてくれるようになったね。前はそん

なことなかったのに、本当に「今日はどうしました」気持ちよく接

してくれるね」「若い 20 代の職員、本当に素晴らしい対応をしてく

れてありがとう。ぜひ役場の中で褒めてあげてもらいたい」という

そういう声を結構聞いてます。そういう意味で言うとこの７年間少

しずつかもしれませんが、確実に役場の仕事の仕方が明るくよくな

ってきてるのではないかなというふうには思っております。あくま

でも私の感想ですが。以上です。
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３番（西森勝仁君）

今の町長の自分の感想を述べられたわけでありますが、この今の

答弁は職員が聞いていますので、どういうふうに反応するか、それ

は自分の目で確かめていただいたらとは思いますが、よくなったの

は職員がよくなったわけでありますが、庁舎がリニューアルしてよ

くなって外観がよくなった。これじゃね、中に住む者はね、町長以

下その住む人がよくならにゃ、何ともならんと思います。ボロは着

てても心は錦という歌もありますんで、そこらあたりは新採職員も

含め、しっかり指導していただきまして町民の宝物となるように、

しっかりと仕事をしてもらえるように１年、２年で、あるいは３年

でようよう一人前に育ったと思ったらすぐやめる。こういうことが

できるだけないようにしていただきたいと思います。

このことは全職員も聞いていると思いますので、どういう反応が

出てくるのか、少なくともみんなで支えあってにこやかに仕事がで

きる役場にしていただきたい。そういうふうに思います。

で、私のことをいろいろ、るる述べていただきましたが、あとで

教えてください。まあ、ここでは反問権がないのでできんと思いま

すが、私が何をしたのか。私物化言うて。

（「一つだけ言いましょうか」の声あり）

一言じゃない、たくさん言うてください。なんなら聞きに行きま

すんで、これは言うちょきます。これが終わったら言うてください。

ここでは、反問権がないので。これ言うてください。

議長（岡村統正君）

休憩します。

休憩 午前 11 時 46 分

再開 午前 11 時 47 分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

３番（西森勝仁君）

では、次にいきます。

教育研究所が設立されて間もなく丸３年になろうかと思います。

町長の行政報告にもあり、大体のことはわかりましたけれども、今、

所長以下どんなスタッフでどんなことをやっているのか。地域ぐる
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みのふるさと学とシティプロモーション、この事業にも３年ほど前

に、総事業費が 4,115 万円。こういう計上していたと思いますが、

今年が最終年度になる。去年の予算で、もう一昨年、去年度の、２年

目の予算で成果品かなんかで 200 万予算化し、そして令和２年度で

はそれが急遽 800 万円に増えた。なんだかで聞いてみたら成果品を

つくる費用やというようなことやったわけでありますけど、まあ、

細々にもようびませんがこの３年間の教育研究所の総事業費の総額、

そして、まあこれ人件費も入っちゅうわけですが、それとまた、重

立った業績があればお答え願います。

教育長（濱田陽治君）

西森議員の御質問にお答えをさせていただきます。すいません、

総事業費はちょっと計算してませんでしたので、後ほど御報告をさ

せていただきます。

まず、教育研究所の組織と役割について御説明を申し上げます。

教育研究所は平成 30 年４月に開設しまして、所長１名のもと、教育

施策の企画・立案・進行管理・調査・教員研修など学校支援にあたる

教育指導員、これが２名、それから教育相談に係るスクールソーシ

ャルワーカーと教育相談員が１名、研究員、研究員というのは県費

負担の教職員でテーマをもって研究しておりまして、２年間研究し

ますと、学校へ戻ってそれを生かすというものです。それと、児童

生徒支援センター「すまいるーむ」で不登校の子供さんたちのお世

話をする指導員３名と、これを全部合計しますと９人になりますが、

これでふるさと教育、不登校、学力向上について佐川町の教育課題

を解決するための教育施策の企画・立案・進行管理、調査研究、教職

員の研修、児童生徒や保護者の皆さんへの支援を幅広く行っており

ます。なお、この人員の中で先ほど申し上げました研究員は県費負

担教職員です。

それと、スクールソーシャルワーカー、教育相談員、児童支援セ

ンターの指導員は研究所が開設する以前から位置づけられておりま

したので、一貫した取り組みのために改めて研究所に位置づけたも

のです。

で、研究所開設とともに新たに位置づけた人員は所長１名、教育

指導員２名の３名です。このメンバーで、次にそれぞれの取り組み

と成果について御説明申し上げます。

ふるさと教育ですが、初めにふるさと教育については国の地方創
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生の予算をいただきまして、地域ぐるみふるさと学とシティプロモ

ーション事業として、平成 30 年から３カ年計画でふるさと教育、さ

かわ未来学のカリキュラムと教材を開発いたしました。これはこれ

からの時代を生きていく子供たちのために佐川らしい教育の体系化、

これを目指しまして、学校教育で活用するカリキュラムや手法の開

発と教材の作成、及び住民向けのコンテンツの作成に取り組んだも

のです。成果物はほぼ完成しておりまして、来年度から普及活用す

るという段階になっております。

で、具体的にですが、１番はふるさとを愛し、誇りを持ち、ふるさ

とに貢献しようとする子供たちを育てるために、ふるさと力を育む

教育というものをします。このために佐川きゅうりなど佐川在来の

野菜から始まりまして、ふるさとの自然、偉人、歴史、産業、災害か

らまちづくりまで自ら学んでいく副読本「さかわーく」というもの、

これと、それをさらに深く学ぶためにデジタル教材を開発しており

ます。

次に、人間力を育む教育については、これは山口県萩市の明倫学

校、それから佐賀県多久市、岡山県の閑谷学校、福井県の永平寺町

とこういったところを調査をいたしまして、成果を上げているとこ

ろには必ずバックボーンになる精神性があるということを突き止め

まして、本町でも名教館で学んでおりました論語のことを考えまし

て、論語を題材にして人としての生き方を学ぶ指導法を開発、導入

しております。

次に、３番、これからの時代、失礼しました。３番は間違いです。

これからの時代に生き、自らの力で人生を切り開いていく、未来創

造力を育む教育の為に、幼児期に表現活動で学びに向かう基礎を培

う花まる学習会のＡｔｅｌｉｅｒ ｆｏｒ ＫＩＤｓ。それから人

口知能で算数、数学を中心に子供たちの教科学習を個別に支援する

Ｑｕｂｅｎａという教材。論理的思考力や創造力を育む町独自のプ

ログラミング教育など、最先端の知見や技術をＧＩＧＡスクール構

想に合わせて環境整備もいただきながら活用させていただいて、子

供たちに先進的で個別最適な指導や支援をするための教材や指導方

法を開発導入しております。

で、来年度以降はこの３年間に開発導入しましたこれらのカリキ

ュラム、手法、教材を活用して学校教育の質を向上させ、これから

の時代を支えていく子供たちの育成をしていくということになりま
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す。また、食のレシピや祭りの映像などのコンテンツも町民の皆様

に活用していただけるようにしてまいります。

次に２番目、不登校問題に関しまして、これは近年学校教育の大

きな課題であります。佐川町におきましても小学校１年から登校を

しぶるなどの不登校傾向が始まり、中学校で顕在化して登校できな

い例が目立ちます。中学校での発生率がデータのある平成 22 年度以

来、常に国の平均、これはだいたい３．何％というものですが、これ

を超えております。で、平成 28 年からは増加傾向が著しくなりまし

て、平成 30 年に全国平均の２倍を超える事態となっておりました。

具体的には 7.6％という数があります。これに対しまして、教育研究

所設置に際し、ふるさと教育とあわせて教育行政の最重要課題だと

位置づけまして、地域支援ネットワークとの連携の強化、教育相談

の充実、児童生徒支援センター、すまいるーむでの児童生徒支援の

充実、各校に配置している特別支援教育支援員の支援力の向上と配

置の充実、町独自の不登校予防マニュアルの作成と活用とこういっ

たことによって学校生活に適応できず困っている子供たちや保護者

の皆様の御支援に全力をあげて取り組みました。

一例として教育相談の充実について御説明をさせていただきます。

教育相談については、研究所を開設するまでは委員会事務局に配置

されていました１名の教育相談員と県教委から各校に週あたり半日

程度派遣されていたスクールカウンセラーがそれぞれで実施してま

したが、研究所が開設されてから特に力を入れまして、不登校担当

の教育指導員１名、教育相談員１名を中心に相談を受け、対応して

おります。業務内容としましては直接または学校を通じた相談をお

受けし、ともに解決方法を模索する対応や、先ほど県教委から派遣

されたということを申し上げましたけども、このスクールカウンセ

ラーも研究所で一元化しましてやっております。それと、特に厳し

い内容については、非常に高度な相談能力を持っている臨床心理士

さんをお願いしました。で、これらの皆さんの業務の調整や進行の

管理をしております。で、相談内容によって、ソーシャルワーカー

や健康福祉課のご担当や子供と歩む会などと連携しまして、学校な

どの教育機関や医療などの専門機関につなげながら解決の方向へ進

めております。

で、相談に来られる家庭につきましても研究所設置時点は毎年 30

名程度でしたが、令和２年度の例でいきますと、２月末時点で 70
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名、回数で 214 回と大幅に増加しております。大まかな内容は不登

校について 24 名 75 回、引きこもりについて 12 名 30 回、養育問題

について 13 名で 41 回、進路・学力について３名で７回です。で、

これらの中では解決や緩和など前向きに推移している事例が目立つ

ようになってきています。が、中には解決が難しく、停滞している

事例もございます。

効果としては相談しやすい環境が整ったということでより多くの

相談が受けられるようになったということと、相談の種類や難しい、

難易、難易と言いますかね、によって適した相談者が対応しますの

で、より確かな相談活動ができるようになって、相談への信頼度が

高まったということで問題解決への見通しがつきやすくなったこと

と受け止めております。

で、各小中学校におきましても専門家の助言による子供理解の促

進や学級経営の改善など、教育研修を充実しました。それから、保

育と小学校の連携を強化しております。次に、教職員の校種を超え

た交流など、小中学校教育の一貫性の強化などにも取り組んでおり

ます。こういうふうにこれまでの取り組みを大きく見直しまして、

学校教育の質と信頼の向上に努めてまいりました。

さらに、本年度からは各校に不登校担当教員を位置づけましたが、

特に佐川中学校にはこれを専任とする教員を定数外で県費で加配と

言います、１人いただいて、配置しております。これらの結果、中学

校での不登校発生率は下降傾向に転じまして、今年は 11 月末時点で

4.25％、年度末推計で５％を切るであろうというところまで改善を

しております。

次に、基礎学力の定着と学力の向上については、学力学習状況調

査などの結果を見ますと、学年学級個人の差がまだ十分克服できて

おりません。これは不登校の原因でもあります、子供たちの発達の

片寄りが一層目立ちだしたということが一つの原因になります。情

緒の発達や学習についての差し障りがありますという診断がある子

供さんが小学校で 7.8％。これ医師の診断です。中学校で 8.5％おり

ます。ということもありながら、学級経営、授業のあり方にも課題

が残りまして、不登校対策とこのたび開発いたしました、ふるさと

教育のさかわ未来学の推進を確かなものとして一層改善を目指さな

くてはいけないかと思います。

次に、教育施策の企画立案進行管理につきましては平成 30 年度か
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ら令和５年度までの５カ年について第２期佐川町教育振興基本計画

というものをやっておりますが、これに取り組むために 30 の施策に

よる重点行動計画を策定しまして、教員研修などの事業を実施し、

取り組みと成果を検証し、年々改善しております。これによって佐

川町の教育施策は可視化されて、見えるようになってですね、改善

を繰り返しながら着実に進むという仕組みができています。

そこで、効き目があったのかということについてです。成果と課

題です。これらの施策がどう影響を及ぼしたかについて、因果関係

にまでさかのぼって検証するという定量的な指標はありませんが、

中学校での不登校の発生率が低下傾向にあるという。それと、昨年

12 月に実施しました佐川町総合計画アンケートの集計を見ますと、

学校教育について不満との回答が、平成 26 年度当時 10.5％でした

が、今回、調査で 6.9％と低下しております。こういうあたりが教育

研究所の指導や支援による学校教育の質の向上が一助となったので

はないかなと、こう考えております。

今後ですけども、研究所を中心に佐川未来学を初めとする独自の

教育施策を着実に推進いたしまして、子供たちが学校で学ぶことが

楽しいと思えるような授業をつくっていくと、そういった学校経営

を実現して、これからの時代に求められる学校教育になるように努

めてまいります。以上でございます。

議長（岡村統正君）

ここで食事のために１時 30 分まで休憩します。

休憩 正午

再開 午後１時 30 分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、西森君の発言を許します。

３番（西森勝仁君）

教育長からるるこの３年間の総括について御報告をお伺いしたと

ころでありますので、大体のことはわかりました。不登校対策につ

いてはこれからお伺いしようと思っていたところですけれども、総

論の中で説明いただきましたので、おおむね了解とします。

次にですね、本年度も予算書を見てみますと、大きな教育委員会
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予算が組まれているわけでありまして、さかわ未来学として委託費

が組まれているわけでありますが、これはどこに委託をして何をど

うするつもりか。そして、その効果ですね、これはどんなものを期

待しているのかお尋ねをしてみたいと思います。

それと、あわせて不登校対策につきましては御説明をいただきま

したけれども、この学力向上対策とあわせて 7,400 万円、7,400 万

の予算はこれはどんなものを想定しているのか２点お尋ねをいたし

ます。

教育次長（吉野広昭君）

はい、御質問にお答えいたします。7,400 万円の細かい内訳はちょ

っとあとで調べてご連絡させていただきます。

今回、当初予算に計上しておりますのは、ものづくりをとおして

子供の内面を表現する手助けというような形で株式会社こういう花

まる学習会のＡｔｅｌｉｅｒ ｆｏｒ ＫＩＤｓについて委託料を

計上しております。またですね、一人一人、ソーシャルスキルの向

上というか、一人一人で学習して、得意不得意なところを分析する

というような形で、株式会社ＬＩＴＡＬＩＣＯの委託をしておりま

す。また、今回、教育振興基本計画の中間年次にあたって、その見直

しというかですね、見直しという形でジャパン総研というところに

前回策定したコンサル担当会社のほうにですね、教育振興基本計画

の見直しに係る委託料を計上してます。

あとはですね、今回、先週、初日に町長が申し上げましたとおり、

図書館のほう、図書館と発明ラボで整備をするという方針になりま

したので、その図書館の基本計画の策定に係る委託料を、これもＡ

ＲＧというコンサル、図書館に明るいコンサルタント会社に委託す

るように予算を計上しております。以上です。

教育長（濱田陽治君）

少し補足をさせていただきます。

花まる学習会のＡｔｅｌｉｅｒ ｆｏｒ ＫＩＤｓにつきまして

は、先ほど保育と小学校との連携と、こういうお話を申し上げたん

ですけども、その時期に表現活動でいろんな色彩とかを使ってです

ね、アートで表現活動をして、その中で子供たちが生きていく上で

必要な好奇心、考える力、判断力、コミュニケーション力、忍耐力な

どを育てまして、新しい時代に求められる学力の基礎を培うという

プログラムがございます。これを斗賀野小学校区と、今、黒岩小学
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校区でやっておりますが、非常に効果があってですね、保育士さん、

教職員から子供たちへの見方が変わったとか、子供たちの心を育て

る手法だと、こういうこと。それと、保育と小学校で共通の取り組

みになって、連携強化に効果があると、こういった評価をいただい

てますので、来年は佐川小学校区へ拡大し、その次の段階では教員

にそのやり方を覚えてもらって、この委託は少なくなっていって、

町内で教員達ができるようにというふうに考えています。

次に、ＬＩＴＡＬＩＣＯ社ですが、これも先ほど発達に偏りのあ

る子供さんの割合が増加しておるということを申し上げました。こ

れも近年飛躍的に増加しておるんです。で８．何％というのは 10 人

に１人ぐらいのことになります。で、そういった子供さんたちに対

応していく、御指導するためのノウハウが残念ながら県内にはほと

んどございません。知的な障害とかですね、肢体不自由とかそうい

ったものは歴史的な長い年月での蓄積がありますけれども、県立の

特別支援学校でも３、４割の方しか特別支援教育の免許をもってお

りません。市町村立にはほぼ皆無です。そういう状態の中で、この

ＬＩＴＡＬＩＣＯ社は関東中心に行動分析学と言ってどうして子供

さんがこういう行動をしたのか、例えば暴れたとか、その原因はな

んなのか、では、それをよい行動に転嫁するためにはどうしたらい

いのか、ということを具体的にコーチしてくれます。これも佐川小

学校で試してみましたら、教員、それから保護者の支援もしてくれ

ますので、ペアレントトレーニングと言いまして、保護者のトレー

ニングもしていただいて、なかなか評判がようございましたので、

なんとかこれを拡大したいと思っております。

次に、教育振興基本計画が教育の大綱というものが法的に位置づ

けられています。それと同時に地方公共団体における教育の振興の

ための施策に関する基本的な計画というので、教育振興基本計画は

つくるべしという努力義務がございます。これが５年で、今、２期

目が終わろうとしております。で、再来年からが３期目になります

ので、来年度はそれを策定するための経費をお願いしているという

ことです。以上でございます。

３番（西森勝仁君）

まあ、それぞれ御説明をいただきまして、好奇心や忍耐力をつけ

れるためにいろいろな授業をやっていくと。その目的につきまして

は私もそれは非常にもろ手を挙げて賛同するものであります。そし
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て、その教育振興基本計画の見直しもジャパン総研で行うと。そし

て、そのお話の、るる、お話を伺っている中に、関東中心に活動して

いる業者というふうにお伺いをいたしましたが、その関東、全部東

京の業者、今花まるなんとか学習だのなんぞいろいろ聞いたわけで

すけれども、これ、それぞれ事業所の所在はどこにあるんですか。

中四国とか関西にはないものですか。お尋ねします。

教育長（濱田陽治君）

はい。細部はちょっと記憶をしておりませんが、東京の近辺に本

社があります。また調べれば出てきます。それと、先ほども申し上

げましたように、ほかにそのノウハウがございませんで、平成 30 年

の後半にこのさかわ未来学をスタートするにあたって全国的に調査

をいたしまして、それでいくつかの候補を調べていった中で、最も

効果がありそうなということでお願いをしたということです。

３番（西森勝仁君）

いろいろ説明を聞きゆわけですけども、ちょっと聞いただけでは

よくわからんわけですけれども、何もかにも関東周辺の業者に委託

するやに聞こえましたけれども、そら委託するのは結構として、そ

の委託業者の口車に乗って町民の大切な税金を取られるようなこと

のないように。今、教育長の答弁の中には関東近辺の業者であって、

平成 30 年ごろばあ、効果も期待ができるということですので、そら

まあ非常にいいことですし、私もその、要するに費用対効果ですの

で、やっぱり効果が上がるような、7,400 万も巻き上げられた、ある

いはこの間も聞いてみたら博報堂に 5,700 万払ったよと。ほんでま

あ基本計画はできたもんの、またこれはあのときの印刷費は２千万

が京都の業者でしたが、そこまでは聞きませんでしたけれども、ま

あ、そういったようなことになってると思いますんで、その、製本

とかそういったものが出てくればですね、やっぱりその京都じゃな

んだいう業者じゃなくてそれほど高度な本じゃないと思いますので、

地元の業者をしっかり使って製本は仕上げてもらいたい。まあそう

いうふうに思います。まあ、このことは後日検証させていただきま

すので、まあ、県外の委託業者に大切な税金を取り上げられる、巻

き上げられるようなことのないようにきちっと、しっかりとチェッ

クをしてもらいたいと思います。

次に、給付型の奨学資金の創設でありますが、私が以前から命を

つなぐために１日 500 円程度の給付型の制度ができないかとこうい
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う質問をして、もう随分長くになります。それよりも以前に坂本議

員が平成 27 年９月議会でも同様な質問をしておりますが、一向にら

ちがあいておりません。町長答弁によりますと、私の思いは教育委

員会に伝えてあると、こういうことでありました。そして、令和２

年６月議会で私がこのことについてまた聞いてみますと、「私の私案

ももう既に教育委員会に渡してある」と。「教育委員会でしっかり結

論を出してくれるものと思っている」と、こういう答弁でありまし

た。しかし、今、言いましたようにちっともらちがあかんと。教育長

にお尋ねしますが、この町長から渡されたという私案、これはどん

なものか。あれはやらんでえいぜよということだったのか、これを

お尋ねします。それをほんでどうなっているのかお尋ねします。

教育長（濱田陽治君）

はい。町長から私案はいただいております。町に帰ってきまして

ですね、林業とか農業とかいろいろ町の役に立ってくださるような

お仕事に就いてくださるような青年に、奨学金を出そうというもの

でした。はい、そこまでです。以上です。

３番（西森勝仁君）

まあ、その内容が卒業したら町の仕事に就いてくれるとか、町の

役に立つような仕事に就いてくれる、まあ、そのよくわかりません

でしたけど、そんなことが内容に盛り込めるというようなことやと

思いますが、私が思うには町長からの指示っていうのはですね、こ

れはもう職命ではなかったろうと思います。いまだちっとも進んじ

ゃしません。職命というのは地公法 32 条によってこれはもう命令に

従う義務がある。これはもう随分長い間ほったらかしになっちゃあ

しませんでしょうか。教育長の答弁でもですね、これ去年の６月議

会ですけれども、町長からそういうような指示をもうて、私は何回

も質問している中に早く検討すると。いつまでも検討というわけに

はいかんよということで、６月、９月、12 月議会、一寸だましみた

いなもんじゃないかと。ほんでその私は例え 500 円であっても命を

つなげる 500 円、こういうような意味合いですので、ハードルは低

くしてくださいよというようにお願いをしてあったんですけども、

今聞くところによると町のためになるとかということは町で採用す

りゃえいわけやけど、そうもいかんというように思いますが、そこ

のあたりはどのように検討されて、どこまできているのかお尋ねし

ます。
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町長（堀見和道君）

はい。まず私のほうから補足の説明をさせていただきます。教育

長からは後ほど現時点でどういう状況かということについては回答

させますが、私のほうから職命でやりなさいと命令したわけではあ

りません。鹿児島県、確か長島町だったと思いますが、ぶり奨学金、

日本で初めてＵターンで帰ってきてくれる子供たち向けに教育ロー

ンの返済について補填をするという奨学金だったと思いますが、そ

の長島町の奨学金制度を参考に愛媛県の上島町でも奨学金制度をつ

くってます。そのときはまだ国のほうで給付型の奨学金っていうの

が出てませんでした。佐川町のほうでいろいろ事例があるので、参

考にしながら検討してみたらどうですかと声をかけたときにですね、

国のほうが給付型の奨学金を検討するという話がありましたので、

国とか県のほうで今後、給付型の奨学金制度が出てくるだろうと。

それも踏まえながら、そこでは十分に支援できない奨学金制度があ

ればですね、それは検討してつくるのも良いと思いますよというこ

とで伝えました。で、その検討した結果、やるやらないも含めて教

育委員会で結論を出していただいたらいいですということで、やり

なさいとか職命で出しているものではありませんので、それは御理

解をいただきたいと思います。

あと、教育長のほうから現時点での検討内容、検討条件について

は説明をさせます。以上です。

教育次長（吉野広昭君）

すいません、この件に関して私のほうから御説明をさせていただ

きます。

先ほど町長の答弁にもありましたとおり、奨学金につきましては

日本学生支援機構の無利息の第一種奨学金というものがあります。

それに加えまして、新たに給付型の奨学金も創設されている状況で

す。

また、高知県のほうでも日本学生支援機構の無利息、先ほど申し

上げました無利息の第一種奨学金の貸与を受けている方が、大学卒

業後６カ月以内に県内で就職する方を対象にして奨学金の返還を支

援する制度がございます。

で、町独自の給付型の奨学金につきましては日本学生支援機構で

あるとか県の支援制度に該当しない方に対して、卒業後町内に居住

して、第１次産業であるとか採用困難職に就業する方や、町内で起
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業する方を対象にするなど、一定の条件をつけて助成する方向で現

在検討しておりますが、今現在のところ結論を出すまでには至って

ません。将来に渡って持続が可能な制度であり、より充実した制度

をもう少し時間をかけて検討してまいりたいと思っております。以

上です。

３番（西森勝仁君）

説明いただきまして了解をいたしました。次にですね、ちょっと

一般会計予算についてお尋ねしてみたいと思います。

今年も昨年より２億円余り増えまして、標準財政規模の約２倍と

いう約 80 億円余りが組まれておりますが、この中には産廃絡みで５

億円程度の積立金が入っているようです。けんど、非常に大きな予

算であります。当初予算額を見ていますと、委託費も毎年５千万円

ずつ上昇しておりまして、今年は 11 億２千万円くらいになっている

わけでありますが、今年の目玉事業は何か、また、昨年の 12 月の議

会で永田議員が松崎の民有地に大量の公用車がつき据えてあるが、

使っているのかとこういうふうにお尋ねをしていたわけであります

が、町長は使用頻度についてはわからないので調べておくとこう言

っていたわけでありますが、そして、今年の予算書を見てみるとま

た民生費に公用車購入費と、213 万ですか、これが計上されているわ

けでありますが、これが必要なのか。公用車問題につきましては平

成 28 年６月議会でも邑田議員が質問しておりますが、このときは 69

台やったと。そして私が令和元年９月に聞いたときには 121 台と増

えておった。現在はこれは何台になっているのか、以上４点につい

てちょっとお尋ねをします。

総務課長（麻田正志君）

私のほうから公用車の現在の台数ということですが、すいません、

ちょっと現在の台数につきまして、今手元に資料がございませんの

で、もう一度確認してから報告をさせていただきます。

３番（西森勝仁君）

ちょっとそこがあるけ、それをちょっと今調べてもらいたいと思

います。休憩してもらいたいと思います。

議長（岡村統正君）

休憩します。

休憩 午後１時 55 分
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再開 午後１時 58 分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

総務課長（麻田正志君）

公用車の台数についてお答えをさせていただきます。

現在の公用車の台数は 126 台になっております。それで、以前に

邑田議員にお答えしたときの台数は、ちょっと答弁書を今よう確認

してないですが、60 何台という台数から考えれば、軽自動車の台数

でお答えをさせていただいたんじゃなかろうかというふうに思いま

す。役場の公用車につきましては軽自動車のほかに普通自動車であ

りますとか、学校とか町有のバスとか、あとトラックでありますと

か重機とか、消防関係の消防車あるいは給食の運搬車などもありま

すので、それらを全部集めまして 126 台ということで、軽自動車だ

けに限りますと 63 台ということになります。

あと、御質問の中にありました公用車につきましては、ちょっと

すいません、予算書確認しておりませんけど、今年の予算書の中に

はさくら荘、デイケアセンターさくら荘の送迎車の分と、あと給食

センターの運搬車、この２台の公用車購入の予算が計上されており

ます。以上でございます。

（「答弁漏れ。公用車の使用頻度。町長も調べちょくと言うた。」

の声あり）

お答えいたします。使用頻度につきまして、以前、永田議員の御

質問にあったときに答弁させていただいてましたあの時の状況から

ほぼ変わらない状況になっておると思います。総務課のほうにつき

ましては、あのときには向こうの公用車のとこには研修であります

とか出張で使う分、そういうものについて今年の使用頻度が低くな

っておると。あと、他の課の分につきましてもそのようなものとか

の使用頻度が低くなっておるという状況の御報告をさせていただい

たと思います。そのときと今でそんなに状況については変化がない

ものというふうに思います。以上でございます。

３番（西森勝仁君）

総務課長から今それらしき答弁がありましたけど、町民のみんな

はいっつもあそこに大量の、いつも常時 20 台くらいが軽自動車も含

めて公用車がつき据えられてあるわけですど、いごいてないのがほ
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とんどみんな住民が知っています。今、総務課長からそれらしき答

弁がありましたけれども、ちょっと留意して見ていただきたいし、

不要なものは処分してもらいたいと思います。維持費がかかります。

それはお頼みをしておきます。

次に、コロナ対策についてお尋ねをしたいと思います。まず、コ

ロナ対応につきましては町長の行政報告やチーム佐川推進課から地

方創生臨時交付金の実施計画にというものをもらっておりますので、

大体のことはわかりましたが、少しばかりお尋ねをしたいと思いま

す。

資料によりますと、交付金の総額は４億 3,849 万２千円というこ

とになっております。これを見ますと、コロナとは関係なさそうな

道の駅基本設計委託料、これに約１千万。今、昨日客車が来たよう

でありますけども、客車の収納施設の中に地元のアーティストを使

うということで、花弁の、花の花弁ですね、これのシャンデリアを

つくる用途で 220 万、ほかにも光ファイバー、あるいはＧＩＧＡス

クールこういったところにも多額の予算を配分しているわけであり

ますが、この中で本当にコロナで困っている人、困っている人対策

に使われている予算というものは総額どれぐらいになっているもの

か。チーム佐川推進課からいただいた地方創生臨時交付金の使途は

４つに分けてありますけれども、それを今言いました、本当に生活

に困っている人対策として使ったものはいくら、そのほかなんぼ、

トータル４億３千万というふうな形で御説明をいただきたいと思い

ます。わかれば、これをお願いします。

チーム佐川推進課長（田村正和君）

西森議員の御質問にお答えさせていただきます。

新型コロナウイルスの感染症の地方創生臨時交付金についてのお

尋ねだということで、まず、西森議員言われたとおり、本年度に交

付されるコロナの交付金は４億 3,849 万２千円。で、今から私が言

う数字はですね、佐川町で事業計画をして、事業費、事業費ベース

で御説明をさせてもらいます。

まず、交付金の使途、雇用の維持と事業の継続。これ具体的に言

いますと、佐川町で言いますとチーム佐川支え合い基金に挙げた事

業でありましたり、それから高知県の休業要請協力金の負担金、こ

れの事業費、それから子育て世帯の給付金でありましたり、新生児

の特別定額給付金、それから修学旅行のキャンセル料でありました
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り、こういった事業の経費が事業費ベースで 6,718 万２千円という

ことです。で、交付額が４億 3,849 万２千円に対して 6,718 万２千

円が先ほど言うた雇用の維持、事業の継続、で、直接交付金の中で

給付金とかに使ったお金と、事業費ということになります。

その他にはですね、分類として感染拡大防止策と医療提供体制の

整備及び治療薬の開発という国の分類の中で言うと 5,374 万３千円、

それから次の分類で言いますと、次の段階として官民をあげた経済

活動の回復という分類がございます。これが 7,505 万４千円。それ

からもうひとつの分類で強靱な経済構造の構築という分類がござい

まして、この事業費が２億 5,792 万８千円となってございます。以

上でございます。

３番（西森勝仁君）

今、御説明を聞きましたけれども、本当に困っている人対策用っ

ていうのは約７分の１くらいじゃないかというふうに思いますけど

も、できるだけ多くの困っている町民の救済をしてもらいたい。こ

れは早くから言っていたことでありますけれども、町の基金を崩し

て対策をしたかと思えばコロナ交付金が来たらそれで全部充当して

しまったと。ほんで町民からの税金では対応していないということ

やったんですけど、ちょっとでも温かい手を差し伸べてもらいたい

と思いますんで、町独自の対策もどんどんやってもらいたいと思い

ます。このコロナはまだしばらく収まるような気配はないと思いま

す。早うに収束していただきたいですけれども、いつになるやらわ

からんということであります。

また、資料見てみますと、補正予算にコロナ臨時交付金で金峯神

社の参道を整備する。これに 298 万１千円が計上されているわけで

ありますが、これはどういうものなのか。町内にはたくさんの神社

仏閣があり、それぞれ荒れた参道もいっぱいあるわけですが、この

金峯神社の参道だけを野外観光施設として整備する、こういうこと

らしいですけれども、これにはちょっと無理がありはせんろうかと

いうふうに思います。そして、予算書を見るとですね、町有財産管

理工事とありますが、この参道が町有財産になるのか。確かにあの

山は約 10 年ほど前に民有地だったのを西谷の人たちが木がふけに

なって冬になったらひとつも日が当たらん、切ってくれというよう

なことで買収して切って、そこそこ日が当たるようにはなっていま

すが、これを見るとあれをどうするか知りませんけれども、工事を
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すると。こういうことになると憲法第 20 条には政教分離の原則とい

うものがあって、これに抵触するかどうかは法と照らし合わせてみ

ないといけないわけですが、これはまた町長の職権乱用になりはせ

んろうかと。これはどういうことでこういう予算が組まれているの

か御説明をお願いいたします。参道が町有財産なのか。費目は総務

管理費に組まれていると思います。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。この予算に計上した経緯につきましては石段

横の石積みのところが膨れてきて、崩落、崩れる恐れがあるという

ような声を住民の方からいただきまして、現地確認に行ったところ

でございます。２カ所の箇所につきましてちょっと膨れておって、

崩落する可能性もあるということでその修繕工事を行うということ

が内容になっております。

この石段横の石積みの箇所につきましては、先ほど西森議員のお

話にもありましたように町有地ということになっております。そし

て、この石段の部分につきましても、こちらの赤線ということで町

のほうの管理ということになっております。事業の内容とかいうこ

とについてのお答えは以上になります。

３番（西森勝仁君）

説明は説明でわかりましたけれども、それが屋外観光施設という

ことになるのか、また、その参道と、要するに工事の必要性という

のはその周辺工事がそのなんか崩れそうなき直すということやけん

ど、それを今この予算の、積算の基礎説明になる、その野外観光施

設、屋外観光施設ということに該当するものなのか。これはおかし

いと思います。これはできないんじゃない、やるとすれば町道かな

んかの工事費ですべきじゃないかと。財産管理に該当するようなも

んじゃないと思いますがいかがでしょうか。

チーム佐川推進課長（田村正和君）

お答えさせていただきます。西森議員がおっしゃられる、屋外観

光施設の事業についてどうかということだと思いますが、県の実施

する、県の補助金で屋外観光施設の緊急整備事業というのがござい

まして、既に補正をして事業を実施しております、牧野公園のトイ

レでありますとか、それから長谷渓谷の事業、この補助事業はです

ね、今までコロナの影響があったことから、観光をするという方々

がやっぱり屋外のほうに注目をしているということで、県が創設を
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して今事業を実施しているところです。

今、御質問いただいた金峯神社の町有地の件につきましては、県

にも事前に相談をさせていただいて、上町周辺の観光の施設という

ことで、牧野公園を含む上町周辺の観光のルートであるということ

で、高知県のほうには事前に事情を説明させていただいた上で、補

助対象になるということで回答をいただきましたので、総務課のほ

うで今回、補正の計上をさせていただいております。以上です。

３番（西森勝仁君）

説明の引き合いに長谷渓谷の修繕整備とかあるいは牧野公園の整

備とかいうものが引き合いに出されたわけでありますが、明確にあ

そことは違うわけであります。かなり担当課が鉛筆をなめて県を説

得したと思うわけでありますが、これはね、ちょっと無理があると

思います。これはまた一般質問じゃなくて引き続いてちょっと今の

答弁の内容から検討させてもらいますが、これはかなり無理がある

んじゃないかということを申し上げておきます。

こんなふうになんでもありみたいな事業が結構多くなっています

けども、今国の借金も大変になっていますので、コロナが収束した

らこの借金問題が大変な問題になって出てくると思いますけれども、

予算の編成権者である町長には絶大な権限があるわけですので、そ

こらあたりもやっぱりしっかり査定をしてもらいたいと思います。

みんなで渡れば怖くないじゃなくて、みんなで行くから大きな借金

になって怖いということもあります。

それに、以前ですね、中芸支局の北原さんという方が公の財布と

してコラムを書いていましたけれども、国のお金しかり、税金を使

うということは大変なことやけ、町長も議会もしっかりせいとこう

いうふうに言っていましたが、確かにそのとおりでありますので、

予算の編成権者が、これをしっかりやってもらいたいというふうに

思います。

次に、ちょっと農業振興について、時間もあんまりなくなってい

るようですので、単刀直入にお尋ねをしますが、今、佐川町では高

齢化が進んでおりまして、町内の農家にお金を取らす、この政策が

１番大事じゃないかというふうに思いますが、金を取らす政策、今

何をしているのか、これからどうしようとしているのかお尋ねをし

ます。

産業振興課長（森田修弘君）
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西森議員の御質問にお答えさせていただきます。佐川町のほうで

はイチゴやニラ、トマト、ショウガなど栽培後の集出荷の体制が整

っている作物、高収益となる作物についてを推進しております。こ

れらの作物については町内で十分な実績がありまして、農業の経営

計画が立てやすく、新規農業支援や経営規模拡大などの園芸用ハウ

ス整備事業など支援策を活用されております。

また、農業の所得向上に資するものといたしましては、令和５年

春の開業を予定として準備を進めております道の駅においては地場

産品を販売するスペースなどを設ける予定でございますので、販路

拡大などそういったことに大きく寄与するものと考えております。

以上でございます。

３番（西森勝仁君）

今、さらりと農産物の出口戦略について聞いたような気もします

けれども、そういうことじゃなくって、もう少しお金を取らすこと

は何ができるかとか聞きたいわけでありますが、昨年の 12 月議会で

も永田議員さんがハイブリッド米を提案をしておりました。このハ

イブリッド米というのは収量も 1.5 倍ほど多く、味も遜色がないの

で、農家に少しでも多くのお金を取らすためには高い種子代を補助

できないかと、こういったことを問うていたと思います。町長初め

執行部の答弁は議事録を見てみますと、ちょっと難しい問題とかな

んとかいうようなことであんまり乗り気のあるような答弁ではなか

ったように思いますが、その後、このような種子の購入費とか特別

な補助金とかいったものはどうなっているのか。ちょっと一昔、私

の担当していたころには新作物導入事業として１品目 100 万円、こ

ういったものを予算化しておりましたし、また、畜産農家と耕種農

家の連携を図るためには軽四ダンプの購入、この３分の２の補助金

を用意して積極的に応援をしてきたわけでありますが、こういった

ところはどんなふうになっているのかお尋ねをします。

なければないで結構です。

産業振興課長（森田修弘君）

お答えさせていただきます。西森議員のおっしゃってました新作

物導入事業、以前佐川町のほうで実施をしていた事業でございます

けれど、この事業につきましては 30 年ほど前に旧の佐川町農協、旧

の斗賀野農協と町の出資により、農業振興基金を設立し、その利息

を活用して実施していた事業でございまして、農協が町内で導入を
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検討する新作物、新品種、新たな栽培技術などの調査や栽培実験な

どの費用に対して 100 万円を上限に補助しておりました。

実績としましては、新作物としてニラの産地化でありましたり、

当時のイチゴの新品種でありますニューベリーやとよのかなどの導

入、米の栽培技術として永田農法や直播き栽培の実証実験などを行

っております。

この事業につきましては、農協が旧コスモス農協に合併する、こ

のときに基金の出資金をお返しをしたため、利息分での事業継続は

困難となっており、事業を中止しております。

佐川町におきまして今現在、新作物の導入につきましては特段の

取り組みはしておりません。これは新作物につきましては場合によ

りましては１次加工が必要になる場合もありまして、出荷体制であ

りますとか、販路の確保など環境整備が大きな課題となってきます。

意欲のある農業者や地域から新作物導入について具体的な要望があ

った場合には行政としてどのような支援ができるのか実行可能な方

法について関係機関と連携しながら考えていきたいと思います。

また、農業機械の購入補助につきましては本年度は集落営農支援

事業費補助金としまして、２件実施しております。来年度につきま

しては要望がないために現在のところは予算化はしておりません。

以上でございます。

３番（西森勝仁君）

昔は実施してきた直播き栽培とかいろんな報告も聞きましたけれ

ども、販路拡大が大きな問題ともなってくるということで、そらそ

のとおりでありますが、しかし、農家を元気にするためにはですね、

まず、作物、有利な換金できる作物をつくりまして、農家に現金を

取らすことが１番大事だと思います。農家が元気になるとですね、

後継者も出てくるでしょうし、購買力も上がる。そして、佐川町全

体が活性化してくると思いますので、ぜひとも積極的な政策を打っ

てもらいたいと思います。

今、レンタルハウスが大分普及していますが、あれも平成９年に

私が担当課長のときに議会で突然提案がありまして、やるかやらな

いかというようなことやったですけれども、まあ、じゃあすぐやり

ますと言うて実際実務をしていただいたのはここにおる下川議員が

担当のときに全部やってくれましたけれども、積極的に取り組んで

もらいたいということですので、よろしくお願いをしておきます。
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公平さんが手を挙げてくれましたけど、公平さんの下に下川君がお

って、実際に予算の配分とかやってくれたと私は思っています。ほ

んでまあまあ、そういったことを積極的にやってもらうようお願い

をしちょきます。

次にですね、時間もほとんどありませんので、次に通告してあり

ます、高北病院の給食の外部委託に関する件でありますが、これは

地元の納入業者の方から私が相談を受けまして、地場産の農産物の

納入とそして、地産地消についてお尋ねをする予定でおりましたと

ころ、昨日、その納入業者の方からお話がありまして、「西森さんよ、

私はこの件について納得しているわけじゃないけんど、僕も歳も歳

やし、もうこの件にはえいけ、あんまり嫌われるようなことは言わ

んときやと」こう言って気遣ってくれました。私も公平さんのやめ

際にこれはいささか気の重い質問になるよと、こういうふうに思っ

ていた矢先のことではありました。私は渡辺公平さんとは本当に長

い付き合いでありまして、思い出も山ほどあります。農水省時代の

公平さんのころから稲毛海岸のあのころの思い出も随分あって、非

常に懐かしく思います。公平さんは現在でも皆さん御承知のとおり、

名物課長としてならしまして、この３月末で退職されるとのことで

ありますが、公平さんはお見かけのとおり、まだまだお若いのであ

りますし、その能力からして引く手あまただと思います。これから

も体に十分留意され、次のステージでのさらなるご活躍を御祈念い

たします。

今回は特に答弁はないかと思いますが、何か一言あればお話をい

ただきまして、今定例会での私の一般質問を終わります。公平さん、

長い間ご苦労様でした。どうも、ありがとうございました。これで

終わります。

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君）

渡辺公平です。えらいお褒めの言葉をいただいたようで、どうし

ても手を挙げて御挨拶をさせていただきたく出てまいりました。

私は一度、役場を定年退職しておりますので、それから５年間の

任期いうことで佐川町病院事業の副管理者兼事務局長の任を拝命し

たところであります。この３月末をもちまして５年の任期がまっと

うするわけでして、その間、皆様方には大変、御指導・御鞭撻いただ

き、いろいろなこともありましたけど、難なく任期はまっとうでき

ると思います。
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ただ、いかんせん一般質問でも随分今日も出ておりますように、

新型コロナウイルスはまだまだ収束しておらず、今からコロナワク

チン接種が始まる段階でもあります。また、病院におきましては先

の議会で橋元議員からも一般質問をいただきましたように、公立病

院、公的病院の再編統合とかいうような議論もまだ控えております。

こういった中ではございますが、私の後任のほう、事務局のほうに

は優秀な者がたくさんおりまして、きっと皆様方の御指導・御鞭撻

を賜りながら、見事、達成・実現ができるものと私は確信しており

ます。

まだまだしゃべりたい気持ちはいっぱいですが、突然でございま

すので、このあたりで感謝と将来の高北病院の発展を願い私の言葉

に代えさせていただきます。ありがとうございました。

（拍手）

議長（岡村統正君）

以上で、３番、西森勝仁君の一般質問を終わります。

引き続き、５番、坂本玲子君の発言を許します。

５番（坂本玲子君）

５番議員の坂本です。議長のお許しをいただきましたので、通告

にそって質問させていただきます。どうぞよろしくお願いします。

一番最初にコロナと高北病院についてお伺いしますが、コロナに

関しましては町長の行政報告及び午前中の松浦議員がすばらしい質

問をしまして、私の聞くところがなくなったと思っておりますけれ

ども、そういうことで重複するところもあると思いますが、簡潔に

お答えをいただきたいと思います。

高知県下では、コロナ感染者は少し落ち着いているようにも感じ

ますが、まだまだ予断は許さない状況が続いています。そんな中、

子供の自殺者数が 1980 年の調査開始以来、最多の 479 人との報道が

ありました。また、経済的理由で大学をやめた人も多いと聞きます。

子供たちを含め、みんなの体や心に大きな影響を与えているコロナ。

早く収束し、平常の生活が戻ってくるように願うばかりです。

コロナ禍での町民への影響についてお伺いします。ひとり親家庭

で非正規雇用だと、雇い止めなど生活に直結する問題が発生します。

この１年で生活保護世帯はどれぐらい増加しているのか、また緊急

小口資金や総合支援資金等の借り入れの件数、実人数はどれぐらい

いるのかお伺いします。
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健康福祉課長（岡﨑省治君）

坂本議員の御質問にお答えをさせていただきます。このコロナの

影響によりまして、まず生活保護世帯、受給世帯の推移ですけれど

も、コロナ前の、去年のこれは３月末時点ということで申し上げま

すけれども、３月末時点で町内での受給世帯は 169 世帯になります。

対しまして直近の今年の２月末時点では 167 世帯という形で、この

生活保護受給世帯としては特段の影響、数字的な影響はないのかな

というふうに考えております。

一方で、緊急小口貸付金、これは社会福祉協議会が窓口になって

ますけれども、これのコロナの影響によって貸付をした世帯として

は 67 世帯。ちょっと世帯数でしか押さえてありませんけども、67 世

帯ということでございます。以上です。

５番（坂本玲子君）

生活保護世帯については増加があまりないということでしたが、

緊急小口資金や総合支援資金等の利用者、利用世帯が 67 世帯という

ことですが、その利用者の中でひとり親家庭の数及び 20 代から 50

代の方の世帯はどのようになっているのかお伺いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。ひとり親家庭の世帯の内数という

ものが、私の手元に正確な数字がもっておりません。年齢について

もちょっと資料がございませんので、またお調べをしてお知らせを

したいというふうに考えております。ただ、社会福祉協議会から話

があっておるのはそんなにひとり親世帯が多いということはないと

いうふうには聞いております。以上です。

５番（坂本玲子君）

では私が調べたほうを言います。ひとり親世帯が約６世帯、20 代

ないし 50 代の世帯が 51 世帯で、全体の 76.1％ということでした。

これは通告をしてありましたので、ぜひ調べておいていただきたか

った数字ですが、そういうその 20 代から 50 代の働き盛りの方とい

うことで、コロナの影響で経済的に苦しい方々に町として何ができ

るか、一人一人に寄り添った施策を展開していただきたいと思って

います。それに対して佐川町は今、どんな施策をとっているのかお

伺いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えいたします。このコロナの影響によります個人、世帯への
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支援といたしましては、今年度に入りまして臨時給付金、それから

新生児の給付金、あとひとり親世帯については５万円プラス。あと、

年末、昨年末にも追加給付があったということでございます。

それから、佐川町独自の取り組みとしてチーム佐川支え合い基金

の中で、減収世帯に対しての緊急小口資金の対象者に対して３万円

支給をするというそういった施策を展開しております。以上です。

５番（坂本玲子君）

私が聞きましたところ、その総合支援資金、最初受け取った方が、

大変な状況がずっと続くということで、再度の申請をしている方な

どもいると聞きましたので、ぜひ町民の方のそういういろんな状況

を確認した上で必要な施策を打っていただきたいと思います。

コロナのほうで感染を防ぐためにはコロナワクチンの接種が急が

れるところですが、コロナを打つのが怖いという方が周りにたくさ

んいます。まずは、ワクチンの効果、副反応、後遺症はどうなってい

るのか、その辺についてお伺いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをいたします。このコロナワクチンにつきましては、新し

く開発されたワクチンということで、国民と言いますか、町民の方、

副反応等の御心配があるというふうに考えております。で、この副

反応の問題に関しましては国、それから今承認されているのはファ

イザー社というところになります。そちらのほうから正確な情報、

どういったケースで副反応があるのかといったことの情報が逐一さ

れることになっています。

で、今、日本国内では医療従事者の先行接種ということで、最近

になって激しい副反応の事例ということで、ニュースになっている

ということになりますが、佐川町が市町村の立場としてはそういっ

た副反応に関するファイザー社あるいは国からの情報を正確にお伝

えをすると。で、今現時点ではそういった副反応に関する資料とい

うものが今国のほうからはでてきておりません。で、町民の方々に

対しましては今ひとつ考えているのはこれから接種券を送付すると

きに、こういった副反応がありますと、国からの示される資料があ

りますので、そういったものをきちっと配布をするということとあ

わせて、いろんなところで情報提供をしていくと。これについては

町が独自の判断でこういう副反応がありますということは言えない

ものですので、そういった慎重な対応を図りながら、ワクチンの性
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格をお伝えをして、ひとつはですね、これはワクチンは打つ打たな

いというのはご本人の同意によるものになります。そういったこと

もあわせて周知をさせていただきたいというふうに考えております。

以上です。

５番（坂本玲子君）

コロナにかかりにくくなったり重症化率を減らすためにはコロナ

ワクチンが有効だと聞いています。そのためには住民が安心してワ

クチンを打てる環境が必要です。ワクチンを打つか打たないかはも

ちろん町民一人一人が判断をしなければなりませんが、そのへんを

接種券と一緒に詳しくお知らせいただくということでしたが、それ

だけでいいのかなと。で、今朝ほど松浦議員がおっしゃっていまし

たように、専用ダイヤルが４月から引かれるということですので、

実際に声を聞いて聞きたいと。文書はなかなか読めない方とか、読

みづらい方もおいでますので、そういう手を尽くした対応をして、

スムーズに接種ができるようにしていただきたいと思います。

今朝ほどから本当に松浦議員が全部聞いてますので、これ二重に

なりますけれども、ワクチン接種が高齢者向けのワクチン接種が４

月中旬ごろをめどに実施をすることになっていますが、佐川町の高

齢者の人数は何人か、１日の接種予定人数、接種券の発行、会場を

どうするか等について、簡潔でかまいませんのでお答え願います。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。佐川町内の高齢者の人口というと

ころでいきますと、約 5,200 人という形になります。で、１日あた

りの接種量というところでいきますと、これは個々の医療機関で受

付ができる体制が違いますので、健康福祉課としては１週間単位で

考えております。１週間単位で約 500 人の規模を個別接種でやる。

で、それに足らない部分について土曜日曜で想定をして集団接種で

健康福祉センターかわせみで行う予定と。集団接種の１日あたりの

接種の人数、今のところ 170 人を計画をしているという形になりま

す。

あとは接種券の発送でしたですかね。接種券につきましては今は

想定になりますが、４月 26 日の週から本格的に高齢者向けの接種が

始まるとするならば、それ以前の４月上旬から中旬にかけて高齢者

向けの接種券を発送するというふうな今のところ計画です。ただ、

これがずれていきますと少しスケジュールもずれる可能性はありま



145

す。以上です。

５番（坂本玲子君）

今朝ほどの松浦議員の質問で接種は個別接種を主体としてやると

いうふうな方向性でしたので、かかりつけ医ならばその個人個人の

状況がよくわかっているので、接種を受ける方も安心して受けられ

るんじゃないかなというふうに思います。

いろいろありますけれども、本当にわからないことがたくさんあ

って大変だと思いますが、佐川町でもこれだけとかっていう形では

なくて、よりいい形がとれる柔軟な体制づくりをしていただきたい

と思っています。

その次に、コロナの影響で受診控えが起こっています。現に国保

での医療給付費は３月補正で約８千万円の減額補正を出しています。

全体の額からしたら約５％くらいですが、しかし、実感はもっと多

いような感じがしています。高知県では医療機関の約８割が民間と

なっています。佐川町でも民間の医療機関が非常に多いと。普通の

内科だけではなくて、歯科とかも入れるとかなりの数があると思い

ます。ワクチン接種でも民間の手を借りることによって接種がスム

ーズに進みますが、その病院を守るということが大切だと思います

が、公立の病院を守ると共にそういう民間病院のサポートもする必

要があると思いますが、その点についてはどのようにお考えかお伺

いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。コロナの感染の影響によりまして、

受診控えというものには、町内の民間の病院においても経営の影響

があるものというふうには考えております。

で、民間病院への経済的な支援に関しましては、国、それから都

道府県において新型コロナの緊急包括交付金、これを活用した感染

防止対策の支援策が現在あります。で、各医療機関、町内の医療機

関においても活用していただいてるというふうには思います。

現在のところ町として独自の支援策は考えておりませんけれども、

今後の感染状況、それから国・県の議論を注視しながら必要に応じ

て対応していきたいというふうには考えております。以上です。

５番（坂本玲子君）

ぜひですね、いろんな病院も守って私たちも本当にかかりつけ医

がいることで安心して生活できますので、本当にお忙しいこととは
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思いますが、目をかけて、手を足らしていっていただきたいなと思

っています。

コロナが流行したときに、高北病院はいち早く検査態勢をとって

いただきました。さすが公立病院だ。頼りになるなあと思ったこと

でした。４月からは、佐川町でも高齢者から順次コロナワクチンの

接種が始まります。高北病院は公立病院としてどのような役割を担

っていくのか。コロナの接種においてどのような役割を担っていく

のかお伺いします。

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君）

お答えいたします。新型コロナウイルスワクチン高齢者向け優先

接種におきまして、高北病院は基幹型接種施設としての役割を担う

ことになっております。今朝の松浦議員の御質問に対して岡﨑課長

が答弁された内容と重複するようになるとは思いますが、具体的な

役割の内容は高北病院にディープフリーザー、超低温冷凍庫を設置

し、高北病院で接種予定者に接種をするとともに、町内ではほかの

５つの医療機関が行いますサテライト型接種施設や集団接種会場へ

接種に必要なワクチン数を供給することが役割になってございます。

以上でございます。

５番（坂本玲子君）

基幹型接種施設としての役割を果たされるということで、しっか

り頑張っていただきたいと思います。

もう１点お伺いします。一般論としてお聞きしますが、進行性の

難病で重度の障害のある人が病気が進行し、生命保持のため市内の

病院で人工呼吸器装着の手術を受けました。術後、後方の医療機関

等への転院を勧められました。このような患者さんの紹介が高北病

院にあった場合、高北病院はどのような対応ができるのかお伺いし

ます。

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君）

お答えいたします。まず、理由を述べさせていただきますが、高

北病院には難病とか呼吸器疾患の急変、悪化に対応できる専門医は

いません。また、こういった方を仮に受け入れるとすれば、可能性

のある病床は看護配置 10 対１体制の急性期病床が考えられますが、

ここは在院数が 21 日内で、お世話ができる介護職員の配置は必要な

いことになっております。

このため、市内の専門病院から転出された場合、在宅ケア障害者
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支援施設への転出を目的に高北病院で２ないし３週間、病状の安定

状況を観察するための入院観察療養こういったことでは行えるので

はないかと考えます。以上でございます。

５番（坂本玲子君）

後方支援病院としての役割を担っていただけるということで安心

しました。そういう目的で、例えば高北病院に入ってきた場合、も

しその御家庭の方が高齢とかの事情で在宅復帰が困難になった場合

ですが、障害者支援施設への入所ができるように病院・病院の地域

連携室・健康福祉課で連携して最大限の努力をしていただけるとい

うことでしょうか。

病院事業副管理者兼事務局長（渡辺公平君）

御質問のとおりでございまして、在宅復帰等ができん場合、まあ

あの高北病院へ転院されて、入院観察療養というのは病状が安定し

ておるかどうか、在宅への復帰ができるか、また、介護施設への転

出ができるかどうかを２、３週間かけて見極めていくものでござい

ます。

そして、在宅には在宅の条件がありますので、できない場合には

介護者支援施設への転出ということになりますが、この施設は障害

者総合支援法に基づく施設のことで、佐川町の近くでは土佐市とか

高知市にございます。

市内の医療機関で手術されて、後方支援病院の高北病院に患者の

紹介があった際、その時点で高北病院で２、３週間観察療養をした

あとどうしますかということが当然その市内の専門病院の医師と連

携室の者とのやり取りがなされてきます。その際に既に次には在宅

復帰ができないんであれば、介護施設への転出こういったことを視

野に入れた行動を高北病院だけでなくて、高北病院にはこの役割を

担うていくところが退院調整地域連携医療福祉相談室というのがあ

りますが、ここを中心に市内の専門病院、それと患者さんご家族、

それと町の健康福祉課、それと障害者支援施設と、こことの連携を

密接にしてそれぞれやり取りをして、そちらの介護施設へ転出でき

るように、最大限の努力をしていくものであるというふうに認識し

ております。そのように考えてございます。以上でございます。

５番（坂本玲子君）

ありがとうございます。本当に高北病院も後方の支援病院として

いろんなことでこういうことになると、経営的にも大変なことにな
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ることもあるかと思いますが、医療の本質を考えたときに、患者に

とって何がベストか考えるのが医療の原点だと思います。

例えば、人工呼吸器を装着している患者さんの場合は、本当に県

内でそういう総合支援できる施設が１カ所だそうです。いろんなと

ころにあればいいのですが、なかなかそういう本当に大変なことを

かかえる方もおいでますので、ぜひ公立病院、本当に医療の面でも

住民が住み続けることができる、高北病院があってよかったと思え

る病院にしていってほしいと願っています。

この件についてはまた今後もお願いをしていきながら、障害児者

が本当に地域で住み続けられる町になっていくようなことをともに

考えていきたいと思っています。

２問目、ちょっと順番が変わりますが、図書館建設に関してお伺

いいたします。

町長は行政報告で図書館建設の場所を現図書館のある冨士見町に

決めたと発表されました。その決意に至った理由は何かお伺いしま

す。

町長（堀見和道君）

御質問いただきましてありがとうございます。坂本議員の御質問

にお答えさせていただきます。

なかなか難しい決断ではありましたけども、一番、今回決定をす

る上でですね、私の中で大切にしたのは議員の皆さんとこれまで時

間をかけて協議をさせていただいて、焼酎蔵のよさについても私た

ちもお伝えさせていただきましたし、現在の図書館のある場所につ

いてのよさも御意見もいただきました。

どちらもなかなか 100 点満点というわけにはいきませんが、それ

ぞれの場所においてよさがあります。その中でやはり時間をかけて

議員の皆さんとは協議をしていろいろな御意見もいただいて、御提

言もいただいて、２月に議案の説明会の折にですね、14 人の議員の

皆さんお一人お一人からお考えをいただきました。その議員の皆さ

んのお考えをお聞きした上で、私自身もやはりしっかりと皆さんの

声に耳を傾けなければいけないなという思いの中で、教育委員会、

教育長と協議をした上で、今回、行政報告でも話をしましたが、建

物に対する駐車場の近接性ということ、利便性、このことをやはり

第一に考えたというところであります。

この議員の皆様との長年に渡っての協議だけではありませんで、
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1,951 通の署名もいただきました。この署名につきましては色々な

人の思いがあって、署名を集められた人の思いもあるし、署名のお

願いに来たけども、署名をしなかった住民の皆さんの思いもありま

すし、なかなか短時間でどちらがいいのかって言うその場所の問題

をしっかり検討して、署名をするというのはなかなか重たい署名だ

ったんではないかなというふうには思いますが、実際、その要望書

を私のところにお持ちいただきましたので、その住民の皆さんの思

いも受けて、今回、このような決断にいたしました。以上でござい

ます。

５番（坂本玲子君）

教育長にお伺いします。この事業は教育委員会の事業だと思いま

すが、図書館の場所について教育委員の会で話し合われたことが今

までありますか。

教育長（濱田陽治君）

はい。御質問にお答えいたします。この図書館の整備につきまし

ては、ずっと懸案のことでございまして、また、町を挙げての取り

組みになりますので、教育委員会だけで全てお答えを出すというこ

とはできませんのです。その都度この議会で御説明したこととか、

焼酎蔵の前に候補地になっていた場所などもあわせて、ずっと御報

告をしながら御意見をいただきながら、ここまでの経緯となってお

ります。以上です。

５番（坂本玲子君）

私はなんかちょっと「ん。おかしいな。」と思うところがあってお

聞きするんですが、そもそも教育委員の役割は何だとお考えでしょ

うか。

教育長（濱田陽治君）

教育委員につきましては、教育行政の執行機関の一員として、教

育委員会の重要事項の意思決定を行う責任を担っております。また、

それぞれの立場や視点から地域の課題を捉えまして、住民の皆さん

の思いや御意見を行政に反映するように努めるという役割ももって

いると考えております。以上です。

５番（坂本玲子君）

私もいろいろ調べてみました。教育委員、５人の会ですが、その

５人の会っていうのを狭義の意味での教育委員会は全ての教育に関

する仕事を検討・実施することになっています。いわゆる事務局は
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教育委員の方は常勤ではありませんので、事務局はその仕事を委託

されているような関係で、最近、よく教育委員会っていうと事務局

が主な教育委員会を認識する方が多いかと思いますが、狭義の教育

委員会は５人の会となっています。これらの重要事項の意思決定っ

ていうことを先ほど教育長はおっしゃいましたが、その前に場所を

決めるのに話し合いをしたかと聞いた時に、報告はしたというふう

な、御報告をして意見を聞いたと、で、結局意見は聞いて、結局、重

要事項の意思決定が本当になされるべきは教育委員会、狭義の教育

委員会、５人の会ではないかと思うんですが、そのへんはどのよう

にお考えでしょうか。

教育長（濱田陽治君）

はい。教育、ですから報告をして協議をしておりました。で、先ほ

ども申し上げましたように、これは町を挙げてのものになりますの

で、教育委員会単独の意思決定で済むものという認識はもっており

ませんでした。

また、最初の請願が確か町長さんと議会になってたものでもあっ

たとも聞いておりますので、私はそのように認識をしておりました。

間違いであったらこの場でお詫びをいたしますけれども。

ほかの案件につきましては、事細かく御説明をしておりますし、

毎月定例でもっておりまして、御説明をしております。または、御

意見をいただきながら必要な場合には意思決定をする場面もござい

ます。以上です。

５番（坂本玲子君）

今回ですね、この署名を取るにあたって、教育長以外の教育委員

４名の方一人一人に御意見をお伺いしました。この４人の方は署名

の趣旨に賛成ということでした。そして、図書館の場所について正

式な会議をしたのかお伺いしましたら、していないという返事でし

た。これはね、やっぱり認識が違うのかも、町全体のことであろう

とも少なくとも意思決定は教育委員会ですべきじゃないかと。で、

なんかその事務局と教育長が教育委員会を全部代表はしちゅうかも

しれんけど、決定まで全部やるというふうな感じなのかな、なんか

おかしいなと。まあ、今回は複合施設にするか別につくるかという

判断が必要でした。けれども、町長は今回の決定に関して行政報告

で「教育長初め教育委員会事務局と協議し、結論を出した」と言わ

れました。あれ、教育委員の意見は聞かなかったのかなとそのとき
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思ったんです。

法で教育長にいろんな事務を委託するんですけれども、委託でき

ない事務として教育機関の設置及び廃止、あるいは予算などを提出

する議案の作成に先立つ意見の申し出なんかは、やっぱり教育委員

会で本来話し合うべきではないかなというふうに思います。という

ことはやっぱり、最終判断は町長に委ねるとしても、委員会として

図書館にふさわしい場所かどうかとかを検討して意見を述べるとい

うのは当然の行為だと思いますが、それについてはどのようにお考

えでしょうか。

教育次長（吉野広昭君）

お答えさせていただきます。まず、場所、用地の選定につきまし

ては昨年ですか、基本構想の策定委員会でまずは融合という形で整

備をするという構想になりました。で、中で、当初予定しておりま

した土地が、用地交渉が不調に終わりましたので、方針として、構

想上は青山文庫として一体的に融合、新文化拠点として整備すると

いう構想の内容でしたので、新しい用地の候補、物理的にですね、

新文化拠点として３つの施設が入る場所がせんだってまでの司牡丹

の焼酎蔵のところしか物理的にないというような形です。で、教育

委員さん、教育委員会のほうには基本構想の中にで、こういう形に

なりましたとかですね、最終的に用地が当初の予定からこちらに変

更しましたというような御説明のほうはさせていただ記憶がありま

す。以上です。

５番（坂本玲子君）

私が言いゆうのはですね、そういう図書館の策定委員会で決まっ

たと、ていうふうなことの話ではなくて、最終的に決めるのは狭義

の教育委員会じゃないですかというふうなことを言っていることで、

教育に求められる要件ていうのがありまして、１、政治的中立性の

確保、２、継続性・安定性の確保、３、地域住民の意向の反映、この

３つが基本であります。だから、教育委員会は町行政から一定独立

し、一定の距離をおくようになっていますし、教育への政治不干渉

ということになっています。で、この３つの原則の中でね、策定委

員会を開いたから住民の意向は十分聞いちゅうよっていうんではな

くて、やっぱりせっかく教育委員さんもおいでるし、住民の意向を

どう反映するかっていうときにそういう意見を聞くべきじゃないか

と。ところが、その策定委員会にしてもその委員会の委員の方が不
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満をもっておいでまして、委員を受けるときに私はよくわからない

からと辞退をしたら、「いや、夢を語ってくれたらいいんです」と言

われたと。「何なんだ」と思ったと。で、結局会議をしてもワークシ

ョップをしても、その方向を決めるのは委託業者あるいは委員会の

事務局とか、その筋書きのアリバイづくりに利用されてるだけでは

ないかと感じたそうです。

図書館の場所について事前に教育委員や住民の意向を聞いていれ

ば、今回、署名活動ということの必要はなかったと思うんです。今

後は事務局が主導し、全てを決め、教育委員はそれを追認するとい

うやり方ではなくて、教育委員の中でしっかり討議をする。住民の

意向をしっかり聞くという事をやっていただきたいと思いますが、

その点についてはいかがでしょうか。

教育長（濱田陽治君）

はい、すいません。どうも委員会の中での運営の仕方、御意見の

集約の仕方を間違っていたのかもしれませんが、先ほど次長が申し

上げておりましたように、委員会のたびに詳細を御説明をし、それ

ぞれのお顔を見ながら御意見を聞いておりました。中には若干異な

る御意見をつぶやかれる方もおいでましたけれども、全体として何

が何でもけしからん、これ、というふうにはっきり御意見を述べら

れていた方はおいでませんでしたので、この方向でよろしいんでし

ょうかね、というふうにして集約をしていっております。

そういうことで、さらにもう一度申し上げますけど、町挙げての

ものですので、教育委員さんたちの御意見もお聞きしながら町長と

も相談しながら、議会とも相談しながらという複雑な経緯を経てい

ったものと思います。以上です。

５番（坂本玲子君）

わかったようなわからんようなお返事をありがとうございます。

もう、どこまでいっても同じような返事だと思いますので、実は署

名に至った経緯をお話します。

町民は図書館の早期建設を望んでいます。しかし、町民の中には

上町への建設に疑問の声が多いことから今回の署名になりました。

今回の署名は町内の女性たちが集まって、佐川町立図書館の早期実

現を求める会が結成され、誰もが利用しやすい現在の場所での新図

書館の早期建設を求め、町長宛ての要望の署名を始めました。署名

をしていて感じたことは多くの町民が上町はふさわしくないと考え
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ていたことでした。自主的に署名を集めて下さる方もたくさんおい

でまして、約２週間で 1,951 筆の署名が集まり、２月８日に町長に

提出をしました。

上町が歴史を感じられる素晴らしい場所であることはわかってい

ます。あそこに建てると話題性はあると思いますし、どこにもない

図書館になるでしょう。観光的にはとてもいい場所と言えます。け

れども、観光客のための図書館ならピカイチの場所ですが、日常使

いをしたい私たちにとって最悪の場所と言えます。「図書館は明るく

広い場所がいい」「小さな子供も連れて行くとき、駐車場が広く直付

けできるところがいい」「子供が１人で行っても安全な場所がいい」

「障害者にとっても駐車場が遠いのは利用するなということと同じ

だ」などの声が聞こえました。

この時期に署名を集めた理由は、町長が３月には方針を決めると

言明されたからです。町長が方針を出す前に町民の多くは上町以外

の場所を望んでいます、ということをお知らせし、決定する前にも

う一度考えていただきたいと思ったからです。また、町民は決して

町長の実行してきたさまざまな施策を否定しているわけではありま

せん。町長自身を否定しているわけでもないのです。むしろ、町長

を支持している方がたくさんいます。町長を支持しつづけたい、だ

からこその署名だと思います。町民の声を聞いて決定をしてほしい

と願っているのです。

教育委員会は上町の焼酎蔵か、それがだめなら現図書館の場所に

建てるという方針を出しました。私は桜座付近がいいと思っていま

す。署名に回っても「桜座付近がいい」「いろんな施設が分散してい

るよりは固まっているほうがいい」「文化・教育ゾーンとして桜座付

近にしたほうがいい」という声もありました。でも、いたずらに選

択肢を増やすとまた混乱を引き起こす可能性があると思いましたの

で、今回の署名は現図書館の場所ということで皆で考えたところで

す。

焼酎蔵は上町の景観を守るためにも、歴史を伝えるためにも残す

べきだと思います。焼酎蔵はもっと違った利用がいいと思っていま

す。観光客が利用できる、町民が経済的に潤うマルシェのようなも

のはどうでしょう。お店をつくったり、イベントができる場にした

り、さまざまな使い方があると思います。

これが一連の署名に至った経過ですが、かなりショックを受けて
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おられたということですが、これについて町長、どんなにお考えで

しょう。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。署名をお持ちいただいたとき

は坂本議員もいらっしゃいましたから、私がどのような様子で受け

取ったかということは十分御承知だとは思いますが、何か決定をす

るときにですね、やっぱり一つの、一面だけで物事をなかなか決め

られないという部分があります。まちづくり全体のことを考えると、

やっぱり全体を見ながら、100 点満点でないにしてもどういう決定

をすることが町全体としてですね、町全体の最適になるのかという

視点もとても大切だというふうに思っております。

今回の決断はなかなか難しいものだなというふうに思いました。

町長に就任したばかりのときに、図書館の建設を求める請願の話が

榎並谷町長のときに出てまして、その話を受けて当初私は、正直言

って複合ではないほう、図書館単独で建設してもいいのではないか

なというふうに思ってました。

そのときはまだ私自身、青山文庫の位置づけ、意味合いが町とし

てどういうふうに決めて進めていったらいいのかなっていうのが腑

に落ちてない部分もありました。ただ、やはり佐川町の長い長い歴

史、文教のまち佐川としてのこの今の立ち位置を考えるとやはり子

供たちに佐川のことを、地元のことに誇りをもっていただいて、佐

川町を大切に思ってもらえるということ、さかわ未来学を進めてい

くうえでは、やはり佐川の歴史が息づく上町という場所にもできる

だけ多くの子供たちに来ていただきたい。そうすると、江戸時代か

らの歴史を感じながら青山文庫でいろいろな学びをする中で、未来

に向けてですね、令和の時代の文教のまち佐川の盛り上がりができ

るんじゃないか。

なおかつ、焼酎蔵のあの建物は早く手を入れて保存・修復をはか

っていかないと朽ち果てていく可能性もありますので、できるだけ

早い決断をして、手を入れていくという意味においては議会からも

図書館と青山文庫の合築を考えなさいということで答申もいただい

てましたので、100 点満点ではないですけども、隣接地、駐車場も車

椅子を使われる方の駐車場はすぐ隣に２台ほどは恐らく取れるだろ

うと。少し 20 メートル先、坂道を上ってとめにくい駐車場ではあり

ますが、その駐車場に 15 台分はすぐ近くに取れます。長い目で見る
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と駐車場の問題も少しずつ解決するだろうという想定の中、100 点

満点ではないけども、焼酎蔵の場所でもいいんじゃないかなという

思いがあってですね、これまで進めてきました。

ただ、早く図書館を作っていただきたいという住民の皆さんの声

もありますし、やっぱりすぐに車とめて図書館に入れるほうがいい

よねという声もよくよくわかります。そういう声もお聞かせいただ

いた上でですね、最終的に私は教育長、教育委員会、事務局と話を

して、教育長からは教育委員にも報告をしてますという説明を受け

てましたし、図書館の基本構想の策定委員会の委員長・副委員長は

２人とも教育委員でしたので、教育委員の皆さんも十分わかってい

ただいているだろうという思いで、最終的に私は教育長、教育委員

会、事務局と話をして決定をしたといういきさつになります。

今回、なかなか難しい決断ではありましたが、今の場所に建設を

するという方針を決めましたので、議員の皆様にも今後また御意

見・御提言をいただきながら、すばらしい図書館をつくっていきた

いとそのように考えておりますので、また引き続き御提言いただけ

ればと思います。以上です。

５番（坂本玲子君）

本当に、決まったのですから、今後の日程についてお伺いします。

今回、方針が出されました。それを受けて、実施設計などに移る

と思いますが、現実的にどういう手順で何年には開館できるという

辺の日程をお伺いします。

町長（堀見和道君）

お答えさせていただきます。行政報告の中でも少し触れさせてい

ただきましたが、令和３年度になったらすぐに基本計画の策定に入

りたいと考えております。今回は青山文庫との融合ということでは

ありませんので、ただ、基本構想をつくったときとは場所が違いま

すので、それを踏まえながら基本計画の策定をできるだけ急いで、

半年以内のうちには基本計画を策定をしてできれば基本設計まで令

和３年度中に終わらせることができたらいいなというふうに思って

おります。

令和４年度は建物の実施設計をして、予算をまとめて、令和５年

度の当初予算で建設費用を上げさせていただいて、令和５年度に建

設をして、建設工事期間としては８カ月ほどあればできるんじゃな

いかなというふうに思いますので、できれば令和５年度末には完成
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をさせて、令和６年度から新しい図書館で開館というスケジュール

でいければいいなというふうに思っておりますが、まだ現時点では

あくまでも想定でございますので、今後、詳細なスケジュールにつ

いてはしっかりと進めていきたいというふうに考えております。以

上です。

５番（坂本玲子君）

ありがとうございました。令和５年度に建設をして、令和６年度

には開館ができるという見通しであるということでした。

本当に待ち望んだ図書館が、きれいな図書館ができるというのは

ワクワクする気持ちですが、先日、町長とお話をしたときに平屋に

した場合は場所が狭くて、駐車場のことを考えたら遊び場などに十

分なスペースがとれない可能性があるというふうに聞いたような気

がします。

私は平屋にとらわれることなく、そこにあるべき機能を備えると

いうことが最優先で、必要なら２階建てにすればいいと思っていま

す。町民の方々からも佐川地区のほうに遊べる公園が少ないと。せ

っかく図書館を建てるなら、子供の遊び場も併設してほしいという

ふうな声もあります。図書館に学べる環境だけでなく遊べる環境を

つくってほしいとの願いについてどのようにお考えかお伺いします。

教育次長（吉野広昭君）

はい。その件につきましては、今後、基本計画を策定する上でち

ょっと検討させていただきたいと思います。

５番（坂本玲子君）

ぜひですね、それをつくる際にも住民の声をしっかり聞いて、受

け止めて作っていただきたいと思います。

何はともあれ方針が決まり、あとは粛々と事業を進めていくだけ

です。教育委員会も教育委員や住民の声をしっかり聞くと。町長の

方針がもし教育委員たちの意見と違っていれば、きちんと意見を言

う。そういう姿勢を貫いて教育を守っていただきたいと思います。

また、教育委員の方も自分の職責を理解し、佐川の教育をリードで

きるよう研さんを積んでいただきたいと思っています。

佐川にふさわしい素敵な図書館が早く出来ることを願ってこの質

問を終わります。

続きまして、男女共同参画についてお伺いします。今回は男女共

同参画の取り組みについてお伺いします。
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東京オリンピックの組織委員会の森会長が女性の人は話が長いと

言って世間から大きな批判がありました。結局、会長交代というこ

とは皆さん御存じだと思います。あたかもそんたくをしてものを言

わないのが一番だと言っているように聞こえました。女性であれ、

男性であれ、話の長い人はいます。長いからだめだというのではな

く、真剣な討議ができているか、相手を批判するためだけの議論で

はなく前向きな提案があるかということが大切ではないでしょうか。

さまざまな審議会や協議会などがあり、私も出席するのですが、

その会で意見を言う人が少ないのに逆に驚いています。せっかく資

料を先に送ってきているのに、会に来て初めて見ているのではない

かというふうに思う方がいます。審議会が機能しているのか疑問が

湧いてきます。佐川のさまざまな施策はいろんな方が意見を言うこ

とで、よりよい施策になっていきます。十分検討することが大切で、

黙っていることがいいことではありません。佐川町では活発で前向

きの建設的な意見を言うことで、よりよい施策をつくっていく方向

でやっていただきたいと思います。審議会のあり方についてどのよ

うに考えているのかお伺いします。

総務課長（麻田正志君）

御質問にお答えさせていただきます。町の審議会等に幅広く住民

の方に参画いただきまして、その意見を反映した施策をつくってい

くためには、やはり参加する分野と参加する方をさらに広げ、新た

な視点や発想を取り入れていく必要があるというふうに考えており

ます。そのためには男性と女性の比率だけを整えるということだけ

ではなく、男性も女性もともに考え、意見を出し合い、互いの意見

を尊重し、その意見が反映できる環境をつくることが重要であると

も考えております。その中で意見を出し合い、十分な討議を行って

いただくことが大事であるというふうに考えております。

５番（坂本玲子君）

先日、選挙の投票率を上げるための会をするという、始めるとい

うので、女性の比率を高めるということで、推薦をしていただきま

した。町執行部も女性の意見を聞くために努力をされているのを実

感しました。

今、町が主催するさまざまな審議会等はどれくらいあるのか、ま

た、その組織での女性の比率はどうなっているのかお伺いします。

また、５年前と今でどれくらい変わっているのか、それもあわせて
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お伺いします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。令和２年４月１日現在の地方自治法第 202

条の３に関係する佐川町の審議会等は 19 となっております。女性の

比率につきましては 32.1％となっております。

その中で一番女性の比率が少ないのが防災会議の 9.1％となって

おります。５年前と比較をさせていただきますと、５年前は審議会

の数は 22、女性の比率が 34％となっております。現在のほうが数値

的には下がっておりますが、平成 28 年当時の女性の委員につきまし

てはゼロの審議会もありましたので、令和２年では全ての審議会に

女性の委員の方がおり、男女比もだんだん半々のほうに近づいてき

ておるというような状況でございます。

５番（坂本玲子君）

政府は 2020 年までに女性の比率、30％目標となっていました。佐

川町の審議会等の人数ではこの目標は達成されていると言えます。

しかしですね、その審議会、地方自治法第 202 条の３に関するその

審議会以外にもたくさんの委員会があると思いますので、その審議

会、この 19 の審議会だけではなくて、そっちのほうのパーセントも

ぜひ上げていくような努力をしていただきたいと。

そういうことで、本当に頑張っていただいていると思うんですが、

やっぱりちょっと指導的立場の人を 30％とするというふうな目標は

達成されてないのではないかなというふうに感じています。

審議会でも特に防災会議では女性の割合が極端に少ない現状です。

東日本大震災のときに女性の視点での配慮がなされていなかったと

いう反省があります。災害では女性や子供がより多くの影響を受け

ます。ぜひ、防災会議にも女性を多く登用して、女性の視点での対

策ができるようにしていただきたいと思います。

また、各地域の避難所運営マニュアルが全地区ができたという報

告がありましたが、そこにも女性の役員が必要だと思いますが、そ

れについてはどんなになっているのかお伺いします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。さきほど女性の比率が低いと言いました佐

川町防災会議、こちらのほうの構成員につきましては、国や県、町

の職員に加えまして、佐川警察署、高吾北消防本部、消防団など、佐

川町防災会議条例により定めております各機関の長で主に構成をさ
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れております。

女性の委員につきましては尾川婦人防火クラブ及び男女共同参画

計画推進委員会からの２名ということになっております。この条例

では構成する機関によっては機関の長ではなく、職員から委員を指

名することも可能となっておりますので、現在の２年間の任期満了

時や移動による委員の方の交代時には女性委員の指名をお願いする

など積極的に働きかけをしていきたいと考えております。

また、避難所運営マニュアルのほうですけれど、大規模災害時に

地域の皆さんで避難所の開設や、運営を行っていただくための避難

所運営マニュアル、こちらのほうは令和２年度の遊学館の策定で、

拠点避難所につきましては全て作成が終わりました。こちらのほう

につきましては自主防災組織の代表を初め、自治会長や民生委員、

小中学校ＰＴＡ役員などに参加をいただき、避難所準備委員会とし

てマニュアルの策定のほうを行ってまいりました。特に小中学校の

ＰＴＡの役員の方には女性委員を選出していただくなど、働きかけ

を行ってまいりました。町長が行政報告のほうでも申しましたが、

本年度、町内の全ての拠点避難所のマニュアル策定が完了しました

ので、今後におきましては各拠点避難所において訓練を行い、その

都度必要に応じてマニュアルを修正させていただくということにな

ります。

避難所での女性の視点、これにつきましては非常に重要と考えて

おりますので、女性を含め多くの地域の方に訓練に参加していただ

き、地域の皆様が使いやすいようマニュアルの修正などに取り組ん

でいきたいと考えております。以上です。

５番（坂本玲子君）

大切なことですので、ぜひ、女性の意見が反映されるようにして

いただきたいと思います。

町は目標として女性の参加をどれぐらいまで上げていきたいと、

女性の比率をどれぐらいまで上げていきたいと思っていますか。

総務課長（麻田正志君）

女性の占める割合につきましては第２次佐川町男女共同参画計画、

こちらのほうの目標の一つである 40％まで引き上げたいと思ってお

ります。

５番（坂本玲子君）

男女共同参画社会が大切だと言われていますが、一体それは何を
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目指しているのでしょうか。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。男女共同参画社会基本法、こちらのほうの第

２条では男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって社

会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって

男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受するこ

とができ、かつ、ともに責任を担うべき社会と定義をされておりま

す。

男女共同参画社会とは男女が個人としての尊厳が重んじられ、ま

た、お互いにその人権を尊重し、性別に関わりなく、その個性と能

力を十分に発揮することができる社会でありまして、佐川町では支

えあう、感謝し合う、分かち合う、みんなが生き生き暮らせるまち、

これを基本理念として各施策を推進しております。以上です。

５番（坂本玲子君）

ほんとうにそういうのを目指してやっていただいてるんでしょう

が、なんかなかなかその難しいなと感じることがあります。

男女共同参画社会実現のために、現時点での問題点あるいは課題

は何だと捉えていますか。

総務課長（麻田正志君）

お答えいたします。問題点課題についてですけれど、女性の方に

つきましては、妊娠、出産、育児等のライフイベントの影響、そし

て、非正規につきやすい就業構造、女性に対する暴力被害の影響、

あるいは固定的役割分担意識等のために、生活困難に陥りやすい状

況などの問題点があるというふうに考えております。

今後につきましては、固定的役割分担意識の改善やキャリア形成

支援、そして生活困難問題への対応が求められていると考えており

ます。

５番（坂本玲子君）

本当に大きな問題がまだまだありますが、全ての問題を佐川町だ

けでできると思いませんが、佐川町の現状を考えるときに町として

何ができるかと考えるところをお伺いします。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。行政といたしましては、審議会等の女性委

員の占める割合を、先ほども申しました目標としている 40％まで引

き上げることや、知識の習得や啓発を続けることにくわえまして、
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男女共同参画社会を確立するために、全庁的に確実に施策を進めて

いくこと。また、女性団体を初め、地域の住民の皆様の活動をサポ

ートしていくこと、現状を把握した上で、町内の女性団体をつなぐ

ネットワークづくりを行うことなどが考えられます。

また、やはりこれまでの生活習慣等もあり、固定的役割意識を変

えていくことは時間がかかるかもしれませんが、地域の方と協力し

ながら身近なところからできることを少しずつ実践していきたいと

考えております。

５番（坂本玲子君）

私はですね、行政は本当に頑張ってくれているというふうに思っ

ています。しかし、そういう意識を変えることっていうのは非常に

難しくて、知識の習得とか啓発を続けること、固定的役割意識を変

えていくこと、ワークバランスを変えていくことなど、なかなか佐

川町がやってもすぐに変わるような問題ではないというふうに感じ

ています。

今後は地域における課題解決をするために実践的な活動をする中

で、そういう、それによって女性の活躍の場を増やし、男女共同参

画社会を実現すると言った課題解決型の実践が大事なのではないか

と思いますが、それについてはどうでしょうか。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。このことにつきましてはやはり坂本議員の

おっしゃるとおり、大事であると私のほうも思っております。

５番（坂本玲子君）

佐川町には女性が主体となり活動している組織がたくさんありま

す。町はどれぐらい組織があるか御存じでしょうか。

総務課長（麻田正志君）

お答えをさせていただきます。まず、新日本婦人の会佐川支部、

そして、佐川町母親運動連絡会、佐川び人連、とかの女子会、佐川わ

くわくクラブ、佐川町商工会女性部、子どもの未来を語る会、ＪＡ

女性部、ＪＡにこにこ会、佐川町食生活改善推進協議会、日赤奉仕

団などがあるというふうに認識しております。

５番（坂本玲子君）

本当にたくさん団体があります。その女性たちはさまざまなすば

らしい活動をしています。その方たちをつなげて意見を聞き、佐川

をともによくしていく活動ができたらどんなにいいでしょう。また、
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たくさんの審議会等の委員にもなっていただけたら活発で有用な意

見が出されることでしょう。どの会に行っても今の審議会と同じよ

うなメンバーが出てきています。その会にふさわしい人をどう選ぶ

かは課題だと思います。

先ほど課長は女性グループをつなげていくことは男女共同参画社

会推進に有効であると言われました。町は女性グループの実態を知

り、つなげていく。そして町の各種委員になっていただいて、女性

の声の届く町政をしていってほしいと願っています。

男女共同参画は、ただ、委員の数字が半分であるということでは

ないと思っています。社会のあらゆる分野における活動に参画する

機会が確保され、男女が均等に政治的・経済的・社会的及び文化的

利益を享受することを目指しています。歴史的に女性は家を守るも

の、家事をし、子育てをし、夫に従うものだと思われてきました。私

たちが小さいときにはその考え方が主流でした。ところが近年、少

しずつその考えが変わりつつあります。まだ、数は少ないですが、

女性の首長とか議員もいます。私たちの子供の世代は家事も手伝い

ますし、育児も手伝います。本当に手伝うという感覚で主体的では

ないのがまだ問題なんですが、まだまだ対等とは言えません。

男性と女性の違いはありますから、区別することは必要かもしれ

ません。歴史は急には変えられないし、みんなの考え方もすぐには

変わりません。だから、女性に活躍の場を用意する、発言の場を提

供する、そんなことから少しずつ変わっていけばいいと思います。

女性が参加することでもっと多様な意見が聞けます。私は女性を優

遇してくださいと言っているのではありません。歴史的、文化的に

平等とは言いがたい立場に置かれた女性を、同じスタートラインに

立たせてください。そこを是正していってほしいと言っているので

す。

ぜひですね、町政に女性の意見も反映できるようにしていただき

たいと思います。また、女性が活躍できる場、先ほど言いました問

題解決型の場などを用意してほしいと思いますが、その点いかがで

しょうか。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。女性が主体であるさまざまな会があるのは

先ほどの答弁のとおり、承知をしております。その方々をつなげて

いくことは佐川町にとっても大切なことであるということも認識し
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ております。今後におきましても審議会等委員への女性の登用を積

極的に進めながら、防災会議などにありますような、充て職委員な

どのこういうような見直しも図りながら、多彩な人材、団体の方な

どを委員に登用いたしまして、女性の委員比率 40％を目指していき

たいと思います。以上です。

５番（坂本玲子君）

別の観点からお聞きします。人の性のあり方のことをセクシュア

リティといいます。男女の２つにははっきりとわけられるものでは

なく、さまざまです。そのため、セクシュアリティは虹のグラデー

ションに例えられて表現されているように、多様で、人の数だけあ

るとも言われています。性的少数者の方々も胸を張って生きていけ

る。それぞれの特性を生かしながらみんながともに対等に生きてい

ける社会をつくっていかなければなりません。

行政が同性カップルの存在を正面から認めることは同性カップル

が既にともに生きていることに気づくきっかけにもなります。意義

はとても大きいと思います。高知市では、同性カップルらを男女の

夫婦と同等の関係と認めるパートナーシップ制度を実施しています。

性の多様性の尊重についてはどう考えますか。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。どのような性的趣向、性自認の方であって

も差別しない、されない、多様な性のあり方を尊重し、多様な性を

認め合うことが大切であると考えております。

５番（坂本玲子君）

パートナーシップ制度はＬＧＢＴなど性的少数者の差別解消を図

る目的で 2015 年に東京都渋谷区が導入したのを皮切りに、２月１日

時点で全国 76 の自治体が導入しています。パートナーシップ制度の

導入も検討していただきたいと思いますが、それについてはどうで

しょうか。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。こちらにつきましては、今後、高知市など

そのような先行事例、そちらのほうを参考にしながら考えていきた

いと思っております。以上です。

５番（坂本玲子君）

ある楽団でですね、面接をして隊員を採用するようにしていたそ

うです。楽団の方は男女差別はしていない、平等に評価していると
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言っていましたが、その時合格するのは８割が男性だったそうです。

しかし、つい立てを立てて面接をしたところ合格者の半数が女性に

なったそうです。自分は差別をしていないと思っている人でもそう

いう事実があるようです。

1999 年、今から 22 年前に男女共同参画社会基本法が制定されま

した。少しずつ社会は変化しているように思いますが、まだまだ道

半ばです。女性の活躍の場を提供することで、みんなの意識が変化

し、男女共同参画社会が進んでいくと思います。

男女が互いにその人権を尊重しつつ、責任も分かち合い、性別に

関わりなくその個性と能力を十分に発揮することができる、男女共

同参画社会の実現のため、町を挙げて取り組んでいただきたい。ま

た、多様な性、ジェンダー問題についても全ての人が安心して住み

続けられる町にするため、一歩を踏み出してほしいと願っています。

女性の活躍する場を広げ、男女共同参画社会を実現し、住み続け

られる、住んでよかったと思えるまちづくりをしていっていただき

たいと思います。

健康づくりに関しては、今回もう長くなって疲れましたので、次

回に回したいと思います。以上で質問を終わります。ありがとうご

ざいました。

議長（岡村統正君）

以上で、５番、坂本玲子君の一般質問を終わります。

ここで、55 分まで休憩します。

休憩 午後３時 45 分

再開 午後３時 55 分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、１番、橋元陽一君の発言を許します。

１番（橋元陽一君）

１番議員、橋元陽一です。発言通告に従いまして、質問させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。

最初に、核兵器禁止条約の発効についてであります。平和首長会

議に参加している首長として、この核兵器禁止条約の発効について

の見解を求めてまいります。
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核兵器禁止条約は今年の１月 22 日、国連加盟国 50 カ国が批准を

したことで、国際条約として発効しました。70 余年もの間、被爆者

の皆さんが人類を含む地球上の生物と共存できない核の廃絶を求め

続けた願いが、届きました。1972 年の生物兵器禁止条約、1993 年の

化学兵器禁止条約などに続いて、核兵器を違法とする国際条約が発

効し、地球上からの核廃絶の第１歩を踏み出しました。

核を持つ国のトップを含めた世界のリーダーたちが、「地球上で人

がつくりだした最も非人道的な兵器である核兵器をなくしていく意

思を表明し、人の力で核廃絶に向けた外交政策を実行していく」こ

とで、地球上から核を廃絶する道を歩み出していくことができると

思っています。その道は核廃絶を目的にした核不拡散条約ＮＰＴを

具体的に実行していく道につながっていくということも指摘もされ

ているところであります。

「地球上から核廃絶せよ」の声は、被爆者だけでなく、国連加盟

国 165 カ国、8,013 都市の世界中の自治体の首長が参加をし、また

同会議に、国内では 1,734 自治体の首長が参加している平和首長会

議も、核兵器廃絶の声を上げ続け、今回の条約発効の一翼を担って

きてます。

しかし、日本政府は「核保有国と非保有国の橋渡しをする」とし

て、核兵器禁止条約の署名・批准を拒否し、同条約に関する国連会

議に参加することも拒否をしてます。

「橋渡し」をするというのであれば、世界で唯一の戦争被爆国で

ある日本政府として、同条約に関わる国連会議に参加をし、その「橋

渡し」の責任を果たしてほしいという声が被爆者からも、世界から

も上がっているところであります。

佐川町議会では、発効前ですが、2017 年６月議会で「日本政府が

核兵器禁止条約の交渉会議に参加をし、条約実現に真剣に努力する

ことを求める意見書」を全会一致で採択をし、政府にも届けられて

います。

今の日本政府の姿勢に対しまして、核兵器を違法だと規定する国

際条約が発効したこの事態に関わりまして、平和首長会議の一員と

しての町長の見解を求めたいと思います。よろしくお願いします。

町長（堀見和道君）

御質問いただきましてありがとうございます。それでは、橋元議

員の御質問にお答えさせていただきます。
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この発効が契機となって全ての国が核兵器の開発・保有・使用を

停止する世界になればいいというふうにそのように思っております。

以上です。

１番（橋元陽一君）

平和首長会議総会が原則４年に１度開催されてきております。ま

た、平行して開催されてます、平和首長会議国内加盟都市会議が 2012

年から毎年開催され、第９回総会が 2019 年 10 月に、東京都国立市

で開催されています。昨年の総会はコロナ感染予防対策等で中止を

されているところであります。

第９回、この総会で、「核兵器廃絶に向けた取組の推進について」

の要請書が採択をされ、安倍首相宛に提出をされているところであ

ります。この要請書については、首長会議のメンバーとして確認さ

れてると思いますが、この要請書について町長の見解を求めたいと

思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。首長会議として、首相に宛て

て、核兵器のない世界にしたいという思いのこもった要請書だとい

うふうに認識しております。以上です。

１番（橋元陽一君）

その要請書の最後のほうには「日本政府には、核兵器禁止条約の

署名が既に 79 カ国、批准が 33 カ国に及んでいる、今、２年前です

ので、こういう状態です。今、一刻も早く核兵器禁止条約に署名・批

准していただくよう強く要請します。そのことが、核保有国と非核

保有国の橋渡し役を果たすことになることは間違いありません。平

均年齢が 82 歳を超えた被爆者は、すべての国による核兵器禁止条約

の締結を待ち望んでいます。あわせて、唯一戦争被爆国としてＮＰ

Ｔ再検討会議の成功を含めＮＰＴ等の体制下での核軍縮の進展にリ

ーダーシップを発揮して、力を尽くしていただくよう要請する」と

いうことでくくられております。

今、町長も同じような見解を表明されたところであります。ぜひ、

首長会議も含めて、何か町長としての意見を表明することがあれば、

今の回答を発信していただきたいなというふうに思います。

この第９回の国内会議におきまして、参加した 83 自治体の中には

四国から徳島・愛媛・香川から職員の皆さんが参加をされ、残念な

がらこの会に高知県からの参加はありませんでした。この国内会議
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は、当初スタート時点は市長会議として始まっておりますが、途中

から首長会議となり、町村自治体の参加が広がってきてるところで

あります。こうした国際的な活動に職員を派遣をし、ぜひ職員の方

自らが先進的な活動を学び、町民への平和に対する啓蒙活動を町政

に生かしていく取り組みをぜひ進めてほしいと思っているところで

あります。

行政の専門家の職員の皆さんが、国際的な活動に参加もし、日常

の町民生活の中に生かしていく力を育てていくことも町長の役割の

一つかなと考えております。町としてこの加盟している国際的な活

動につながる会議を学びの場として位置づけて、職員の方を参加さ

せていただくことを検討していただきたいというふうに思ってるん

ですけども、このことについて町長の見解を求めたいと思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。会議にぜひ職員を派遣すると

いう考えはもっておりません。以上です。

１番（橋元陽一君）

前回の質問したときも同じような状況であります。ぜひ、条約が

発効しましたので、具体的な行動をぜひとってもいただきたいなと

いうふうにも思います。

この国内会議には、平和大使として活動する高校生からの報告も

あります。また、先週３月４日の高知新聞と、翌日５日の小社会の

コラムで斗賀野小学校の学びの取り組みが紹介されておりました。

1954 年３月からのビキニ水爆実験で延べ千隻に及ぶマグロ船が被災

し、その３分の１が高知船籍の船でありました。県内の延べ 270 隻

の３千人のもと乗組員の皆さん、遺族の方々がこの条約の発効を一

日千秋の思いで待ち続けておりました。

この調査をした幡多高校生ゼミの高校生の皆さんが、第五福竜丸

の久保山愛吉さんの奥さん、すずさんと出会って、愛吉さんが生存

のときに育てられたバラの挿し木を持ち帰って、当時、幡多農業高

校が農業科のほうが受け入れて、それを育てて、現在に至っていま

す。そのバラの苗木を、斗賀野小学校の皆さんが引き継いだという

記事でございました。

ぜひ、こういう佐川町の中の子供たちもこうした問題について、

真摯に向き合ってる姿があります。核兵器のない、平和を願う取り

組みとして、佐川の子供たちもこうした頑張っている取り組みは本
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当に希望が見えるのではないかと思います。学校だけではなく、佐

川町全体にこうした取り組みが広がるように、改めて、職員の皆さ

んの毎日の仕事の中に、具体的な行動として組み入れていただくこ

とをぜひ検討していただきたいなというふうに思いますが、最後に

もう一回、町長の見解を求めたいと思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。佐川町役場、全ての職員、平和

を願っていると思いますので、何か特段、特に日々こういうことを

意識して行動してほしいということはないというふうに私は思って

おりますので、御理解をいただきたいとそのように考えます。以上

です。

１番（橋元陽一君）

こういう見解の相違もありますけども、ぜひ、含めてですね、そ

れぞれ職員の皆さんが日々の仕事をとおされて、社会的な事に関わ

っていろいろ考えていらっしゃること、それを仕事をとおして町民

の皆さんにも波及していくきっかけをぜひつくっていただきたいな

ということを今回も強くお願いしまして、この質問については終わ

りたいというふうに思います。

２つ目の質問に入ってまいります。

桜座の設置及び管理についてであります。私は 32 年前に佐川町に

転居してまいりました。夫婦が仕事を続けながら子供を保育所に通

わすのに、生活の本拠地に近い保育園を選び、子供を通わせました。

それは公立も民間も同じ保育料を負担をし、公立、民間区別なく子

供たちが同じように保育を受ける条件が保障されていると捉えたか

らであります。

ところが、最近、公立と私立の保育所の違いによって、本町の公

用車や公的施設を使用する場合、違いがあることを知りました。桜

座の使用料のことで、今年はコロナ対策で前日のリハーサルのとき

から全面開放して開催していくために、当日も含め、暖房をかけて

実施することになり、例年になく使用料の負担が大きくなったとの

声をお聞きをし、町内の２園の園長にお話を伺いました。

町内の子供たちが最も多く入所している２つの民間保育所では、

年に１度、保育の一環として、施設が整った桜座で発表会を開催し

てきております。今年もコロナ感染対策で人数制限を行って２月に

それぞれ開催をされたところであります。今年で 28 回目になる保育
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園は、当初は佐川小学校の体育館を無償でお借りをして開催したり、

小学校の行事で利用できないときはＪＡのパステラルホールを有料

で借用して、保育活動の大事な場として、それぞれの園児の発表会

を開催してきたとのことです。桜座が開館してからは桜座のホール

を有料で使用してきてるとのことでした。

また、今年で 14 年目になる保育園は、最初から桜座を有料で使用

してきています。それぞれ町営バスの利用などは認められておりま

せんので、前日のリハーサルのとき、保育園と桜座との子供の搬送

に利用する半日のバス借上料金や当日の２日間の使用料を含めます

と、それぞれ 10 数万円になるということでした。多くの保護者の方

からもこの使用料については園の負担の事実について知る機会もな

かったのではないかなというふうに思ってきています。これまで、

桜座を利用する際、この使用料を免除してほしいというこの声が上

がらなかったことに不思議な思いもしてるところであります。

私自身も子供や孫がお世話になっているのに、この保育園の実情

について、今まで気づかなかったことについて本当に情けなくも思

っているところでもあります。使用料を捻出するのに、なんとか園

長は保護者会とも相談しながら苦慮されてることも知りました。し

かし、園長自身もですね、免除とか減額の対象になることも考える

こともなかったとのことでもありました。

このように、民間保育園と公立保育園の利用について、町の対応

に違いがあることがわかりました。公立の保育園あるいは小学校で

あれば、桜座の利用は無料になるというふうに規定もされているよ

うであります。こういう状況なんかを知りましたので、改めて議会

のほうで確認をさせていただきたいというふうに思います。

まず、最初にですが、桜座の設置及び管理に関する条例について、

条例第６条で、運営の基本方針は別途に定めるとありますが、この

基本方針はどのように定められているのか御説明をお願いします。

教育次長（吉野広昭君）

桜座の基本方針について、回答させていただきます。基本方針が

５つの柱を定めております。基本方針として５つの柱を定めており

ます。

１つは、主役は人々という事で、桜座は脇役にすぎません。２つ

目が、町のリビングルーム。人々が集まるところに仲間が、アイデ

ィアが、力が生まれます。３つ目が、コンビニエンスホール。利用者
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の使い勝手に配慮し、ホールのコンビニを目指します。４つ目とし

て、徹底的に多目的。コンサートから寄り合いまでさまざまな用途

に対応しますと。５つ目が、サービス産業。株式会社桜座の精神で

芸術文化を提供します。

以上５つを柱に定めております。

１番（橋元陽一君）

５つの基本方針を紹介していただきました。しかし、このあまり

にも抽象すぎて、町民の皆さんに、あるいは利用する皆さんにとっ

てはわかりにくい方針の内容になっているのではないかなっていう

ふうにも思っています。ぜひ、この基本方針ですね、もう少しわか

りやすく町のホームページの中にも記載していただいて、利用が広

がるような工夫もしていただきたいなっていうふうに思います。

この桜座の利用許可に関する条例についてであります。第７条で

「利用しようとする者は、あらかじめ申請書により、教育委員会の

許可を受けなければならない」としてますので、この桜座の利用許

可の管轄は、教育委員会にあるというふうに捉えていいのかどうか

お答えをお願いしたいと思います。

教育次長（吉野広昭君）

はい。教育委員会にございます。

１番（橋元陽一君）

初歩的な質問になると思うんですけども、その条例第 12 条では、

「町長は、公益上特に必要があると認める場合においては、使用料

または入場料を減額し、または免除することができる」として、使

用料又は入場料の減免について規定をしておるところであります。

この「利用許可」の管轄は教育委員会と今確認をしていただきまし

た。「使用料又は入場料の減免」の管轄は町長としてこの条例が説明

してるんですけども、どうしてその、分けてるのかっていうのを説

明していただければと思います。

教育次長（吉野広昭君）

すいません、その条例策定に至った議論まではちょっと私、申し

訳ないです、承知しておりませんが、あくまで公共的な施設として

利用料を徴収するのが町長というような形で、実際、その運営なり

業務を行うのが教育委員会というふうに私は認識しております。

１番（橋元陽一君）

使用の許可の管轄は教育委員会であって、もし減免を求める場合
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については町長の認可、許可が必要だという解釈で、手続きが、申

請の手続きがどうなっているかっていうことを確認するためにその

質問をさせていただきました。

条例施行規則第７条で、条例第 12 条の規定により、「使用料の減

免または免除を受けようとする者は、利用許可申請書とともに町長

に申請しなければならない。ただし、申請の時期については、町長

が特に認めるときには、この限りではない」というふうに記載もし

ています。

この申請時期について、町長が認めるときはこの限りではないと

あるのですが、どういうことを想定してこれが規定されているのか

わかっていたら説明いただければと思います。

教育次長（吉野広昭君）

お答えいたします。ええとですね、そのあらかじめ桜座の使用料

を想定してない場合でですね、公益上認めるというか、公共的な団

体が非営利で、公共又は公益のために使用する場合は、使用許可と

同時に使用料の減額、免除の申請を出していただくようなことを想

定しております。

１番（橋元陽一君）

条例や規則の解釈は私もちょっと難しく、よく理解してないとこ

ろもあるんですけども、この教育委員会に提出する利用許可申請書

と一緒に町長に使用料減額申請書を提出することを規則で求めてい

るわけで、この免除申請が提出されて適応するにあたり、申請する

窓口の担当課は異なっていくと思うんですけども、この免除申請の

手続きを担当する課について、何か、こういう場合にはこういうふ

うにするよっていうふうなものが、基準が示されているのがあるの

かないのか。これまでそれをどうやって認可をされて、いろんな場

面で免除の対象になった団体があると思うんですけども、その団体

等についてどんな手続きで確認をされて、どこで決定されて、対応

されてきたのか、何か事例があれば事例を挙げて具体的に説明して

いただければなというふうに思います。

教育次長（吉野広昭君）

まずは免除、あ、使用許可と同時に免除とか減額の申請を出して

いただくわけですけれども、事務処理についてはですね、両方とも

教育委員会のほうでやっておりますので、それによって窓口が変わ

ったりはしてません。一括して桜座なり教育委員会のほうで受け付
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けております。

減額になった例としましては、今年度、コロナの感染防止のこと

もあって、開催を見送られましたけども、佐川町文化推進協議会が

主催する佐川町の文化祭が例年減額の対象となっております。

また、免除につきましては、成人式ですね、成人式とか高知大学

の公開出前講座、こちらも町立学校の芸能祭、これも本年度は中止

になりましたけれども、町立学校の芸能祭、それから道の駅の公開

プロポーザルなどですね、町とか教育委員会が主催する行事につい

て使用料を免除しております。以上です。

１番（橋元陽一君）

規則第７条の３項で今、免除する場合についてはそういうふうに

記載されているところであります。町長または教育委員会が主催す

る行事は 100 分の 100、町長または教育委員会が共催する行事は 100

分の 50、そして、３番目に町長が公益上特に必要と認めた場合は、

相当と認める割合として規則のほうに記載されてるところでありま

す。

それがこれまで運用されてきたものは、今、次長のほうから説明

をいただいた項目があるのかなと思います。こうした行事を行う場

合には、教育委員会が窓口になって許可申請書と免除申請書を一緒

に出して対応されてきたという解釈でいいのかどうか。

教育次長（吉野広昭君）

はい。そのとおりでございます。

１番（橋元陽一君）

今、一連のこと答弁していただいたさまざまな団体については私

も耳に入るもの、入っていないものいろいろ行事も含めて知ってい

ること知っていないこともあるんですけども、文化センターの利用

規程には登録団体と非登録団体に分けて、登録団体は使用料が半額

になることがわかるように記載をしてあります。

この桜座の利用について、先ほどの町長または教育委員会が主催、

共催とかいう文言ではなしに、もう少し別の、この桜座の利用につ

いて、免除の決定基準、どういう場合にどれほど免除してくのかっ

ていうのが何か基準を示したものがあるのかないのか、あればどう

いうふうに提示されてるかを説明いただければというふうに思いま

す。

教育次長（吉野広昭君）
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基準につきましては、公益上特に必要である場合を除いて、減額

することは桜座の場合はありませんので、広く利用者に向けて公表

するようにはしておりません。

使用の申請があったときに、行事の内容を聞き取りしてその行事

が公共であるとか公益のためと判断できる場合について口頭で減額

あるいは免除規定について説明するようにしております。

１番（橋元陽一君）

今回、お２人の園長にお話をお聞きしまして、減額または免除の

申請の窓口がどこか分からずに、民間保育所の管轄を行う健康福祉

課のほうに相談をいたしました。行事２週間前の直前の相談であり

ました。本当に御負担をかけたと思います。で、課長と教育委員会

のほうで協議もしていただきました。しかし、今年の行事に向けて

減額または免除申請書を出す前の段階で減額または免除の対象にな

らないとの回答がありましたので、その旨を両園長にも伝えたとこ

ろであります。そして、今年も２つの園においては、例年のように

全額保育園の負担となりました。私自身納得できないために、改め

て今回、こうして一般質問で取り上げたわけであります。

この公の施設を設置する法的な根拠は地方自治法 244 条にありま

す。第１項にその「普通公共団体は設置しなければならない。住民

の福祉を増進する目的をもってその利用に供するための施設を設け

るものである」と。そして、その第３項には「普通地方公共団体は、

住民が公の施設を利用することについて、不当な差別的取り扱いを

してはならない」というふうに述べています。

このことをどういうふうに解釈したらいいのかなと思って、いろ

いろ調べてみました。

岐阜県の美濃加茂市の「公の施設の利用使用料の減免基準に関す

る基本的な考え方」っていう資料に出会いました。この資料の中に

は公の施設を利用するにあたって、広く住民の皆さんに公平公正に

利用していくための、基準の改正を見直しをされているところであ

ります。その中に、免除、減額率 100％とする場合、読みます。「市

内の保育園（これに準ずる施設を含む）が保育目的で使用するとき

又は市内の幼稚園、小中学校、中等教育学校（前期課程に限る）及び

特別支援学校が教育目的のためにしようするとき、公立、私立を問

わず、教育的見地から一律に行うこととします。なお、特別支援学

校については、社会参加を促す観点から高等部まで含むものとしま
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す。」としてですね、100 分の 100 減額率で免除をして使用できるこ

とになっております。

佐川町においてもこのようにですね、公の施設について、町内の

子供たちの、子供たちが利用する場合についてはこうした趣旨、法

の趣旨を生かしていくべきではないのかなというふうに思っており

ます。町内の子供たちの保育を担っている民間保育所の皆さんが、

公の施設を利用する場合にもですね、公立私立格差があってはなら

ないのではないのかなというふうに思います。

前日のリハーサルのときも公立の保育所の場合は町のバスを使う

ことができる。しかし、民間の保育所は町立のバスを使うことがで

きないので民間のバスを借りてですね、借用して借用料を払ってリ

ハーサルも行っているということであります。ぜひ、この桜座の利

用についてはですね、民間の、町内の民間の保育所が減額率 100％、

免除で利用できるようなことをぜひ検討して、この規則や条例につ

いては改善に向けて検討していただきたいなと思うんですけども、

見解を求めたいというふうに思います。

教育次長（吉野広昭君）

はい、お答えさせていただきます。保育所に対する使用料の減免

であるとか免除につきましては各保育所とも議員おっしゃられると

おり、町の幼児教育の場であるということも認識しております。で、

町内の保育所が教育委員会の所管する、まあ桜座以外のですね、教

育委員会の所管する施設を利用する場合についてはですね、今後、

公立と私立にかかわらず減額とか免除についてする方向で検討させ

ていただこうと思っております。以上です。

１番（橋元陽一君）

ぜひ検討していただいて、町民の皆さんにわかるように、条例な

りあるいは規則なり、改正に向けてぜひ力を尽くしていただきたい

なということを添えておきたいというふうに思います。

この項につきましては以上で質問を終わります。

次、３番目の国土強靱化地域計画について質問をしてまいります。

2018 年、平成 30 年度に策定された、佐川町国土強靱化地域計画

について、計画の進捗管理について毎年総合計画に照らして検討し

ていくというふうに明記もされているところであります。この、膨

大な量になると思いますから、この主要な施策、事業の一覧を総合

計画の主要な政策事業の一覧を使用し、毎年実施をされてる総合計
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画の進捗管理等、同様の検証を行い、ＰＤＣＡサイクルによる進捗

管理を行いますというふうに続けて明記されていますので、策定後

のこの３年間で実施をされた事業についてどのように検証をされ、

どのようなことが課題になっているのかっていうこととあわせて、

先進的に進んだ事業あるいはなかなか進まなかった事業、顕著な事

例があればそのことをあわせて説明いただければというふうに思い

ます。

総務課長（麻田正志君）

御質問にお答えいたします。佐川町の国道強靱化地域計画、こち

らに基づく主要な施策、事業につきましては 212 件ございまして、

そのうち約半数が第５次佐川町総合計画と重複するものとなってお

ります。また、事業につきましては、リスクシナリオの項目ごとに

対応する事業を明記しており、重複するものもございまして、国土

強靱化のみでは約 70 件の事業の進捗管理を行っております。

事業の評価につきましては、担当課におきまして事業ごとに定め

た目標に対し、達成が 100％であればＡ、80％以上でＢ、60％以上で

Ｃ、60％未満をＤとして評価することとしております。

令和２年度、本年度につきましてはまだ事業が完了しておりませ

んので、過去２カ年、30 年度、令和元年度を見ますと、目標以上と

まではいきませんけれど、約６割の事業につきまして計画通り事業

を進めることができ、Ａ判定ということになっております。また、

先ほど言いましたＤ判定となった事業につきましては、２割強ござ

いまして、国土強靱化計画の策定にあわせて新たに取り組みを目指

したソフト事業などが含まれております。

課題となっていることにつきましては、どちらかと言えばであり

ますけれど、ハード事業につきましては取り組みが比較的できてい

っているというふうに思っておりますが、ソフト事業についての取

り組みが課題になっておるというふうに思っております。

あと、特に進んだ事業と進まなかった事業という御質問があった

と思いますけれど、特に進んだ事業につきましては約６割の事業が

計画通り事業を進めることができ、Ａ判定となっておりまして、顕

著な例というのは特にございません。

進まなかった事業としましては先ほども言いましたけれど、ソフ

ト事業、こちらのほうになろうかと思います。例を挙げますと、住

宅用の火災警報器の設置の促進、あるいは消化器の設置義務のない
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事業者への消化器設置の促進や、防火講習の実施、このようなもの

が挙げられるのではなかろうかと思います。主にソフト事業という

ことになろうかと思います。以上でございます。

１番（橋元陽一君）

はい、あの、ハード面は６割程度進んできてると。膨大な事業数

に及びますので、個別に確認してくのはなかなか難しい状況もあり

ますが、また、いろんな場でお聞かせもしていただければなという

ふうに思います。

さて、昨年１月からパンデミックになったこのコロナ感染防止対

策にかかわってでありますけども、本当に住民の命や暮らしを脅か

す、重大な危機的状況にありました。この状況の中で国土強靱化地

域計画に位置づけて、対応が検討された会議が開催されたのかどう

か。もし、開催されてたら、どんなテーマでどんな議論がされたの

か、そこで決定されたのはどういうことが決定されたのか、概略で

構いませんので説明いただければというふうに思います。

総務課長（麻田正志君）

お答えをいたします。この国土強靱化地域計画の中でこのコロナ

感染について会議を開催したことはございません。この新型コロナ

ウイルス感染症、こちらのほうに関しましては、新型インフルエン

ザ等対策特別措置法に基づき作成がされております新型インフルエ

ンザ等対策行動計画、こちらによりまして国、県と連携し、対策を

こうじていくこととなっております。また、同じ法律の第 32 条に基

づきまして、緊急事態宣言が発令された場合には、全市町村が対策

本部を設置し、国及び県の基本的対処方針を踏まえつつ一体となっ

て対策を進めることとなっております。

以上のことから、冒頭に申しましたように新型コロナウイルス感

染症に関しましては佐川町国土強靱化地域計画、こちらのほうに位

置づけした会議ということで対策を検討したことはございません。

以上でございます。

１番（橋元陽一君）

はい。ということは国土強靱化地域計画と、それからコロナ感染

対策は別途の法というか、の中で、対応が検討され、実施をされて

きたというふうに捉えたらいいのかなというふうに思っていいです

ね。

それを踏まえて、2018 年６月議会でこの強靱化計画に向けてです



177

ね、９つのリスクシナオリオが最初に設定をされて、大規模災害が

発生したときでも人命の保護が図れることのこの中に、５項目のと

ころに弾道ミサイル等の武力攻撃などにより、多数の死傷者が発生

する事態を設定することについて、見直しを求めて発言をいたしま

した。そのときから情勢も大きく変わっているのかなというふうに

思います。その、策定したときにはこういう状況、弾道ミサイルの

問題がですね、世界的にも論議もされていて、検討会議の中でも意

見を出されたということでこの項目が入ったという説明を受けてる

ところであります。

しかし、私自身はこの弾道ミサイルの問題はこういう自然対策の

一貫の中で受け止めて解決できる、対応できる問題ではないと。Ｊ

アラートをいくらならしても、この弾道ミサイルに対応して住民の

命を守ることはできないんだということも指摘もさせていただいて、

見直しを求めたところであります。

以来、そのときの策定されたときの情勢も大きく変わってきてい

るのではないなかなというふうに私自身は捉えているところであり

ます。

総合計画の第５次の中にもリンクさせて、検討もされてると思う

んですけども、こうしたことについて議論されたことがあるのかな

いのか。あればどういった内容であったのか御説明いただければと

いうふうに思います。

総務課長（麻田正志君）

お答えを致します。この佐川町の国土強靱化地域計画、こちらの

ほうにつきましては平成 30 年度から令和４年度までの５カ年の計

画となっております。以前にもお答えをさせていただいたところと

重複はいたしますけれど、５年ごとにそのときの情勢等も踏まえ、

計画の見直しを行い、新たな佐川町国土強靱化地域計画を策定して

いくこととなります。

その総合計画のほうについてでありますけれど、こちらのほうに

つきましてはＪアラートからの情報を確実に住民に伝えるために防

災行政無線の維持管理事業や防災行政無線戸別受信機の整備、佐川

町メール配信システムの維持管理など、情報伝達に関する事業や防

災訓練防災学習などに関する事業、このようなものも総合計画のほ

うの中にもあります。

このような情報、伝達などに関する事業につきましては南海トラ
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フ地震対策などの対応として同じように佐川町総合計画のほうにも

位置づけられていることから、機器等の整備とか維持管理等につき

ましても総合計画と同様に対策を検討し、事業を進めていっておる

というような内容になっております。以上でございます。

１番（橋元陽一君）

はい。そういうふうに必要なところに必要な対策をこうじられて、

予算化もし、事業課として進められてることも把握をしてるつもり

であります。

現時点で朝鮮民主主義人民共和国の弾道ミサイルは日本の上空を

越えていくのではなくて、北極圏を越えてアメリカ本土を直接狙う

技術の開発が進んでおり、日本の上空は通らないのではないかとい

うことが指摘もされているところであります。また、この間、秋田

や山口に配備計画をされた、陸上イージスアシュアもブースターの

落下問題で白紙に戻ったところであります。私自身はブースターの

問題ではなくって、こうした情勢が大きく変わったということがあ

るのではないかなということも捉えております。

しかし、こうした問題については、先ほども言いましたけども、

Ｊアラート等で対応できるものではないんではないかというふうに

思っています。

この質問をした、３年前に質問したときにもですね、過去にはも

っと身近で、住民の命を脅かすさまざまな危険な事件がたくさん起

きてると。米軍機の墜落事故のこともあわせて紹介いたしました。

県の国への要請書にもありますけども、この間、平成６年、早明浦

ダムでの米軍機墜落事故。平成 11 年、土佐湾での墜落。また、平成

28 年、土佐清水沖での墜落事故。で、2018 年、黒潮牧場で近いとこ

ろでの事故。で、また先日は足摺沖で潜水艦と貨物船の衝突事故等

が発生をしております。そして、さらに高知県は吉野川沿いにオレ

ンジルートが設定をされて、超低空飛行訓練が行われてきてて、こ

れについても県を挙げて国に対しては要請をされてるところであり

ます。

この低空飛行訓練の件数を見ましても大変な状況にあるのではな

いのかなというふうに思っています。2016 年は 32 回、2017 年には

13 回、2018 年には 23 回、そして、2019 年には 116 回、155 機が飛

来してます。そして、昨年 2020 年には 252 回、315 機が飛来をして

おります。先週４日でしたか、午前中３機の米軍機が斗賀野の虚空
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蔵山からおりてきまして、３機編成で本当にすれすれで飛行してい

きました。すぐに県危機管理課のほうにも連絡をしました。

普段、意識をしてない生活の中に突然こういう事態が起こると非

常に身の危険を感じるところであります。小学校や保育園が下には

あって、何かあったときにはということを考えざるを得ません。こ

うした事態、国土強靱化地域計画を立てて、弾道ミサイルを想定す

るのであれば、こうしたことも含めてぜひ町としても対応を何か考

えていただきたいなと。県のほうにもこういう住民からの声が上が

ったら報告もされているのかなとは思うんですけども、こうした低

空飛行問題については、このリスクシナリオに設定されたこととあ

わせて、何か見解をもたれてるのかもたれてないのか、あればお聞

きしていただければなと思います。

町長（堀見和道君）

はい、お答えさせていただきます。現時点で町として持っている

見解はございません。かなり専門的な事になりますし、自衛隊含め

て県の危機管理の意見も踏まえながら、情勢が本当に変化している

のかどうなのかということについて町だけで判断できるものではあ

りませんので、また、次、５年たったときに改訂を迎えますので、そ

のときに専門家の皆さんにも集まっていただいて、協議をして第２

期の佐川町地域強靱化計画を策定するということになりますので、

そのときに意見を踏まえながら計画策定をしていきたいというふう

に思います。以上です。

１番（橋元陽一君）

はい。国土強靱化地域計画の中ではなかなか５年というくくりの

中で目の前の事態には対応するにはなかなか壁があるのかなという

ことを感じざるを得ません。

この強靱化計画の中にも重大な項目としてですね、目標の先ほど

言いました１番目の中に位置づけられています、住宅の耐震化等が

位置づけられたものがあります。この木造住宅の耐震化については

町独自で計画も立てられて、県の補助もいただきながら進んできて

るのかなというふうに思ってるところであります。いつ起こるかわ

からない南海地震についてですね、木造住宅の耐震化も一定進んで

きてるかと思うんですけど、2019 年に第２期の計画が立てられてい

るところであります。国土強靱化計画をベースにしながら、こうい

う計画も立てられているのかなと。また、第５次総合計画にも位置
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づけているかと思うんですけど、この３年間の進捗状況、ぜひ説明

していただければなと。また、３年ごとの必要な予算、それから耐

震診断、それから耐震改修の件数等木造住宅にかかわってどういう

ふうな実績が積まれているのか、御説明いただければなというふう

に思います。

建設課長（池内伸雄君）

御質問にお答えさせていただきます。木造住宅耐震化支援事業に

つきましては、平成 31 年３月に佐川町耐震改修促進計画の第２期計

画、これは平成 31 年度から令和７年度までの７年間を策定してお

り、地震による建築物の被害及びこれに起因する人命や財産の損失

を未然に防止することを目的としまして、現行基準を満足していな

い建築物の耐震診断、耐震改修を初めとする耐震対策に取り組んで

きたところであります。

本事業のここ３年間の進捗状況につきまして、まず、予算につき

ましては当初予算ベースで平成 30 年度は 5,539 万８千円、令和元年

度は 5,538 万８千円、令和２年度は 4,113 万８千円となっておりま

す。

耐震診断・耐震改修の件数につきましては、事業実績としまして、

平成 30 年度は耐震診断 31 件、耐震改修 33 件。令和元年度は耐震診

断 42 件、耐震改修 31 件。令和２年度は耐震診断 68 件、耐震改修 35

件となっております。以上です。

１番（橋元陽一君）

はい、ありがとうございます。５千万前後の予算を組んで、30 件

ちょっとの耐震改修も進んでいるという状況であります。この計画

の中には耐震化率を 60％と推計して、対象の木造住宅、5,594 戸中

3,356 戸が耐震性を有しているということを想定をした上で、2025

年までに 93％、既存住宅 1,259 戸の耐震化を目標として計画が立て

られているかと思います。先ほどの報告を受けまして、なかなかこ

の目標を達成するには厳しい状況にあるのではないだろうかなと。

目標と実際に進んでいる事業の乖離があるんではないかなと思うん

ですけども、この進捗、今の報告いただいた事業の状況の中で今後、

どういうふうに事業を進めていく計画があるのか、具体的なものに

ついて説明いただければなというふうに思います。

建設課長（池内伸雄君）

お答えさせていただきます。現在の耐震化率につきましては令和
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２年 12 月末時点の住宅戸数や耐震実績などの基礎数値から算出し

ましたところ、約 63％となっており、計画策定時の 60％から３％増

となっております。第２期計画での耐震化の目標、住宅の耐震化率

を 2025 年までに耐震化率 93％を達成するためには、今後、新築さ

れる住宅の耐震化率向上の影響を考慮しましても、年間 230 軒程度

の既存住宅の耐震化が必要であるということになります。

目標値の 93％という数値につきましては、非常に高い数値目標と

なっておりますが、高知県耐震改修促進計画の目標値と同じくして

おり、高知県とともに事業を推進していくという考えのもとに設定

した数値でもありますので、事業を進めていく上で高知県や関係団

体と連携を図るとともに、町におきましても、現行基準を満足して

いない建築物所有者への戸別訪問を初め、広報、ホームページによ

る啓発、防災まちづくりサロンでの周知など広報啓発活動をとおし

て、耐震化に関する知識の普及、啓発を行い、耐震化率を向上させ

るための取り組みを進めたいと考えております。以上でございます。

１番（橋元陽一君）

目標がかなり高い中で、県との足をそろえながら取り組みを進め

られているっていうことでありますけども、県のほうも 2017 年の段

階で南海大地震の発生率を 70％、今後 30 年以内に起こる確率をで

すね、発生率を 70％として、いろんなことを想定をされているとこ

ろであります。

しかし、先も触れましたように発生率 70％ということは、いつ起

きても不思議ではない。非常に厳しい状況の中に私たちは毎日生活

をしてるということになります。先ほどの県との協同ということも

ありますけども、限界があると思うんですが、改めてこの国土強靱

化計画も独自に立てて、国との予算のパイプも少し風穴が空くんで

はないかなと思うんですけども、県とも歩調を併せることも大事か

と思うんですが、県をとおしてさらに町独自でですね、県下のモデ

ル的なことになるような木造耐震化事業、何か、地域活用計画を活

用してできないのかと、そういうことをちょっと考えるところであ

ります。こうしたことを一緒にあわせて検討していただくことはで

きないのかどうか、お伺いをしたいというふうに思います。

建設課長（池内伸雄君）

お答えさせていただきます。木造住宅耐震化支援事業につきまし

ては国道強靱化地域計画が策定される以前から取り組んできたとこ
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ろではありますが、国土交通省住宅機構からの事務連絡としまして、

住宅機構関係事業における国土強靱化予算の重点化等についての周

知があり、国土強靱化地域計画に明記された事業は令和３年度から

重点配分の対象となる見通しとなっております。

木造住宅耐震化支援事業の補助メニューにつきましても国土強靱

化地域計画に地域計画に明記されますことから、重点配分される予

算を効果的に執行しながら事業の進捗をはかっていきたいと考えて

おります。以上でございます。

１番（橋元陽一君）

国土強靱化地域計画の事業の中にも国が予算化をしていくってい

うことがありますので、この木造耐震化事業については、これまで

以上に進んでいくことが少し見えてくるのかなっていう、御回答だ

ったのかなっていうふうに捉えております。

議長（岡村統正君）

休憩します。

休憩 午後４時 56 分

再開 午後４時 57 分

議長（岡村統正君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

先ほど橋元陽一君に確認を取りましたが、本日の橋元陽一君の一

般質問は４番の新産廃施設建設についてから明朝の１番に再開した

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

お諮りします。

本日の会議はこれで延会したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

本日は、これで延会することに決定しました。

次の会議は９日の午前９時とします。

本日はこれで延会します。

延会 午後４時 58 分


